
壬生町障がい者基本計画及び第７期壬生町障がい福祉計画・第３期壬生町障がい児福祉計画

令和６年３月　　壬 生 町





は じ め に

近年、障がいのある方の高齢化と障がいの重度化が進む中

で、障がい福祉のニーズの多様化が進み、すべての障がいの

ある方が、地域で安心して生活できるまちづくりが求められ

ています。

壬生町においても、障がい福祉に関するニーズは複雑化・

多様化し、町民一人ひとりのニーズに適切に対応できるよ

う、関係機関の連携の強化が求められており、障がい児者支援として様々なサポート

が必要になってきています。

このたび、現行の「壬生町障がい者基本計画・第６期壬生町障がい福祉計画・第２

期壬生町障がい児福祉計画」の計画期間の終了に伴い、引き続き施策を実施するとと

もにニーズに対応した適切なサービスを計画的に提供するため、令和６年度から６年

間の「障がい者基本計画」及び３年間の「第７期壬生町障がい福祉計画・第３期壬生

町障がい児福祉計画」を策定いたしました。

「共に生き、共に支え合う地域共生社会の実現」を基本理念とし、全ての町民が障

がいの有無にかかわらず、個性や能力を十分に発揮して地域で生活を送ることができ

るよう関係機関と連携して取組みを実施してまいります。

共に支え合いながら地域で安心して生活を送れるまちの実現のため、今後の計画の

推進につきましても引き続き皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。

最後に、本計画の策定にあたりまして、町民の皆様をはじめ、貴重なご意見をいた

だきました策定委員会、関係機関の皆様に心からお礼申し上げます。

令和６年３月

壬生町長 小 菅 一 弥



目 次

第１章 計画の策定にあたって

第１節 計画策定の趣旨 ···········································

第２節 計画の位置づけ ···········································

第３節 計画の性格 ···············································

第４節 計画の期間 ···············································

第５節 計画における障がい者の定義 ······························

第２章 壬生町の障がい者等の状況

第１節 手帳所持者数の推移 ······································

第２節 第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の目標値と実績

第３節 第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の実施状況 ···

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

第１節 計画の基本理念 ··········································

第２節 施策の体系 ··············································

基本目標１ 共生社会実現の推進 ·································

（１）障がいのある方への理解の促進 ······························

（２）差別の解消と権利擁護の推進 ································

基本目標２ 生活支援サービスの充実······························

（１）日常生活を支えるサービス基盤の確保 ························

（２）地域の中での多様な暮らし方の支援 ··························

（３）情報提供の充実 ············································

基本目標３ 保健・医療サービスの充実····························

（１）一次予防の推進と障がいの早期発見 ··························

（２）地域医療・リハビリテーションの充実 ························

基本目標４ 障がい児福祉と教育の充実····························

（１）療育体制の充実 ············································

（２）学校教育体制の充実 ········································

基本目標５ 地域社会への参加と自立の推進 ························

（１）社会参加・地域交流の促進 ··································

（２）雇用の促進と就労の支援 ····································

基本目標６ 安全・安心なまちづくりの推進 ························



目 次

第１章 計画の策定にあたって

第１節 計画策定の趣旨 ···········································

第２節 計画の位置づけ ···········································

第３節 計画の性格 ···············································

第４節 計画の期間 ···············································

第５節 計画における障がい者の定義 ······························

第２章 壬生町の障がい者等の状況

第１節 手帳所持者数の推移 ······································

第２節 第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の目標値と実績

第３節 第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の実施状況 ···

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

第１節 計画の基本理念 ··········································

第２節 施策の体系 ··············································

基本目標１ 共生社会実現の推進 ·································

（１）障がいのある方への理解の促進 ······························

（２）差別の解消と権利擁護の推進 ································

基本目標２ 生活支援サービスの充実······························

（１）日常生活を支えるサービス基盤の確保 ························

（２）地域の中での多様な暮らし方の支援 ··························

（３）情報提供の充実 ············································

基本目標３ 保健・医療サービスの充実····························

（１）一次予防の推進と障がいの早期発見 ··························

（２）地域医療・リハビリテーションの充実 ························

基本目標４ 障がい児福祉と教育の充実····························

（１）療育体制の充実 ············································

（２）学校教育体制の充実 ········································

基本目標５ 地域社会への参加と自立の推進 ························

（１）社会参加・地域交流の促進 ··································

（２）雇用の促進と就労の支援 ····································

基本目標６ 安全・安心なまちづくりの推進 ························



（１）安全・安心な生活環境の整備 ································

（２）防災・防犯体制の推進 ······································

（３）福祉人材の確保・育成・定着 ································

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

第１節 令和８年度の目標値·······································

第２節 障害福祉サービスの体系···································

第３節 障害福祉サービスの見込みと確保策 ·························

（１）訪問系サービス ············································

（２）日中活動系サービス ········································

（３）居住系サービス ············································

（４）計画相談支援等 ············································

（５）障害児通所支援 ············································

（６）障害児相談支援 ············································

第４節 地域生活支援事業の見込みと確保策 ·························

第５節 その他障害福祉サービス···································

第５章 計画の推進体制

第１節 推進体制の整備 ··········································

第２節 計画の推進主体 ··········································

第３節 計画の進行管理 ··········································

資料編

第１節 策定経過 ················································

第２節 壬生町障がい者基本計画及び障がい福祉計画並びに障がい児福祉計

画策定委員名簿 ··········································

第３節 アンケート調査結果·······································

第４節 用語解説 ················································

第１章 計画の策定にあたって



（１）安全・安心な生活環境の整備 ································

（２）防災・防犯体制の推進 ······································

（３）福祉人材の確保・育成・定着 ································

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

第１節 令和８年度の目標値·······································

第２節 障害福祉サービスの体系···································

第３節 障害福祉サービスの見込みと確保策 ·························

（１）訪問系サービス ············································

（２）日中活動系サービス ········································

（３）居住系サービス ············································

（４）計画相談支援等 ············································

（５）障害児通所支援 ············································

（６）障害児相談支援 ············································

第４節 地域生活支援事業の見込みと確保策 ·························

第５節 その他障害福祉サービス···································

第５章 計画の推進体制

第１節 推進体制の整備 ··········································

第２節 計画の推進主体 ··········································

第３節 計画の進行管理 ··········································

資料編

第１節 策定経過 ················································

第２節 壬生町障がい者基本計画及び障がい福祉計画並びに障がい児福祉計

画策定委員名簿 ··········································

第３節 アンケート調査結果·······································

第４節 用語解説 ················································

第１章 計画の策定にあたって



第１章 計画の策定にあたって

第１章 計画の策定にあたって

第１節 計画策定の趣旨

本町では全ての町民が、障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互に人格

と個性を尊重し合いながら、共に暮らし共に参加する「福祉」のまちづくりを目指し、

平成２９年度に「壬生町障がい者基本計画（平成３０年度～令和５年度）」、令和２年度

に「第６期壬生町障がい福祉計画・第２期壬生町障がい児福祉計画（令和３年度～令和

５年度）」を策定し、障がいのある方の権利擁護や社会参加、町民の意識啓発など、障

がい児・者の施策を推進するとともに、生活や就労、居住などの支援を目的とする障害

福祉サービスや地域生活支援事業の提供体制の整備等を推進してきました。

障がい児・者を取り巻く状況は、少子高齢社会の進行など社会情勢が変化する中、障

がいのある方の高齢化が進み、障がいの重度化、重複化が進んでいます。また、障がい

のある方の家庭においても介助者の高齢化が進んでおり、核家族化をはじめとした家族

形態の変化に伴い、地域における介助・支援機能が低下するなど、取り巻く状況は変化

しています。

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（以下「障害者総合支

援法」という。）をはじめ、児童福祉法や発達障害者支援法の改正により、障がいのあ

る方が自らの望む地域生活を営むことができるよう、支援の一層の充実が求められてい

ます。また、ニーズの多様化にきめ細かく対応するための支援の拡充等、サービスの質

の確保及び向上を図るための様々な環境整備が進められています。

さらには、令和３年４月に施行された改正社会福祉法では、社会構造の変化や人々の

暮らしの変化を踏まえ、制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係

を超えた「地域共生社会」の考え方が位置づけられました。地域住民や地域の多様な主

体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つな

がることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会を目指

しています。

こうした背景を踏まえ、障がいの有無に関わらず、互いに支え合い、安心して充実し

た生活を共に送ることができる社会を構築するとともに、多様化するニーズに対して、

障害福祉サービスや相談支援等を計画的に提供するために、「壬生町障がい者基本計画

（令和６年度～令和 年度）」及び「第７期壬生町障がい福祉計画・第３期壬生町障

がい児福祉計画（令和６年度～令和８年度）」を新たに策定します。
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（１）近年の障がい者施策に関わる動向

近年の障がい者施策に関わる主な動向は以下のとおりとなっています。

年 基本的枠組み 障がい者施策関連法

平成 年 ●改正障害者基本法
（８月施行）

 

平成 年 ○障害者虐待防止法（ 月施行）

平成 年 ◎障害者総合支援法（４月一部施行）
○障害者優先調達推進法（４月施行）

平成 年 ●障害者権利条約の
批准

（４月全部施行）
○改正精神保健福祉法（４月一部施行）

平成 年 （１月・７月対象疾病の拡大）
○難病法（１月施行）

平成 年 ●障害者差別解消法
（４月施行）

○改正精神保健福祉法（４月全部施行）
○改正障害者雇用促進法（４月施行）
○成年後見制度利用促進法（５月施行）
○改正発達障害者支援法（８月施行）

平成 年

平成 年 ◎改正障害者総合支援法及び改正児童福祉法
（４月施行）

令和元年 ○改正障害者雇用促進法（６・９月一部施行）

令和２年 ○改正障害者雇用促進法（４月全部施行）

令和３年 ●医療的ケア児支援法
（９月施行）

令和４年

令和５年
○改正障害者雇用促進法（４月一部施行）
○改正精神保健福祉法（４月一部施行）
○改正難病法（ 月一部施行）

令和６年

◎改正障害者総合支援法（４月施行予定）
○改正障害者雇用促進法（４月全部施行予定）
○改正精神保健福祉法（４月全部施行予定）
○改正難病法（４月全部施行予定）
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画

第
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画

第１章 計画の策定にあたって

「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者
虐待防止法）」

・平成２４年１０月に施行され、障害者虐待の防止や早期発見、養護者に対する支援等に努める

とともに、「障害者虐待」を受けたと思われる障がい者を発見した者に速やかな通報が義務付け

られるなど、障害者虐待防止等に係る具体的スキームが定められました。

「障害者基本法の一部を改正する法律」

・平成２３年８月に施行され、全ての国民が障がいの有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊

重し合いながら共生する社会を実現することを目的に、地域社会での共生や社会的障壁の除去

をはじめとした基本原則を定めることが盛り込まれました。

「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総
合支援法）」

・平成２５年４月に「地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるた

めの関係法律の整備に関する法律」が施行され、「障害者自立支援法」が「障害者の日常生活及

び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）」となりました。

・この法律では、地域社会における共生の実現に向けて、障害福祉サービスの充実等障害者の日

常生活及び社会生活を総合的に支援するため、新たな障害保健福祉施策（地域生活支援事業等）

が定められました。

・また、「制度の谷間」を埋めるべく、障害者の範囲に難病等を加え、障害支援区分を創設すると

ともに、知的障害者・精神障害者の特性に応じた区分の適切な配慮等の改正が行われました。

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」

・平成２８年４月に施行され、国の行政機関や地方公共団体等及び民間事業者等が障害者に対し

て、障がいを理由として差別することその他の権利利益を侵害する行為を禁止しています。

・また、障がい者や家族から何らかの配慮を求める意思の表明があった場合には、負担になり過

ぎない範囲で、社会的障壁を取り除くために必要で合理的な配慮（合理的配慮）を行うことが

求められることが示されました。

「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総
合支援法）及び児童福祉法の一部を改正する法律」

・障害者総合支援法は、障がい者が自ら望む地域生活を営むことができるよう、「生活」と「就労」

に関する支援の一層の充実や高齢障害者による介護保険サービスの円滑な利用を促進するため

の見直しが行われました。

・また、障がい児支援のニーズの多様化にきめ細かく対応するための支援の拡充を図るほか、サ

ービスの質の確保・向上を図るための環境整備等を行うため児童福祉法の一部が改正され、平

成３０年４月１日に施行されました。



（１）近年の障がい者施策に関わる動向

近年の障がい者施策に関わる主な動向は以下のとおりとなっています。

年 基本的枠組み 障がい者施策関連法

平成 年 ●改正障害者基本法
（８月施行）

 

平成 年 ○障害者虐待防止法（ 月施行）

平成 年 ◎障害者総合支援法（４月一部施行）
○障害者優先調達推進法（４月施行）

平成 年 ●障害者権利条約の
批准
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平成 年 （１月・７月対象疾病の拡大）
○難病法（１月施行）

平成 年 ●障害者差別解消法
（４月施行）

○改正精神保健福祉法（４月全部施行）
○改正障害者雇用促進法（４月施行）
○成年後見制度利用促進法（５月施行）
○改正発達障害者支援法（８月施行）

平成 年

平成 年 ◎改正障害者総合支援法及び改正児童福祉法
（４月施行）

令和元年 ○改正障害者雇用促進法（６・９月一部施行）

令和２年 ○改正障害者雇用促進法（４月全部施行）

令和３年 ●医療的ケア児支援法
（９月施行）

令和４年

令和５年
○改正障害者雇用促進法（４月一部施行）
○改正精神保健福祉法（４月一部施行）
○改正難病法（ 月一部施行）

令和６年

◎改正障害者総合支援法（４月施行予定）
○改正障害者雇用促進法（４月全部施行予定）
○改正精神保健福祉法（４月全部施行予定）
○改正難病法（４月全部施行予定）
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第１章 計画の策定にあたって

「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者
虐待防止法）」

・平成２４年１０月に施行され、障害者虐待の防止や早期発見、養護者に対する支援等に努める

とともに、「障害者虐待」を受けたと思われる障がい者を発見した者に速やかな通報が義務付け

られるなど、障害者虐待防止等に係る具体的スキームが定められました。

「障害者基本法の一部を改正する法律」

・平成２３年８月に施行され、全ての国民が障がいの有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊

重し合いながら共生する社会を実現することを目的に、地域社会での共生や社会的障壁の除去

をはじめとした基本原則を定めることが盛り込まれました。

「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総
合支援法）」

・平成２５年４月に「地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるた

めの関係法律の整備に関する法律」が施行され、「障害者自立支援法」が「障害者の日常生活及

び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）」となりました。

・この法律では、地域社会における共生の実現に向けて、障害福祉サービスの充実等障害者の日

常生活及び社会生活を総合的に支援するため、新たな障害保健福祉施策（地域生活支援事業等）

が定められました。

・また、「制度の谷間」を埋めるべく、障害者の範囲に難病等を加え、障害支援区分を創設すると

ともに、知的障害者・精神障害者の特性に応じた区分の適切な配慮等の改正が行われました。

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」

・平成２８年４月に施行され、国の行政機関や地方公共団体等及び民間事業者等が障害者に対し

て、障がいを理由として差別することその他の権利利益を侵害する行為を禁止しています。

・また、障がい者や家族から何らかの配慮を求める意思の表明があった場合には、負担になり過

ぎない範囲で、社会的障壁を取り除くために必要で合理的な配慮（合理的配慮）を行うことが

求められることが示されました。

「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総
合支援法）及び児童福祉法の一部を改正する法律」

・障害者総合支援法は、障がい者が自ら望む地域生活を営むことができるよう、「生活」と「就労」

に関する支援の一層の充実や高齢障害者による介護保険サービスの円滑な利用を促進するため

の見直しが行われました。

・また、障がい児支援のニーズの多様化にきめ細かく対応するための支援の拡充を図るほか、サ

ービスの質の確保・向上を図るための環境整備等を行うため児童福祉法の一部が改正され、平

成３０年４月１日に施行されました。



「発達障害者支援法の一部を改正する法律」

・発達障害者支援法については、平成１７年４月施行から１０年が経過し、乳幼児期から高齢期

まで切れ目のない支援など発達障がい者の支援の一層の充実を図るため、一部が改正され、平

成２８年８月に施行されました。

（２）障がい福祉計画及び障がい児福祉計画に係る国の基本的な指針における基本的理念

①障がい者等の自己決定の尊重と意思決定の支援

②市町村を基本とした身近な実施主体と障がい種別によらない一元的な障がい福祉サ
ービスの実施等

共生社会を実現するため、障がい者等の自己決定を尊重し、その意思決定の支援に配

慮するとともに、障がい者等が必要とする障害福祉サービスその他の支援を受けつつ、

その自立と社会参加の実現を図っていくことを基本として、障害福祉サービス等及び障

害児通所支援等の提供体制の整備を進める。

障がい者等が地域で障害福祉サービスを受けることができるよう市町村を実施主体の

基本とする。また、障害福祉サービスの対象となる障がい者等の範囲を身体障害者、知

的障害者及び精神障害者（発達障害者及び高次脳機能障害者を含む。）並びに難病患者等

であって 歳以上の者並びに障害児とし、サービスの充実を図り、都道府県の適切な

支援等を通じて引き続き障害福祉サービスの均てん化を図る。また、発達障害者及び高

次脳機能障害者については、従来から精神障害者に含まれるものとして障害者総合支援

法に基づく給付の対象となっているところであり、引き続きその旨の周知を図る。

さらに、難病患者等についても、引き続き障害者総合支援法に基づく給付の対象とな

っている旨の周知を図るため、難病の患者に対する医療等に関する法律に基づき特定医

療費の支給認定を行う都道府県や難病患者等の相談に応じる難病相談支援センター等に

おいて、それぞれの業務を通じて難病患者等本人に対して必要な情報提供を行う等の取

組により、障害福祉サービスの活用が促されるようにする。また、各地方公共団体が策

定する障害福祉計画等においても、難病患者等が障害者総合支援法に基づく給付の対象

となっていることを踏まえ、難病患者等への支援を明確化し、計画を策定するに当たっ

ては、難病患者や難病相談支援センター等の専門機関の意見を踏まえる。

第１章 計画の策定にあたって

③入所等から地域生活への移行、地域生活の継続の支援、就労支援等の課題に対応し
たサービス提供体制の整備

障がい者等の自立支援の観点から、入所等から地域生活への移行、地域生活の継続の

支援、就労支援といった課題に対応したサービス提供体制を整え、障がい者等の生活を

地域全体で支えるシステムを実現するため、地域生活支援の拠点づくり、ＮＰＯ等によ

るインフォーマルサービスの提供等、地域の社会資源を最大限に活用し、提供体制の整

備を進める。

特に、入所等から地域生活への移行については、適切に意思決定支援を行いつつ地域

生活を希望する者が地域での暮らしを継続することができるよう、必要な障害福祉サー

ビス等が提供される体制を整備する必要があり、例えば、重度化・高齢化した障がい者

で地域生活を希望する者に対しては、日中サービス支援型指定共同生活援助により常時

の支援体制を確保すること等により、地域生活への移行が可能となるようサービス提供

体制を確保する。

また、市町村は、地域生活に対する安心感を担保し、自立した生活を希望する者に対

する支援等を進めるために、地域生活への移行、親元からの自立等に係る相談、一人暮

らし、グループホームへの入居等の体験の機会及び場の提供、短期入所の利便性・対応

力の向上等による緊急時の受入対応体制の確保、人材の確保・養成・連携等による専門

性の確保並びにサービス拠点の整備及びコーディネーターの配置等による地域の体制づ

くりを行う機能を有する地域生活支援拠点等を整備するとともに、障がい者の重度化・

高齢化や「親亡き後」を見据えて、これらの機能をさらに強化する必要がある。こうし

た拠点等の整備にあわせて、相談支援を中心として、学校からの卒業、就職、親元から

の自立等の生活環境が変化する節目を見据えて、中長期的視点に立った継続した支援を

行う必要がある。なお、地域生活支援拠点等の整備・運営に当たっては、地域生活支援

拠点等と基幹相談支援センターのそれぞれの役割を踏まえた効果的な連携を確保する必

要がある。

さらに、精神病床における長期入院患者の地域生活への移行を進めるに当たっては、

精神科病院や地域援助事業者による努力だけでは限界があり、自治体を中心とした地域

精神保健医療福祉の一体的な取組の推進に加え、差別や偏見のない、あらゆる人が共生

できる包摂的（インクルーシブ）な社会の実現に向けた取組の推進が必要である。これ

を踏まえ、精神障がい者が、地域の一員として安心して自分らしい暮らしをすることが

できるよう、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築を進める。



「発達障害者支援法の一部を改正する法律」

・発達障害者支援法については、平成１７年４月施行から１０年が経過し、乳幼児期から高齢期

まで切れ目のない支援など発達障がい者の支援の一層の充実を図るため、一部が改正され、平

成２８年８月に施行されました。

（２）障がい福祉計画及び障がい児福祉計画に係る国の基本的な指針における基本的理念

①障がい者等の自己決定の尊重と意思決定の支援

②市町村を基本とした身近な実施主体と障がい種別によらない一元的な障がい福祉サ
ービスの実施等

共生社会を実現するため、障がい者等の自己決定を尊重し、その意思決定の支援に配

慮するとともに、障がい者等が必要とする障害福祉サービスその他の支援を受けつつ、

その自立と社会参加の実現を図っていくことを基本として、障害福祉サービス等及び障

害児通所支援等の提供体制の整備を進める。

障がい者等が地域で障害福祉サービスを受けることができるよう市町村を実施主体の

基本とする。また、障害福祉サービスの対象となる障がい者等の範囲を身体障害者、知
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支援等を通じて引き続き障害福祉サービスの均てん化を図る。また、発達障害者及び高

次脳機能障害者については、従来から精神障害者に含まれるものとして障害者総合支援

法に基づく給付の対象となっているところであり、引き続きその旨の周知を図る。

さらに、難病患者等についても、引き続き障害者総合支援法に基づく給付の対象とな

っている旨の周知を図るため、難病の患者に対する医療等に関する法律に基づき特定医

療費の支給認定を行う都道府県や難病患者等の相談に応じる難病相談支援センター等に

おいて、それぞれの業務を通じて難病患者等本人に対して必要な情報提供を行う等の取

組により、障害福祉サービスの活用が促されるようにする。また、各地方公共団体が策

定する障害福祉計画等においても、難病患者等が障害者総合支援法に基づく給付の対象

となっていることを踏まえ、難病患者等への支援を明確化し、計画を策定するに当たっ

ては、難病患者や難病相談支援センター等の専門機関の意見を踏まえる。

第１章 計画の策定にあたって

③入所等から地域生活への移行、地域生活の継続の支援、就労支援等の課題に対応し
たサービス提供体制の整備

障がい者等の自立支援の観点から、入所等から地域生活への移行、地域生活の継続の
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④地域共生社会の実現に向けた取組

⑤障がい児の健やかな育成のための発達支援

地域のあらゆる住民が、「支え手」と「受け手」に分かれるのではなく、地域、暮らし、

生きがいをともに創り、高め合うことができる地域共生社会の実現に向け、引き続き、地

域住民が主体的に地域づくりに取り組むための仕組み作りや制度の縦割りを超えた柔軟

なサービスの確保に取り組むとともに、地域ごとの地理的条件や地域資源の実態等を踏ま

えながら、令和３年４月に施行された地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を

改正する法律による改正後の社会福祉法に基づく市町村の包括的な支援体制の構築の推

進に取り組む。その際、市町村は同法に基づく地域福祉計画や重層的支援体制整備事業実

施計画との連携を図りつつ、次に掲げる支援を一体的に実施する重層的支援体制整備事業

の活用も含めて検討し、体制整備を進める。

►属性にかかわらず、地域の様々な相談を受け止め、自ら対応又はつなぐ機能、多機関協働の中
核の機能及び継続的につながり続ける伴走支援を中心的に担う機能を備えた相談支援 

►相談支援と一体的に行う、就労支援、居住支援など、多様な社会参加に向けた支援 

►ケアし支え合う関係性を広げ、交流や参加の機会を生み出すコーディネート機能及び住民同士
が出会い参加することのできる場や居場所の確保の機能を備えた支援

障がい児支援を行うに当たっては、障がい児本人の最善の利益を考慮しながら、障が

い児の健やかな育成を支援することが必要である。このため、障がい児及びその家族に

対し、障がいの疑いがある段階から身近な地域で支援できるように、障害児通所支援及

び障害児相談支援については市町村を、障害児入所支援については都道府県を実施主体

の基本とし、障害種別にかかわらず、質の高い専門的な発達支援を行う障害児通所支援

等の充実を図るとともに、都道府県の適切な支援等を通じて引き続き障がい児支援の均

てん化を図ることにより、地域支援体制の構築を図る。

また、障がい児のライフステージに沿って、地域の保健、医療、障がい福祉、保育、

教育、就労支援等の関係機関が連携を図り、切れ目の無い一貫した支援を提供する体制

の構築を図る。

さらに、障がい児が障害児支援を利用することにより、地域の保育、教育等の支援を

受けることができるようにすることで、障がいの有無にかかわらず、全ての児童が共に

成長できるよう、地域社会への参加や包容（インクルージョン）を推進する。

加えて、人工呼吸器を装着している障がい児その他の日常生活を営むために医療を要

する状態にある障がい児（医療的ケア児）が保健、医療、障がい福祉、保育、教育等の

支援を円滑に受けられるようにする等、専門的な支援を要する者に対して、各関連分野

が共通の理解に基づき協働する包括的な支援体制を構築する。

こうしたサービス提供体制の整備等については、個別の状況に応じて、関係者や障がい

者等本人が参画して行う議論を踏まえた上で、市町村及び都道府県が定める障害保健福祉

圏域ごとの整備の在り方を障害福祉計画等に位置付け、計画的に推進する。

第１章 計画の策定にあたって

⑥障がい福祉人材の確保・定着

⑦障がい者の社会参加を支える取組定着

障がい者の重度化・高齢化が進む中においても、将来にわたって安定的に障害福祉サービ

ス等を提供し、様々な障害福祉に関する事業を実施していくためには、提供体制の確保と併

せてそれを担う人材の確保・定着を図る必要がある。そのためには、専門性を高めるための

研修の実施、多職種間の連携の推進、障害福祉の現場が働きがいのある魅力的な職場である

ことの積極的な周知・広報等を行うとともに、職員の処遇改善等による職場環境の整備や障

害福祉現場におけるハラスメント対策、ＩＣＴ・ロボットの導入による事務負担の軽減、業

務の効率化に関係者が協力して取り組んでいくことが重要である。

障がい者の地域における社会参加を促進するためには、障がい者の多様なニーズを踏まえ

て支援すべきである。その際、文化・芸術活動や健康づくり、スポーツ等の分野を含め、地

域でいきいきと安心して健康的に暮らすことができる社会を目指すことが重要である。

特に、障がい者による文化芸術活動の推進に関する法律を踏まえ、文化行政担当等の関係

部局との連携を図りつつ、合理的配慮の提供とそのための環境整備に留意しながら、障がい

者が文化芸術を享受鑑賞し、又は創造や発表等の多様な活動に参加する機会の確保等を通じ

て、障がい者の個性や能力の発揮及び社会参加の促進を図る。

また、読書を通じて文字・活字文化の恵沢を享受することができる社会の実現のため、視

覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律を踏まえ、視覚障がい者等の読書環境の整

備を計画的に推進する。

さらに、障がい者等による情報の取得利用・意思疎通を推進するため、障害者による情報

の取得及び利用並びに意思疎通に係る施策の推進に関する法律を踏まえ、デジタル担当や情

報通信担当、産業政策担当等の関係部局との連携を図りつつ、障がい特性に配慮した意思疎

通支援や支援者の養成、障がい当事者によるＩＣＴ活用等の促進を図る。
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第２節 計画の位置づけ

○障がい者基本計画

壬生町障がい者基本計画は、障害者基本法第１１条第３項の規定に基づく「市町村障

害者計画」であり、本町が地域における行政の中核機関として、国や都道府県の所管す

る機関等との総合的な連携体制を構築し、障がいのある方に適切なサービスを提供でき

る体制をつくることを目的に、障がい者施策全般に関わる基本的な理念や方針を定める

計画です。

○障がい福祉計画

第７期壬生町障がい福祉計画は、障害者総合支援法第８８条第１項の規定に基づく

「市町村障害福祉計画」であり、障がい者基本計画の基本的理念等を踏まえ、国の基本

指針に基づき本町の障害福祉サービスや相談支援、地域生活支援事業を充実させるため

に必要なサービス量を見込むとともに、提供体制の確保に関する方策を定める計画です。

○障がい児福祉計画

第３期壬生町障がい児福祉計画は、児童福祉法第３３条の２０の規定に基づく「市町

村障害児福祉計画」であり、本町の障害児通所支援や障害児相談支援の提供体制及び自

立支援給付等の円滑な実施を確保することを目的として定める計画です。

＜計画の位置づけ・関連計画＞
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第１章 計画の策定にあたって

第３節 計画の性格

本計画は、国の「障害者基本計画」、県の「とちぎ障害者プラン２１」を基とし、町の

第６次総合振興計画やその他関連計画との整合を図りながら策定し、本町の障がい者施

策の方向性を示すとともに、障害福祉サービス及び地域生活支援事業等の提供体制の確

保に関する方策を定めるものです。

第４節 計画の期間

壬生町障がい者基本計画は、令和６年度を初年度とする、令和１１年度までの６か年

計画となります。

また、障がい福祉計画は、３年ごとの計画策定が国の基本指針により定められていま

す。このため第７期壬生町障がい福祉計画及び第３期壬生町障がい児福祉計画は、令和

６年度から令和８年度までの３か年とします。

ただし、国においては、国内法令の整備や新たな制度改革の取り組みが一層進められ

ていく予定であることから、計画期間中においても必要に応じて本計画を見直す可能性

もあります。
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第２節 計画の位置づけ

○障がい者基本計画

壬生町障がい者基本計画は、障害者基本法第１１条第３項の規定に基づく「市町村障

害者計画」であり、本町が地域における行政の中核機関として、国や都道府県の所管す

る機関等との総合的な連携体制を構築し、障がいのある方に適切なサービスを提供でき

る体制をつくることを目的に、障がい者施策全般に関わる基本的な理念や方針を定める

計画です。

○障がい福祉計画

第７期壬生町障がい福祉計画は、障害者総合支援法第８８条第１項の規定に基づく

「市町村障害福祉計画」であり、障がい者基本計画の基本的理念等を踏まえ、国の基本

指針に基づき本町の障害福祉サービスや相談支援、地域生活支援事業を充実させるため

に必要なサービス量を見込むとともに、提供体制の確保に関する方策を定める計画です。

○障がい児福祉計画

第３期壬生町障がい児福祉計画は、児童福祉法第３３条の２０の規定に基づく「市町

村障害児福祉計画」であり、本町の障害児通所支援や障害児相談支援の提供体制及び自

立支援給付等の円滑な実施を確保することを目的として定める計画です。

＜計画の位置づけ・関連計画＞
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第１章 計画の策定にあたって

第３節 計画の性格

本計画は、国の「障害者基本計画」、県の「とちぎ障害者プラン２１」を基とし、町の

第６次総合振興計画やその他関連計画との整合を図りながら策定し、本町の障がい者施

策の方向性を示すとともに、障害福祉サービス及び地域生活支援事業等の提供体制の確

保に関する方策を定めるものです。

第４節 計画の期間

壬生町障がい者基本計画は、令和６年度を初年度とする、令和１１年度までの６か年

計画となります。

また、障がい福祉計画は、３年ごとの計画策定が国の基本指針により定められていま

す。このため第７期壬生町障がい福祉計画及び第３期壬生町障がい児福祉計画は、令和

６年度から令和８年度までの３か年とします。

ただし、国においては、国内法令の整備や新たな制度改革の取り組みが一層進められ

ていく予定であることから、計画期間中においても必要に応じて本計画を見直す可能性

もあります。
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第５節 計画における障がい者の定義

本計画における障がい者の定義は、障害者基本法第２条第１項及び障害者総合支援法

第４条並びに児童福祉法第４条第２項に基づき、１８歳未満の障害児を含み、「身体障

害、知的障害、精神障害（発達障害、高次脳機能障害を含む）、難病及びその他の心身

の機能の障害がある者であって、障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会

生活に相当な制限を受ける状態にあるもの」とします。

さらに、社会的障壁の定義は、障害者基本法第２条第２項に基づき、「障害がある者

にとって日常生活又は社会生活を営む上で障壁となるような社会における事物、制度、

慣行、観念その他一切のもの」とします。

また、本計画においては、法律等に基づく用語等については「障害」と表記し、それ

以外の用語については、「障がい」と表記します。 第２章 壬生町の障がい者等の状況
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第２章 壬生町の障がい者等の状況

第２章 壬生町の障がい者等の状況

第１節 手帳所持者数の推移

１．身体障がい者

（１）－１ 年齢別身体障害者手帳所持者の推移

本町における身体障害者手帳所持者の人数は、令和５年４月１日現在で 人となってい

ます。

■年齢別身体障害者手帳所持者数の推移

（単位：人）

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

総人口

身体障害者手帳所持者合計

歳未満

歳以上

手帳所持者対総人口比率

※総人口：住民基本台帳
健康福祉課調べ（各年度４月１日現在）

■身体障害者手帳所持者数の推移

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

（人）
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第１節 手帳所持者数の推移

１．身体障がい者

（１）－１ 年齢別身体障害者手帳所持者の推移

本町における身体障害者手帳所持者の人数は、令和５年４月１日現在で 人となってい

ます。

■年齢別身体障害者手帳所持者数の推移

（単位：人）

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

総人口

身体障害者手帳所持者合計

歳未満

歳以上

手帳所持者対総人口比率

※総人口：住民基本台帳
健康福祉課調べ（各年度４月１日現在）

■身体障害者手帳所持者数の推移

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

（人）



（１）－２ 障がい種類別身体障害者手帳所持者の推移

身体障害者手帳所持者数の推移を障がいの種類別構成比でみると、「肢体不自由」が最も多い割

合を占めています。また、「内部障がい・その他」については、平成３０年度の３３．２％から令

和５年度は３６．３％となっており、増加傾向にあります。

■障がい種類別身体障害者手帳所持者数の推移

（単位：人）

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

身体障害者手帳所持者合計

視覚障がい

構成比

聴覚・平衡機能障がい

構成比

音声・言語・そしゃく
機能障がい

構成比

肢体不自由

構成比

内部障がい・その他

構成比

複合（障がいの重複）

構成比

健康福祉課調べ（各年度４月１日現在）

■障がい種類別身体障害者手帳所持者構成比の推移

平成 年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

視覚障がい 聴覚・平衡機能障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい 肢体不自由

内部障がい・その他 複合（障がいの重複）

第２章 壬生町の障がい者等の状況

（１）－３ 障がい程度別身体障害者手帳所持者の推移

等級別にみると、令和 年４月１日現在では、「１級」が 人（３１．６％）、次いで「４

級」が４０４人（２５．０％）となっています。

■障がい程度別身体障害者手帳所持者数の推移

（単位：人）

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
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３級
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４級
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５級

構成比

６級

構成比

健康福祉課調べ（各年度４月１日現在）

■障がい程度別身体障害者手帳所持者数の推移
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（１）－２ 障がい種類別身体障害者手帳所持者の推移

身体障害者手帳所持者数の推移を障がいの種類別構成比でみると、「肢体不自由」が最も多い割

合を占めています。また、「内部障がい・その他」については、平成３０年度の３３．２％から令

和５年度は３６．３％となっており、増加傾向にあります。

■障がい種類別身体障害者手帳所持者数の推移

（単位：人）
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第２章 壬生町の障がい者等の状況

（１）－３ 障がい程度別身体障害者手帳所持者の推移

等級別にみると、令和 年４月１日現在では、「１級」が 人（３１．６％）、次いで「４

級」が４０４人（２５．０％）となっています。

■障がい程度別身体障害者手帳所持者数の推移

（単位：人）
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構成比

健康福祉課調べ（各年度４月１日現在）

■障がい程度別身体障害者手帳所持者数の推移
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２．知的障がい者

療育手帳の所持者数は、令和５年４月１日現在で平成 年度から１６．７％増加して４５４

人となっています。

等級では「Ｂ２（軽度）」が１６３人で最も多く全体の３５．９％を占め、次いで「Ｂ１（中度）」

が１２８人（２８．２％）、「Ａ２（重度）」が１０８人（２３．８％）と続いており、特にＢ１、

Ｂ２の所持者は平成３０年度から５５人増加しています。

■障がい程度別療育手帳所持者の推移

（単位：人）

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

総人口

療育手帳所持者合計

重度

Ａ１（最重度）

Ａ２（重度）

Ａ（最重度・重度）

中程度

Ｂ１（中度）

Ｂ２（軽度）

Ｂ（中度・軽度）

手帳所持者対総人口比率
（％）

※総人口：住民基本台帳
健康福祉課調べ（各年度４月１日現在）

■程度別療育手帳所持者数の推移
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第２章 壬生町の障がい者等の状況

３．精神障がい者

精神障害者保健福祉手帳の所持者数は、令和５年４月１日現在で平成３０年度から５０．５％

増加して３１９人となり、特に「２級」の所持者は５９人増加しています。

等級別でも、２級所持者が 人と５９．９％を占めています。

■等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移

（単位：人）

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

総人口

精神障害者保健福祉手帳

所持者合計

１級（重度）

２級（中度）

３級（軽度）

手帳所持者対総人口比率
（％）

※総人口：住民基本台帳
健康福祉課調べ（各年度４月１日現在）

■等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移
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３．精神障がい者

精神障害者保健福祉手帳の所持者数は、令和５年４月１日現在で平成３０年度から５０．５％

増加して３１９人となり、特に「２級」の所持者は５９人増加しています。

等級別でも、２級所持者が 人と５９．９％を占めています。

■等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移

（単位：人）

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

総人口

精神障害者保健福祉手帳

所持者合計

１級（重度）

２級（中度）

３級（軽度）

手帳所持者対総人口比率
（％）

※総人口：住民基本台帳
健康福祉課調べ（各年度４月１日現在）

■等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移
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第２節 第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の目標値と実績

１．施設入所者の地域生活への移行

施設を退所して地域で生活を始めた方及び施設入所者の削減見込に関する目標数値・実績

（見込み）は、次のとおりです。

項目 目標数値 実績（見込み） 評価

【目標値】地域生活移行者数 ３人 人
第 期計画内での達成が

見込まれます。

【目標値】施設入所者数 ４８人 人
第 期計画内では未達成

の見込みです。

２．精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

目標は精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のため、保健・医療・福祉関係

者による協議の場を年１回以上の開催を実施することでした。

⇒壬生町の取組
壬生町自立支援協議会を協議の場として年１回以上実施しました。

３．地域生活支援拠点等が有する機能の充実

目標は年 回以上、壬生町自立支援協議会の場で地域生活支援拠点の運用状況を検証、検

討を実施することでした。

⇒壬生町の取組
壬生町自立支援協議会を協議の場として年１回以上運用状況を検証、検討を実施しました。

第２章 壬生町の障がい者等の状況

４．福祉施設から一般就労への移行

日中活動系障害福祉サービス利用者で企業などへ就労した方の目標数値・実績（見込み）

は、次のとおりです。

項目 目標数値 実績（見込み） 評価

【目標値】

一般就労移行者数
５人 人 第 期計画内での達成が見込まれます。

内
訳

就労移行支援事業利用者 ２人 人 第 期計画内での達成が見込まれます。

就労継続支援Ａ型利用者 ２人 人 第 期計画内での達成が見込まれます。

就労継続支援Ｂ型利用者 １人 人 第 期計画内での達成が見込まれます。

【目標値】

一般就労に移行する者のう

ち、就労定着支援事業利用者

７割 ２人（２割） 第 期計画内での達成は困難です。

【目標値】

就労定着率 割以上の

就労定着支援事業所

７割 割 第 期計画内での達成が見込まれます。

５．障がい児支援の提供体制の整備等

障がい児のライフステージに沿って地域の保健、医療、障がい福祉、保育、教育、就労支

援等の関係機関が連携を図り、切れ目のない一貫した支援を提供する体制整備が重要となり

ます。

①児童発達支援センターの設置及び障がい児の地域社会への参加・包容（インクルー
ジョン）の推進

第 期計画では、児童発達支援センターを町内又は県南障害保健福祉圏域内に少なくと

も カ所以上設置することでした。

⇒壬生町の取組
町内の設置を検討したところですが、令和 年度中には設置できない状況です。県南障

害保健福祉圏域内には、１カ所設置された状況です。

②重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業
所の確保

第２期計画内では、重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイ

サービス事業所を町内又は県南障害保健福祉圏域内に確保することでした。

⇒壬生町の取組
現在、事業所は数カ所確保できている状況ですが、さらなる確保に向けて取組を進めてい

きます。



第２節 第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の目標値と実績

１．施設入所者の地域生活への移行

施設を退所して地域で生活を始めた方及び施設入所者の削減見込に関する目標数値・実績

（見込み）は、次のとおりです。

項目 目標数値 実績（見込み） 評価

【目標値】地域生活移行者数 ３人 人
第 期計画内での達成が

見込まれます。

【目標値】施設入所者数 ４８人 人
第 期計画内では未達成

の見込みです。

２．精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

目標は精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のため、保健・医療・福祉関係

者による協議の場を年１回以上の開催を実施することでした。

⇒壬生町の取組
壬生町自立支援協議会を協議の場として年１回以上実施しました。

３．地域生活支援拠点等が有する機能の充実

目標は年 回以上、壬生町自立支援協議会の場で地域生活支援拠点の運用状況を検証、検

討を実施することでした。

⇒壬生町の取組
壬生町自立支援協議会を協議の場として年１回以上運用状況を検証、検討を実施しました。

第２章 壬生町の障がい者等の状況

４．福祉施設から一般就労への移行

日中活動系障害福祉サービス利用者で企業などへ就労した方の目標数値・実績（見込み）

は、次のとおりです。

項目 目標数値 実績（見込み） 評価

【目標値】

一般就労移行者数
５人 人 第 期計画内での達成が見込まれます。

内
訳

就労移行支援事業利用者 ２人 人 第 期計画内での達成が見込まれます。

就労継続支援Ａ型利用者 ２人 人 第 期計画内での達成が見込まれます。

就労継続支援Ｂ型利用者 １人 人 第 期計画内での達成が見込まれます。

【目標値】

一般就労に移行する者のう

ち、就労定着支援事業利用者

７割 ２人（２割） 第 期計画内での達成は困難です。

【目標値】

就労定着率 割以上の

就労定着支援事業所

７割 割 第 期計画内での達成が見込まれます。

５．障がい児支援の提供体制の整備等

障がい児のライフステージに沿って地域の保健、医療、障がい福祉、保育、教育、就労支

援等の関係機関が連携を図り、切れ目のない一貫した支援を提供する体制整備が重要となり

ます。

①児童発達支援センターの設置及び障がい児の地域社会への参加・包容（インクルー
ジョン）の推進

第 期計画では、児童発達支援センターを町内又は県南障害保健福祉圏域内に少なくと

も カ所以上設置することでした。

⇒壬生町の取組
町内の設置を検討したところですが、令和 年度中には設置できない状況です。県南障

害保健福祉圏域内には、１カ所設置された状況です。

②重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業
所の確保

第２期計画内では、重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイ

サービス事業所を町内又は県南障害保健福祉圏域内に確保することでした。

⇒壬生町の取組
現在、事業所は数カ所確保できている状況ですが、さらなる確保に向けて取組を進めてい

きます。



③医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置及びコーディネーターの配置

第２期計画内では壬生町自立支援協議会を活用した医療的ケア児支援及び医療的ケア児

に関する協議を年 回以上実施及びコーディネーターの配置をすることでした。

⇒壬生町の取組
壬生町自立支援協議会を協議の場として年１回以上実施し、町内にコーディネーターが

配置された状況です。

６．相談支援体制の充実・強化等

相談支援体制の充実・強化の取組の中核となる基幹相談支援センターの設置が進む中、

計画相談支援の対象者を、原則障害福祉サービスを対象とするすべての利用者へ拡大した

ことに伴い、事業所を援助し相談支援体制のさらなる充実に向けた取組が求められていま

す。

⇒壬生町の取組
計画期間内で自立支援協議会等において関係機関との連携を図ってきたところです。令和

年度末までに相談支援体制のさらなる強化を図っていきます。

第２章 壬生町の障がい者等の状況

第３節 第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の実施状況

第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画期間中の障害福祉サービスの利用状況は以下の

とおりとなっています。

１．訪問系サービス

居宅介護
重度訪問介護
行動援護
重度障害者
等包括支援
同行援護

単 位
第６期計画値 実績値 達成率

評価
３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度 ４年度

利用時間
時間／月

％ ◎

利用人数
人／月

％ ○

２．日中活動系サービス

単 位
第６期計画値 実績値 達成率

評価
３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度 ４年度

生活介護

利用日数
人日／月 ％ ○

利用人数
人／月 ％ ○

自立訓練

（機能訓練）

利用日数
人日／月 ％ △

利用人数
人／月 ％ △

自立訓練

（生活訓練）

利用日数
人日／月 ％ □

利用人数
人／月 ％ ○

宿泊型自立訓練 利用人数
人／月 ％ ◎

就労移行支援

利用日数
人日／月 ％ □

利用人数
人／月 ％ ○

就労継続支援

（Ａ型）

利用日数
人日／月 ％ ○

利用人数
人／月 ％ ○

就労継続支援

（Ｂ型）

利用日数
人日／月 ％ ○

利用人数
人／月 ％ ○

就労定着支援 利用人数
人／月 ％ □

療養介護

利用日数
人日／月 ％ ○

利用人数
人／月 ％ ○

短期入所

ショートステイ

利用日数
人日／月 ％ □

利用人数
人／月 ％ □

※評価：◎印（ ％以上）、○印（ ％以上 ％未満）、□印（ ％以上 ％未満）、△印（ ％未満）



③医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置及びコーディネーターの配置

第２期計画内では壬生町自立支援協議会を活用した医療的ケア児支援及び医療的ケア児

に関する協議を年 回以上実施及びコーディネーターの配置をすることでした。

⇒壬生町の取組
壬生町自立支援協議会を協議の場として年１回以上実施し、町内にコーディネーターが

配置された状況です。

６．相談支援体制の充実・強化等

相談支援体制の充実・強化の取組の中核となる基幹相談支援センターの設置が進む中、

計画相談支援の対象者を、原則障害福祉サービスを対象とするすべての利用者へ拡大した

ことに伴い、事業所を援助し相談支援体制のさらなる充実に向けた取組が求められていま

す。

⇒壬生町の取組
計画期間内で自立支援協議会等において関係機関との連携を図ってきたところです。令和

年度末までに相談支援体制のさらなる強化を図っていきます。

第２章 壬生町の障がい者等の状況

第３節 第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の実施状況

第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画期間中の障害福祉サービスの利用状況は以下の

とおりとなっています。

１．訪問系サービス

居宅介護
重度訪問介護
行動援護
重度障害者
等包括支援
同行援護

単 位
第６期計画値 実績値 達成率

評価
３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度 ４年度

利用時間
時間／月

％ ◎

利用人数
人／月

％ ○

２．日中活動系サービス

単 位
第６期計画値 実績値 達成率

評価
３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度 ４年度

生活介護

利用日数
人日／月 ％ ○

利用人数
人／月 ％ ○

自立訓練

（機能訓練）

利用日数
人日／月 ％ △

利用人数
人／月 ％ △

自立訓練

（生活訓練）

利用日数
人日／月 ％ □

利用人数
人／月 ％ ○

宿泊型自立訓練 利用人数
人／月 ％ ◎

就労移行支援

利用日数
人日／月 ％ □

利用人数
人／月 ％ ○

就労継続支援

（Ａ型）

利用日数
人日／月 ％ ○

利用人数
人／月 ％ ○

就労継続支援

（Ｂ型）

利用日数
人日／月 ％ ○

利用人数
人／月 ％ ○

就労定着支援 利用人数
人／月 ％ □

療養介護

利用日数
人日／月 ％ ○

利用人数
人／月 ％ ○

短期入所

ショートステイ

利用日数
人日／月 ％ □

利用人数
人／月 ％ □

※評価：◎印（ ％以上）、○印（ ％以上 ％未満）、□印（ ％以上 ％未満）、△印（ ％未満）



３．居住系サービス

単 位
第６期計画値 実績値 達成率

評価
３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度 ４年度

自立生活援助
利用人数

人／月
％ △

共同生活援助

グループホーム

利用人数

人／月
％ ○

施設入所支援
利用人数

人／月
％ ○

４．計画相談支援等

単 位
第６期計画値 実績値 達成率

評価
３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度 ４年度

計画相談支援
利用人数

人／月
％ ○

地域移行支援
利用人数

人／月
％ △

地域定着支援
利用人数

人／月
％ △

※評価：◎印（ ％以上）、○印（ ％以上 ％未満）、□印（ ％以上 ％未満）、△印（ ％未満）

第２章 壬生町の障がい者等の状況

５．地域生活支援事業

単 位

第６期計画値 実績値

３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度
年度

（見込）

相談支援事業 実施 実施 実施 実施 実施 実施

基幹相談支援

センターの設置
検討 検討 実施 検討 検討 未実施

理解促進研修

・啓発事業
実施 実施 実施 実施 実施 実施

自発的活動支援

事業
実施 実施 実施 実施 実施 実施

成年後見制度利

用支援事業

利用人数
人／年

２

成年後見制度

法人後見支援

事業

検討 検討 実施 検討 検討 未実施

意思疎通

支援事業

利用時間
人／月

手話通訳者設
置 検討 検討 実施 検討 検討 未実施

日常生活用具給

付等事業

（給付件数）

介護・訓練
支援用具
自立生活
支援用具
在宅療養等
支援用具
情報・意思
疎通支援用具
排泄管理
支援用具

住宅改修費

移動支援事業

事業所数

利用人数
人／月
利用時間
時間／月

地域活動支援

センター事業

事業所数

利用者数

福祉ホーム

事業

利用人数
人／年

訪問入浴
サービス事業

利用人数
人／月



３．居住系サービス

単 位
第６期計画値 実績値 達成率

評価
３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度 ４年度

自立生活援助
利用人数

人／月
％ △

共同生活援助

グループホーム

利用人数

人／月
％ ○

施設入所支援
利用人数

人／月
％ ○

４．計画相談支援等

単 位
第６期計画値 実績値 達成率

評価
３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度 ４年度

計画相談支援
利用人数

人／月
％ ○

地域移行支援
利用人数

人／月
％ △

地域定着支援
利用人数

人／月
％ △

※評価：◎印（ ％以上）、○印（ ％以上 ％未満）、□印（ ％以上 ％未満）、△印（ ％未満）

第２章 壬生町の障がい者等の状況

５．地域生活支援事業

単 位

第６期計画値 実績値

３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度
年度

（見込）

相談支援事業 実施 実施 実施 実施 実施 実施

基幹相談支援

センターの設置
検討 検討 実施 検討 検討 未実施

理解促進研修

・啓発事業
実施 実施 実施 実施 実施 実施

自発的活動支援

事業
実施 実施 実施 実施 実施 実施

成年後見制度利

用支援事業

利用人数
人／年

２

成年後見制度

法人後見支援

事業

検討 検討 実施 検討 検討 未実施

意思疎通

支援事業

利用時間
人／月

手話通訳者設
置 検討 検討 実施 検討 検討 未実施

日常生活用具給

付等事業

（給付件数）

介護・訓練
支援用具
自立生活
支援用具
在宅療養等
支援用具
情報・意思
疎通支援用具
排泄管理
支援用具

住宅改修費

移動支援事業

事業所数

利用人数
人／月
利用時間
時間／月

地域活動支援

センター事業

事業所数

利用者数

福祉ホーム

事業

利用人数
人／年

訪問入浴
サービス事業

利用人数
人／月



単 位

第６期計画値 実績値

３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度
年度

（見込）

日中一時支
援事業

利用人数
人／月

自動車運転
免許取得費
及び自動車
改造費給付
事業

利用人数
人／年

６．障害児支援

単 位
第６期計画値 実績値 達成率

評価
３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度 ４年度

障がい児

通所支援

①児童発達

支援

利用日数

人日 月
％ ○

利用人数

（人 月）
％ ○

②医療型児童

発達支援

利用日数

人日 月
％ △

利用人数

（人 月）
％ △

③放課後等

デイサービス

利用日数

人日 月
％ ◎

利用人数

（人 月）
％ ◎

④保育所等

訪問支援

利用日数

人日 月
％ ○

利用人数

（人 月）
％ □

⑤居宅訪問型

児童発達

支援

利用日数

人日 月
％ △

利用人数

（人 月）
％ ○

障害児相談

支援

利用人数

人／月
％ ○

※評価：◎印（ ％以上）、○印（ ％以上 ％未満）、□印（ ％以上 ％未満）、△印（ ％未満）

第３章 計画の基本理念と施策体系

【障がい者基本計画】



単 位

第６期計画値 実績値

３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度
年度

（見込）

日中一時支
援事業

利用人数
人／月

自動車運転
免許取得費
及び自動車
改造費給付
事業

利用人数
人／年

６．障害児支援

単 位
第６期計画値 実績値 達成率

評価
３年度 ４年度 ５年度 ３年度 ４年度 ４年度

障がい児

通所支援

①児童発達

支援

利用日数

人日 月
％ ○

利用人数

（人 月）
％ ○

②医療型児童

発達支援

利用日数

人日 月
％ △

利用人数

（人 月）
％ △

③放課後等

デイサービス

利用日数

人日 月
％ ◎

利用人数

（人 月）
％ ◎

④保育所等

訪問支援

利用日数

人日 月
％ ○

利用人数

（人 月）
％ □

⑤居宅訪問型

児童発達

支援

利用日数

人日 月
％ △

利用人数

（人 月）
％ ○

障害児相談

支援

利用人数

人／月
％ ○

※評価：◎印（ ％以上）、○印（ ％以上 ％未満）、□印（ ％以上 ％未満）、△印（ ％未満）

第３章 計画の基本理念と施策体系

【障がい者基本計画】



第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

第１節 計画の基本理念

障がいのある方が、その障がいを理由に制限を受けることなく生活することは障がい

者施策の重要な課題であります。

本町においても、全ての町民が、障がいの有無にかかわらず、等しく基本的人権を享

有するかけがえのない個人として尊重されるものであるという理念にのっとり、「全て

の町民が、障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し

合いながら、共に暮らし共に参加する『福祉』のまちづくり」を目指して施策を推進し

てきました。

今後においても、障がいのある方が、個性や能力を十分に発揮して地域で生活を送る

ことができるよう支援するとともに、障がい者の自立及び社会参加などに積極的に取り

組める環境づくりを推進します。

以上の障がいの有無にかかわらず、誰もが住み慣れた地域で安全に安心して生活を送

ることができるよう、共に支え合って暮らす共生社会づくりを目指していくことから、

を計画の基本理念とします。

基本理念

共に生き、共に支え合う地域共生社会の実現
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第１節 計画の基本理念

障がいのある方が、その障がいを理由に制限を受けることなく生活することは障がい

者施策の重要な課題であります。

本町においても、全ての町民が、障がいの有無にかかわらず、等しく基本的人権を享

有するかけがえのない個人として尊重されるものであるという理念にのっとり、「全て

の町民が、障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し

合いながら、共に暮らし共に参加する『福祉』のまちづくり」を目指して施策を推進し

てきました。

今後においても、障がいのある方が、個性や能力を十分に発揮して地域で生活を送る

ことができるよう支援するとともに、障がい者の自立及び社会参加などに積極的に取り

組める環境づくりを推進します。

以上の障がいの有無にかかわらず、誰もが住み慣れた地域で安全に安心して生活を送

ることができるよう、共に支え合って暮らす共生社会づくりを目指していくことから、

を計画の基本理念とします。

基本理念

共に生き、共に支え合う地域共生社会の実現



第２節 施策の体系

１ 障がいのある方への理解の促進

２ 差別の解消と権利擁護の推進

１ 日常生活を支えるサービス基盤の確保

２ 地域の中での多様な暮らし方の支援

１ 一次予防の推進と障がいの早期発見

２ 地域医療・リハビリテーションの充実

２ 学校教育体制の充実

１ 安全・安心な生活環境の整備

共生社会実現の
推進

１ 社会参加・地域交流の促進

２ 雇用の促進と就労の支援

共
に
生
き
、
共
に
支
え
合
う
地
域
共
生
社
会
の
実
現

３ 情報提供の充実

２ 防災・防犯体制の推進

基本理念 基本目標 施策の方向

１

生活支援サービス
の充実

２

保健・医療サービ
スの充実

３

障がい児福祉と
教育の充実

４

安全・安心な
まちづくりの推進

６

地域社会への参加
と自立の推進

５

１ 療育体制の充実

３ 福祉人材の確保・育成・定着

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

基本目標１   共生社会実現の推進

障がいのある方と障がいのない方が、障がいの有無にとらわれることなく、お互いに人

格と個性を尊重し合いながら共生する社会を実現するためには、町民一人ひとりが障がい

のある方にとって日常生活や社会生活を営む上で制約となっている社会的障壁を十分に

理解することが必要です。

（１）障がいのある方への理解の促進

■課 題

・障がいのある方に対する理解促進のための啓発活動を行っていますが、障がい者向けア

ンケート調査では、「障がい者の就労支援の必要なことについて」は、「職場の障がい者

理解」の回答が４割を超え、周囲の理解が重要であり、引き続き啓発活動等に取り組む

必要があります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

啓発活動の推進

様々な障がいやその特性、障がいのある

方について、広く町民への知識と理解の普

及に努めます。

○障害者基本法に基づく「障害者週間」

や「精神保健福祉普及運動週間」を通

じての町広報やホームページ等を活用

した障がいについての普及啓発

○ふくしまつりなど各種イベントを利

用した啓発活動

②

福祉教育の推進

学校や地域における様々な交流を通し

て、障がいについて理解を深めるよう努め

ます。

○学校や家庭教育における福祉に関する

教育の推進

○地域における障がいや障がいのある方

に関する普及啓発



第２節 施策の体系

１ 障がいのある方への理解の促進

２ 差別の解消と権利擁護の推進

１ 日常生活を支えるサービス基盤の確保

２ 地域の中での多様な暮らし方の支援

１ 一次予防の推進と障がいの早期発見

２ 地域医療・リハビリテーションの充実

２ 学校教育体制の充実

１ 安全・安心な生活環境の整備

共生社会実現の
推進

１ 社会参加・地域交流の促進

２ 雇用の促進と就労の支援

共
に
生
き
、
共
に
支
え
合
う
地
域
共
生
社
会
の
実
現

３ 情報提供の充実

２ 防災・防犯体制の推進

基本理念 基本目標 施策の方向

１

生活支援サービス
の充実

２

保健・医療サービ
スの充実

３

障がい児福祉と
教育の充実

４

安全・安心な
まちづくりの推進

６

地域社会への参加
と自立の推進

５

１ 療育体制の充実

３ 福祉人材の確保・育成・定着

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

基本目標１   共生社会実現の推進

障がいのある方と障がいのない方が、障がいの有無にとらわれることなく、お互いに人

格と個性を尊重し合いながら共生する社会を実現するためには、町民一人ひとりが障がい

のある方にとって日常生活や社会生活を営む上で制約となっている社会的障壁を十分に

理解することが必要です。

（１）障がいのある方への理解の促進

■課 題

・障がいのある方に対する理解促進のための啓発活動を行っていますが、障がい者向けア

ンケート調査では、「障がい者の就労支援の必要なことについて」は、「職場の障がい者

理解」の回答が４割を超え、周囲の理解が重要であり、引き続き啓発活動等に取り組む

必要があります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

啓発活動の推進

様々な障がいやその特性、障がいのある

方について、広く町民への知識と理解の普

及に努めます。

○障害者基本法に基づく「障害者週間」

や「精神保健福祉普及運動週間」を通

じての町広報やホームページ等を活用

した障がいについての普及啓発

○ふくしまつりなど各種イベントを利

用した啓発活動

②

福祉教育の推進

学校や地域における様々な交流を通し

て、障がいについて理解を深めるよう努め

ます。

○学校や家庭教育における福祉に関する

教育の推進

○地域における障がいや障がいのある方

に関する普及啓発



（２）差別の解消と権利擁護の推進

■課 題

・障がい者向けアンケート調査では、「差別を感じた経験について」は、 ％の方が「あ

る」、「少しある」と回答しています。

・「成年後見人制度」については「名前も内容も知っている」との回答は ％でした。

・今後も障がいを理由とした差別の解消と権利擁護などの支援を目的とした相談活動、普

及・啓発活動等の取り組みを続けていく必要があります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

障がいを理由とする差別の解消の推進

障がいのある方に対する社会の偏見や

差別などの社会的障壁が取り除かれるよ

うに差別解消を推進します。

○障害者差別解消法等の周知啓発

○障害者差別解消法に基づく合理的配慮

の実施

○壬生町差別解消地域協議会の活用

②

障がいのある方の権利擁護

成年後見制度を支援が必要な方が安心

して生活を送ることができるよう、本人の

権利を守る制度として「障がい者基本計

画」に成年後見制度利用促進の基本的な指

針を掲げ、他の個別計画との連携・調整を

図っていきます。

成年後見制度の利用を必要とする方（障

がい者、高齢者等）に対して、市町村が地

域連携ネットワークを構築し早期に相談

できるよう「中核機関」の整備に今後取り

組み、支援体制を整備します。

【中核機関の４つの機能】

「広報機能」「相談機能」「成年後見制度

利用促進」「後見人支援機能」

③

障がい者虐待防止のためのネットワーク強化の推進

障がい者の虐待に対して、日頃からネッ

トワーク体制や緊急時の連絡体制を整備

し、地域における障がい者虐待防止ネット

ワークの強化を推進します。

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

④

障がい者虐待の未然防止や早期発見、迅速な対応、その後の適切な支援

「障害者虐待防止センター」が通報・届

出窓口となり、自立支援協議会や関係機関

と連携し、障がい者に対する虐待の未然防

止や早期発見、迅速な対応、その後の支援

を行います。

基本目標２   生活支援サービスの充実

障がいのある方が住み慣れた地域で暮らしていくためには、生活での支援が必要となり

ます。本町では障害福祉サービスや地域生活支援事業など福祉サービスの提供を実施して

います。

また、地域生活支援拠点等を活用しながら地域全体で支えるサービス提供体制の構築を

進めています。

（１）日常生活を支えるサービス基盤の確保

■課 題

＜障害福祉サービス等の支援について＞
・障がいのある方の地域生活を支援するため、障害福祉サービスや地域生活支援事業等を

実施していますが、障がい者向けアンケート調査では、相談相手として「サービス事業

所」や「障がい者団体」、「家族会」、「行政機関」の回答率は でした。

・一方で相談支援サービスの利用を希望する回答は多くあり、必要なサービスにつなげら

れる相談体制の充実が求められています。

・また、高齢化など多様化する障がい者のニーズに対応できるようサービス事業所の質の

向上も必要となっています。

＜外出支援について＞
・自立生活及び社会参加のためには外出しやすい環境が重要と考え、本町では各種外出支

援事業を実施しています。障がい者向けアンケート調査では、「公共交通機関が少ない

（ない）」や「道路や駅に階段や段差が多い」、「外出にお金がかかる」などの回答が多

く、外出支援の周知・継続が必要となっています。



（２）差別の解消と権利擁護の推進

■課 題
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・「成年後見人制度」については「名前も内容も知っている」との回答は ％でした。

・今後も障がいを理由とした差別の解消と権利擁護などの支援を目的とした相談活動、普

及・啓発活動等の取り組みを続けていく必要があります。

№
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障がいのある方に対する社会の偏見や

差別などの社会的障壁が取り除かれるよ

うに差別解消を推進します。

○障害者差別解消法等の周知啓発

○障害者差別解消法に基づく合理的配慮

の実施

○壬生町差別解消地域協議会の活用

②

障がいのある方の権利擁護

成年後見制度を支援が必要な方が安心

して生活を送ることができるよう、本人の

権利を守る制度として「障がい者基本計

画」に成年後見制度利用促進の基本的な指

針を掲げ、他の個別計画との連携・調整を

図っていきます。

成年後見制度の利用を必要とする方（障

がい者、高齢者等）に対して、市町村が地

域連携ネットワークを構築し早期に相談

できるよう「中核機関」の整備に今後取り

組み、支援体制を整備します。

【中核機関の４つの機能】

「広報機能」「相談機能」「成年後見制度

利用促進」「後見人支援機能」

③

障がい者虐待防止のためのネットワーク強化の推進

障がい者の虐待に対して、日頃からネッ

トワーク体制や緊急時の連絡体制を整備

し、地域における障がい者虐待防止ネット

ワークの強化を推進します。

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

④

障がい者虐待の未然防止や早期発見、迅速な対応、その後の適切な支援

「障害者虐待防止センター」が通報・届

出窓口となり、自立支援協議会や関係機関

と連携し、障がい者に対する虐待の未然防

止や早期発見、迅速な対応、その後の支援

を行います。

基本目標２   生活支援サービスの充実

障がいのある方が住み慣れた地域で暮らしていくためには、生活での支援が必要となり

ます。本町では障害福祉サービスや地域生活支援事業など福祉サービスの提供を実施して

います。

また、地域生活支援拠点等を活用しながら地域全体で支えるサービス提供体制の構築を

進めています。

（１）日常生活を支えるサービス基盤の確保

■課 題

＜障害福祉サービス等の支援について＞
・障がいのある方の地域生活を支援するため、障害福祉サービスや地域生活支援事業等を

実施していますが、障がい者向けアンケート調査では、相談相手として「サービス事業

所」や「障がい者団体」、「家族会」、「行政機関」の回答率は でした。

・一方で相談支援サービスの利用を希望する回答は多くあり、必要なサービスにつなげら

れる相談体制の充実が求められています。

・また、高齢化など多様化する障がい者のニーズに対応できるようサービス事業所の質の

向上も必要となっています。

＜外出支援について＞
・自立生活及び社会参加のためには外出しやすい環境が重要と考え、本町では各種外出支

援事業を実施しています。障がい者向けアンケート調査では、「公共交通機関が少ない

（ない）」や「道路や駅に階段や段差が多い」、「外出にお金がかかる」などの回答が多

く、外出支援の周知・継続が必要となっています。



＜経済的支援について＞
・障がい者向けアンケート調査では、希望する暮らしを送るために「経済的な負担の軽減」

を求める回答が多くありました。

・経済的負担の軽減を図るため、手当、見舞金等の各種福祉制度の周知や申請への援助な

どが必要となります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

障害福祉サービスの充実

地域における障がいのある方の自立し

た生活を支えるとともに、家族等の介護負

担を軽減するため、障害福祉サービスの提

供に努めます。

○障害福祉サービスの充実

○地域生活支援事業の実施

○地域包括支援センターなど介護保険サ

ービスとの連携強化

②

交通・移動対策の充実

障がいのある方の社会参加を促進する

ため、外出支援制度の周知を図ります。

○移動支援事業、交通費助成事業、タク
シー料金助成制度
○デマンドタクシーみぶまる、町コミュ
ニティバスみぶーぶ 町内循環線 、ゆ
うがおバス 獨協医大病院～石橋駅 の
制度等の周知

③

各種手当の支給

経済的負担の軽減を図るため、障がいの

ある方やその家族に対して支援を行いま

す。

○難病患者等福祉手当、重度心身障害児
扶養手当等の支給
○特別障害者手当及び特別児童福祉手
当、障害年金制度など各種制度の周知
や申請時の支援

④

相談支援事業所等との連携

障がいのある方やその家族が地域で安

心して生活していけるよう、相談しやすい

体制の構築を図ります。

○委託相談支援事業所の活用

○地域包括ケアシステムの推進

⑤

相談員・民生委員による情報提供

地域の身近な相談窓口からの適切なサ

ービス利用への連携に努めます。

○身体障害者相談員、知的障害者相談員

や民生委員・児童委員との連携強化

⑥

自立支援協議会の活性化

地域における障がい福祉に関する関係

者による連携及び支援の体制に関する協

議を行うため、自立支援協議会の活性化を

図ります。

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

（２）地域の中での多様な暮らし方の支援

■課 題

・施設入所者の地域移行については、第６期障がい福祉計画期間内では地域生活へ移行し

た入所者は見込みより少ない結果となり、障がい者向けアンケート調査では、施設入所・

病院入院の方から将来の暮らし方の希望として「一般の住宅で一人暮らしをしたい」と

の回答は少ない結果となっています。また、地域で生活するに当たっての必要な支援と

して「障がい者に適した住宅の確保」と回答があり、バリアフリー住宅の推進やグルー

プホーム等の整備など住環境の支援も必要となります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

地域で暮らせるよう自立支援体制の充実

入所施設から安心して地域生活に移行

できるよう、障がいのある方の地域生活の

場の確保に努めます。

○自立生活援助を活用した地域移行・定

着の推進

○共同生活援助（グループホーム）の整

備の促進に向けての情報提供

②

障がいのある方に配慮した住宅等の普及

障がいのある方に配慮した設備のある

住宅や用具等の普及に努めます。

○住宅のバリアフリー化やユニバーサル

デザイン化の普及啓発

○日常生活用具給付等事業

③

精神障がい者への支援

精神障がい者が安心して社会生活を送

れるよう、環境整備するとともに、精神疾

患に対する町民への理解促進に努めます。

また、精神科医療機関に通院している方

が、早期に社会参加・社会復帰できるよう

医療機関等と連携をとり、個々の状態に応

じたきめ細やかな支援ができるよう努め

ます。

○住宅のバリアフリー化やユニバーサル

デザイン化の普及啓発

○日常生活用具給付等事業



＜経済的支援について＞
・障がい者向けアンケート調査では、希望する暮らしを送るために「経済的な負担の軽減」

を求める回答が多くありました。

・経済的負担の軽減を図るため、手当、見舞金等の各種福祉制度の周知や申請への援助な

どが必要となります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

障害福祉サービスの充実

地域における障がいのある方の自立し

た生活を支えるとともに、家族等の介護負

担を軽減するため、障害福祉サービスの提

供に努めます。

○障害福祉サービスの充実

○地域生活支援事業の実施

○地域包括支援センターなど介護保険サ

ービスとの連携強化

②

交通・移動対策の充実

障がいのある方の社会参加を促進する

ため、外出支援制度の周知を図ります。

○移動支援事業、交通費助成事業、タク
シー料金助成制度
○デマンドタクシーみぶまる、町コミュ
ニティバスみぶーぶ 町内循環線 、ゆ
うがおバス 獨協医大病院～石橋駅 の
制度等の周知

③

各種手当の支給

経済的負担の軽減を図るため、障がいの

ある方やその家族に対して支援を行いま

す。

○難病患者等福祉手当、重度心身障害児
扶養手当等の支給
○特別障害者手当及び特別児童福祉手
当、障害年金制度など各種制度の周知
や申請時の支援

④

相談支援事業所等との連携

障がいのある方やその家族が地域で安

心して生活していけるよう、相談しやすい

体制の構築を図ります。

○委託相談支援事業所の活用

○地域包括ケアシステムの推進

⑤

相談員・民生委員による情報提供

地域の身近な相談窓口からの適切なサ

ービス利用への連携に努めます。

○身体障害者相談員、知的障害者相談員

や民生委員・児童委員との連携強化

⑥

自立支援協議会の活性化

地域における障がい福祉に関する関係

者による連携及び支援の体制に関する協

議を行うため、自立支援協議会の活性化を

図ります。

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

（２）地域の中での多様な暮らし方の支援

■課 題

・施設入所者の地域移行については、第６期障がい福祉計画期間内では地域生活へ移行し

た入所者は見込みより少ない結果となり、障がい者向けアンケート調査では、施設入所・

病院入院の方から将来の暮らし方の希望として「一般の住宅で一人暮らしをしたい」と

の回答は少ない結果となっています。また、地域で生活するに当たっての必要な支援と

して「障がい者に適した住宅の確保」と回答があり、バリアフリー住宅の推進やグルー

プホーム等の整備など住環境の支援も必要となります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

地域で暮らせるよう自立支援体制の充実

入所施設から安心して地域生活に移行

できるよう、障がいのある方の地域生活の

場の確保に努めます。

○自立生活援助を活用した地域移行・定

着の推進

○共同生活援助（グループホーム）の整

備の促進に向けての情報提供

②

障がいのある方に配慮した住宅等の普及

障がいのある方に配慮した設備のある

住宅や用具等の普及に努めます。

○住宅のバリアフリー化やユニバーサル

デザイン化の普及啓発

○日常生活用具給付等事業

③

精神障がい者への支援

精神障がい者が安心して社会生活を送

れるよう、環境整備するとともに、精神疾

患に対する町民への理解促進に努めます。

また、精神科医療機関に通院している方

が、早期に社会参加・社会復帰できるよう

医療機関等と連携をとり、個々の状態に応

じたきめ細やかな支援ができるよう努め

ます。

○住宅のバリアフリー化やユニバーサル

デザイン化の普及啓発

○日常生活用具給付等事業



（３）情報提供の充実

■課 題

・障害福祉サービス等の情報源としては、「新聞やテレビ等のニュース」、「家族や親せき、

友人、知人」と並び「行政機関の広報誌」との回答が多くありました。町のホームペー

ジや広報誌などの情報提供における、障がい者利用への配慮が求められています。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

情報アクセシビリティ・コミュニケーション支援

障がいのある方が必要な福祉サービス

や制度を利用することができるよう、サー

ビスの情報提供に努めます。

○各種広報手段の活用や制度案内のパン

フレット等の作成

○点字、手話やコミュニケーション支援

ボード、タブレットを使用した支援な

ど、視聴覚障がい者へ配慮した情報提

供

○意思疎通支援事業

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

基本目標３   保健・医療サービスの充実

いつまでも健康で快適に過ごすためにも、障がいの原因となる疾病（生活習慣病など）

の予防並びに早期発見、早期療育の重要性が近年高まっています。障がいの重度化・重

複化の予防のためにも、医療や医学的リハビリテーションの充実を行っています。

（１）一次予防の推進と障がいの早期発見

■課 題

・町民が安心して健康診査等や健康相談等を受けられるように、本町では医療機関と連携

をしながら検診等に取り組んでいます。また、障がいの早期発見のためにも今後も検診

や診療を受けやすい環境づくりを進める必要があります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

障がいの発生予防

町民一人ひとりが自らの健康増進を図

るとともに、日頃から一次予防や疾病によ

る障がいの未然防止に努めます。

○健康診査やがん検診等の各種検診の

実施

○健康教育や健康相談等の充実

○難病に関する広報

②

障がいの早期発見・早期療育

障がいの早期発見のため、母子保健事業

の充実を図るとともに、保育園や幼稚園、

認定こども園、医療機関等をはじめとする

関係機関との連携強化に努めます。

○母子健康診査の実施（妊婦健康診査、

乳幼児健康診査等）

○早期発見や適切な療育が受けられるよ

う関係機関等との連携強化



（３）情報提供の充実

■課 題

・障害福祉サービス等の情報源としては、「新聞やテレビ等のニュース」、「家族や親せき、

友人、知人」と並び「行政機関の広報誌」との回答が多くありました。町のホームペー

ジや広報誌などの情報提供における、障がい者利用への配慮が求められています。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

情報アクセシビリティ・コミュニケーション支援

障がいのある方が必要な福祉サービス

や制度を利用することができるよう、サー

ビスの情報提供に努めます。

○各種広報手段の活用や制度案内のパン

フレット等の作成

○点字、手話やコミュニケーション支援

ボード、タブレットを使用した支援な

ど、視聴覚障がい者へ配慮した情報提

供

○意思疎通支援事業

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

基本目標３   保健・医療サービスの充実

いつまでも健康で快適に過ごすためにも、障がいの原因となる疾病（生活習慣病など）

の予防並びに早期発見、早期療育の重要性が近年高まっています。障がいの重度化・重

複化の予防のためにも、医療や医学的リハビリテーションの充実を行っています。

（１）一次予防の推進と障がいの早期発見

■課 題

・町民が安心して健康診査等や健康相談等を受けられるように、本町では医療機関と連携

をしながら検診等に取り組んでいます。また、障がいの早期発見のためにも今後も検診

や診療を受けやすい環境づくりを進める必要があります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

障がいの発生予防

町民一人ひとりが自らの健康増進を図

るとともに、日頃から一次予防や疾病によ

る障がいの未然防止に努めます。

○健康診査やがん検診等の各種検診の

実施

○健康教育や健康相談等の充実

○難病に関する広報

②

障がいの早期発見・早期療育

障がいの早期発見のため、母子保健事業

の充実を図るとともに、保育園や幼稚園、

認定こども園、医療機関等をはじめとする

関係機関との連携強化に努めます。

○母子健康診査の実施（妊婦健康診査、

乳幼児健康診査等）

○早期発見や適切な療育が受けられるよ

う関係機関等との連携強化



（２）地域医療・リハビリテーションの充実

■課 題

・障がい者向けアンケート調査では、困ったときの相談相手としては「かかりつけの医師

や看護師」との回答が「家族や親せき」に次いで多くあり、相談支援においても医療関

係者の重要性が高いことが伺えます。このため、医療・保健・福祉の連携した地域医療

の推進が望まれています。

・自立した日常生活を送るためには、地域で適切なリハビリテーションが提供されること

は重要であり、医療機関や障がい福祉サービス事業所と連携をしながらリハビリテーシ

ョンの充実を図る必要があります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

診療を受けやすい環境づくり

医療機関等と連携して、障がいのある方

が診療を受けやすい環境づくりに努めま

す。また、医療費助成制度の周知を図り、

利用の促進に努めます。

○自立支援医療（更生医療・育成医療・

精神通院医療）

○重度心身障害者医療費助成制度

②

リハビリテーションの充実

日常生活の中におけるリハビリテーシ

ョンを提供する場の確保に努めます。

○医療機関及び福祉サービスを利用した

リハビリテーションの実施

基本目標４   障がい児福祉と教育の充実

ニーズの多様化が進む障がい児支援では、要望に対応できるよう相談・支援体制の充

実を図っています。また、教育については、障がいの有無に関わらず教育を受けられる

体制づくりを進めています。

（１）療育体制の充実

■課 題

・障がい児支援については、障害者総合支援法及び児童福祉法の一部改正により、ニーズ

の多様化に対するきめ細やかな支援が求められています。本町では療育体制の充実に取

り組んでいますが、障がい者向けアンケート調査では「費用などの経済的な負担」、「通

園・通学生活での本人の成長」、「他の児童・生徒の理解と配慮」、「通園・通学の送迎」、

「教職員の指導の仕方」など求める支援はライフステージに応じて多方面にわたってい

ます。このため、障がい児及び保護者への相談・支援体制の更なる充実が求められてい

ます。

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

療育支援体制の推進

障がいのある子どもとその保護者が適

切なサービスを利用できるよう、療育支援

体制の強化に努めます。

○障害児相談支援

○障害児通所支援（児童発達支援、放課

後等デイサービス等）

○発達支援児への適切な保育（発達支援

児保育事業）

②

情報提供・広報啓発活動の推進

障がいのある子どもがその障がいの特

性に合ったサービスを利用できるよう、医

療・保健・福祉サービスに関する情報提供

等に努めます。

○保育園、幼稚園、認定こども園や子育

て支援センターからの情報提供及び広

報啓発活動

○保健師や相談支援事業所等の連携によ

る情報提供や相談支援

③

障がい児保育に係る人材の資質向上

障がいのある子どもの受け入れ体制や

保育に携わる人材の資質向上に努めます。

○保育士等の各種研修会や講演会への

参加

④

障がい児支援の充実

療育や就学等の相談、指導については関

係機関が連携し、相談体制を充実させ、障

がい児やその家族のニーズにあった支援

を行っていきます。

⑤

障がい児保育に係る人材の資質向上

保健、医療、教育等の各関係機関が連携

を図り、医療的ケア児に対する支援の充実

に努め、コーディネーターの配置を促進し

ます。



（２）地域医療・リハビリテーションの充実

■課 題

・障がい者向けアンケート調査では、困ったときの相談相手としては「かかりつけの医師

や看護師」との回答が「家族や親せき」に次いで多くあり、相談支援においても医療関

係者の重要性が高いことが伺えます。このため、医療・保健・福祉の連携した地域医療

の推進が望まれています。

・自立した日常生活を送るためには、地域で適切なリハビリテーションが提供されること

は重要であり、医療機関や障がい福祉サービス事業所と連携をしながらリハビリテーシ

ョンの充実を図る必要があります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

診療を受けやすい環境づくり

医療機関等と連携して、障がいのある方

が診療を受けやすい環境づくりに努めま

す。また、医療費助成制度の周知を図り、

利用の促進に努めます。

○自立支援医療（更生医療・育成医療・

精神通院医療）

○重度心身障害者医療費助成制度

②

リハビリテーションの充実

日常生活の中におけるリハビリテーシ

ョンを提供する場の確保に努めます。

○医療機関及び福祉サービスを利用した

リハビリテーションの実施

基本目標４   障がい児福祉と教育の充実

ニーズの多様化が進む障がい児支援では、要望に対応できるよう相談・支援体制の充

実を図っています。また、教育については、障がいの有無に関わらず教育を受けられる

体制づくりを進めています。

（１）療育体制の充実

■課 題

・障がい児支援については、障害者総合支援法及び児童福祉法の一部改正により、ニーズ

の多様化に対するきめ細やかな支援が求められています。本町では療育体制の充実に取

り組んでいますが、障がい者向けアンケート調査では「費用などの経済的な負担」、「通

園・通学生活での本人の成長」、「他の児童・生徒の理解と配慮」、「通園・通学の送迎」、

「教職員の指導の仕方」など求める支援はライフステージに応じて多方面にわたってい

ます。このため、障がい児及び保護者への相談・支援体制の更なる充実が求められてい

ます。

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

療育支援体制の推進

障がいのある子どもとその保護者が適

切なサービスを利用できるよう、療育支援

体制の強化に努めます。

○障害児相談支援

○障害児通所支援（児童発達支援、放課

後等デイサービス等）

○発達支援児への適切な保育（発達支援

児保育事業）

②

情報提供・広報啓発活動の推進

障がいのある子どもがその障がいの特

性に合ったサービスを利用できるよう、医

療・保健・福祉サービスに関する情報提供

等に努めます。

○保育園、幼稚園、認定こども園や子育

て支援センターからの情報提供及び広

報啓発活動

○保健師や相談支援事業所等の連携によ

る情報提供や相談支援

③

障がい児保育に係る人材の資質向上

障がいのある子どもの受け入れ体制や

保育に携わる人材の資質向上に努めます。

○保育士等の各種研修会や講演会への

参加

④

障がい児支援の充実

療育や就学等の相談、指導については関

係機関が連携し、相談体制を充実させ、障

がい児やその家族のニーズにあった支援

を行っていきます。

⑤

障がい児保育に係る人材の資質向上

保健、医療、教育等の各関係機関が連携

を図り、医療的ケア児に対する支援の充実

に努め、コーディネーターの配置を促進し

ます。



（２）学校教育体制の充実

■課 題

・障がい児の教育については、学校と連携をとりながら支援を行っています。障がい者向

けアンケート調査では、「学校や園に通う上で求めること」として「送迎などの通園・

通学のサポート」、「学習支援や介助などのサポート」、「仲間・友人づくり」などについ

ての回答が多くあり、障がいの特性に応じた適切な支援を行えるよう体制の充実が求め

られています。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

教育相談・就学指導の充実

障がいの特性を踏まえた十分な教育が

受けられるよう、可能な限り障がいのある

児童生徒並びに保護者の意向を尊重した

支援を行います。

○教育相談や就学指導の充実

○関係機関等との連携による進路対策等

②

交流教育の推進

障がいのある児童生徒と障がいのない

児童生徒との交流活動等を行います。

○総合的な学習の時間などを通じた障が

い者との交流教育

③

特別支援教育の充実

特別な教育支援を必要とする児童・生徒

一人ひとりに応じた教育体制の充実を図

ります。

④

関係機関等との連携強化

学校教育をはじめ、安全で安心な通学環

境などの充実を図るため、教育委員会、県、

公共交通機関など関係機関等との連携強

化に努めます。

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

基本目標５   地域社会への参加と自立の推進

社会参加は、障がいの有無に関わらず生きがいのある暮らしにつながります。本町で

は障がい者の社会参加の支援を推進しています。

また、就労も自立ある生活を営む上で重要な要素であることから、就労及び職場定着

の促進に向けて、関係機関との連携を図っています。

（１）社会参加・地域交流の促進

■課 題

・障がい者向けアンケート調査では、「希望する暮らしを送るため」について、「地域住民

等の理解」との回答が ％あり、地域における理解と支援の充実が望まれます。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

文化芸術・スポーツ活動等の充実

障がいのある方が、文化芸術活動やスポ

ーツ・レクリエーション活動などに参加で

きる環境づくりに努めます。

○生涯学習等の各種講座や文化芸術・ス

ポーツ活動のイベント開催及び広報

○手話通訳者等の派遣

②

地域との交流促進

障がいのある方が、地域の中で社会の一

員としての役割を担えるよう、地域の諸行

事への積極的な参加を促進します。

○障がい者施設と地域住民との交流行事

の支援

（２）雇用の促進と就労の支援

■課 題

・働く意欲のある障がい者が一般就労を行えるように、就労移行への支援を行っています。

また、障がい者向けアンケート調査では「就労に必要だと思う支援」について、「職場

の障がい者理解」、「職場の上司や同僚に理解があること」の回答が共に４割以上あり、

受け入れ企業の理解・協力が重要となっています。



（２）学校教育体制の充実

■課 題

・障がい児の教育については、学校と連携をとりながら支援を行っています。障がい者向

けアンケート調査では、「学校や園に通う上で求めること」として「送迎などの通園・

通学のサポート」、「学習支援や介助などのサポート」、「仲間・友人づくり」などについ

ての回答が多くあり、障がいの特性に応じた適切な支援を行えるよう体制の充実が求め

られています。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

教育相談・就学指導の充実

障がいの特性を踏まえた十分な教育が

受けられるよう、可能な限り障がいのある

児童生徒並びに保護者の意向を尊重した

支援を行います。

○教育相談や就学指導の充実

○関係機関等との連携による進路対策等

②

交流教育の推進

障がいのある児童生徒と障がいのない

児童生徒との交流活動等を行います。

○総合的な学習の時間などを通じた障が

い者との交流教育

③

特別支援教育の充実

特別な教育支援を必要とする児童・生徒

一人ひとりに応じた教育体制の充実を図

ります。

④

関係機関等との連携強化

学校教育をはじめ、安全で安心な通学環

境などの充実を図るため、教育委員会、県、

公共交通機関など関係機関等との連携強

化に努めます。

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

基本目標５   地域社会への参加と自立の推進

社会参加は、障がいの有無に関わらず生きがいのある暮らしにつながります。本町で

は障がい者の社会参加の支援を推進しています。

また、就労も自立ある生活を営む上で重要な要素であることから、就労及び職場定着

の促進に向けて、関係機関との連携を図っています。

（１）社会参加・地域交流の促進

■課 題

・障がい者向けアンケート調査では、「希望する暮らしを送るため」について、「地域住民

等の理解」との回答が ％あり、地域における理解と支援の充実が望まれます。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

文化芸術・スポーツ活動等の充実

障がいのある方が、文化芸術活動やスポ

ーツ・レクリエーション活動などに参加で

きる環境づくりに努めます。

○生涯学習等の各種講座や文化芸術・ス

ポーツ活動のイベント開催及び広報

○手話通訳者等の派遣

②

地域との交流促進

障がいのある方が、地域の中で社会の一

員としての役割を担えるよう、地域の諸行

事への積極的な参加を促進します。

○障がい者施設と地域住民との交流行事

の支援

（２）雇用の促進と就労の支援

■課 題

・働く意欲のある障がい者が一般就労を行えるように、就労移行への支援を行っています。

また、障がい者向けアンケート調査では「就労に必要だと思う支援」について、「職場

の障がい者理解」、「職場の上司や同僚に理解があること」の回答が共に４割以上あり、

受け入れ企業の理解・協力が重要となっています。



№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

雇用の促進と就労の支援

障がいのある方の雇用とともに、働きや

すい職場を確保するため、事業主や職場内

の理解を促進します。

○障害者就業・生活支援センター及びハ

ローワーク相談窓口との連携強化

○就労移行支援、就労定着支援

○事業主に対する改正障害者雇用促進法

などの周知啓発

○障がい者の壬生町職員採用枠の設置

○障害者優先調達推進法に基づく障がい

者就労施設等の受注機会の確保

②

就労訓練の場の充実

障がいのある方の一般就労への移行や、

知識・能力の向上と生産活動を支援するサ

ービスの充実に努めます。

○就労移行支援、就労継続支援（Ａ型・

Ｂ型）

○役場内や町関連のイベントにおける授

産製品などの販売機会の提供と販路の

拡大支援

基本目標６   安全・安心なまちづくりの推進

平成１８年１２月に「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」が施

行され、本町においてもバリアフリー化を進めているところです。

また、地域で安心して生活するためには災害時の対策は重要となります。このため本

町では、災害時の障がい者や高齢者等の要配慮者支援体制の整備を行っています。

（１）安全・安心な生活環境の整備

■課 題

・本町でも公共施設のバリアフリー化を進めていますが、障がい者向けアンケート調査で

は、「外出時に困ること」で２割以上の方が「道路や駅に階段や段差が多い」と回答し

ており、引き続きバリアフリー化を進める必要があります。

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

安全な歩行空間の整備

障がいのある方が安心して通行するこ

とができるよう、障がいに配慮した歩行空

間の整備や交通安全教育等の実施を進め

ます。

○段差の解消や点字ブロック等の設置

○参加・体験・実践型の交通安全教室の

開催等、きめ細やかな交通安全教育の

推進

②

公共施設・交通機関のバリアフリー化

役場や学校をはじめとする公共施設、不

特定多数の人々が利用する病院や公共交

通機関等の周辺地域を含めたバリアフリ

ー化を引き続き進めます。

○公共施設等のバリアフリー化の推進

○誰もが利用しやすいユニバーサルデザ

インを採り入れた公共施設等の整備

（２）防災・防犯体制の推進

■課 題

・障がい者向けアンケート調査では、「災害時に困ること」について「投薬や治療が受け

られない」、「避難場所の設備（トイレなど）や生活環境が不安」との回答がそれぞれ５

割近くあり、また、「災害時に一人で避難できる」と回答した方は約４割に留まってい

ることから、避難支援体制づくりの強化が求められています。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

要配慮者支援体制の整備

災害や緊急避難時に支援を必要とする

「避難行動要支援者」の把握と、関係者・

関係機関等と連携を図ります。自治会、自

主防災組織、民生委員・児童委員、警察、

消防、医療機関、支援事業所等の関係機関

と連携し、避難時の「個別プラン」作成等

支援体制を整備します。

○要配慮者に対する情報伝達手段・避難

誘導等の迅速な対応が可能な体制の整

備

○「要配慮者対応マニュアル」に基づく

関係機関等との連携、個別避難計画等

の作成



№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

雇用の促進と就労の支援

障がいのある方の雇用とともに、働きや

すい職場を確保するため、事業主や職場内

の理解を促進します。

○障害者就業・生活支援センター及びハ

ローワーク相談窓口との連携強化

○就労移行支援、就労定着支援

○事業主に対する改正障害者雇用促進法

などの周知啓発

○障がい者の壬生町職員採用枠の設置

○障害者優先調達推進法に基づく障がい

者就労施設等の受注機会の確保

②

就労訓練の場の充実

障がいのある方の一般就労への移行や、

知識・能力の向上と生産活動を支援するサ

ービスの充実に努めます。

○就労移行支援、就労継続支援（Ａ型・

Ｂ型）

○役場内や町関連のイベントにおける授

産製品などの販売機会の提供と販路の

拡大支援

基本目標６   安全・安心なまちづくりの推進

平成１８年１２月に「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」が施

行され、本町においてもバリアフリー化を進めているところです。

また、地域で安心して生活するためには災害時の対策は重要となります。このため本

町では、災害時の障がい者や高齢者等の要配慮者支援体制の整備を行っています。

（１）安全・安心な生活環境の整備

■課 題

・本町でも公共施設のバリアフリー化を進めていますが、障がい者向けアンケート調査で

は、「外出時に困ること」で２割以上の方が「道路や駅に階段や段差が多い」と回答し

ており、引き続きバリアフリー化を進める必要があります。

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

安全な歩行空間の整備

障がいのある方が安心して通行するこ

とができるよう、障がいに配慮した歩行空

間の整備や交通安全教育等の実施を進め

ます。

○段差の解消や点字ブロック等の設置

○参加・体験・実践型の交通安全教室の

開催等、きめ細やかな交通安全教育の

推進

②

公共施設・交通機関のバリアフリー化

役場や学校をはじめとする公共施設、不

特定多数の人々が利用する病院や公共交

通機関等の周辺地域を含めたバリアフリ

ー化を引き続き進めます。

○公共施設等のバリアフリー化の推進

○誰もが利用しやすいユニバーサルデザ

インを採り入れた公共施設等の整備

（２）防災・防犯体制の推進

■課 題

・障がい者向けアンケート調査では、「災害時に困ること」について「投薬や治療が受け

られない」、「避難場所の設備（トイレなど）や生活環境が不安」との回答がそれぞれ５

割近くあり、また、「災害時に一人で避難できる」と回答した方は約４割に留まってい

ることから、避難支援体制づくりの強化が求められています。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①

要配慮者支援体制の整備

災害や緊急避難時に支援を必要とする

「避難行動要支援者」の把握と、関係者・

関係機関等と連携を図ります。自治会、自

主防災組織、民生委員・児童委員、警察、

消防、医療機関、支援事業所等の関係機関

と連携し、避難時の「個別プラン」作成等

支援体制を整備します。

○要配慮者に対する情報伝達手段・避難

誘導等の迅速な対応が可能な体制の整

備

○「要配慮者対応マニュアル」に基づく

関係機関等との連携、個別避難計画等

の作成



№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

②

防災対策の推進

障がいのある方を含めた地域ぐるみで

の防災対策の普及啓発に努めます。

○防災訓練の開催

○要配慮者の安否確認と災害時における

救出・救護体制、避難誘導及び搬送体

制の確立

○一人暮らしの重度身体障がい者への緊

急通報装置の貸与

③

避難場所における配慮

避難場所となる主要な公共施設のバリ

アフリー化や要配慮者専用スペースの設

置、関係機関等との連携による災害時の医

療体制の整備など、障がいの特性に応じた

配慮に努めます。

○ 避難場所におけるマニュアル整備

〇 福祉避難所の設置

④

防犯対策の推進

障がいのある方が犯罪被害に遭ったり

トラブルに巻き込まれることがないよう、

また、被害の未然防止や早期発見につなが

るよう、地域社会での見守り・支援を行う

ため、防犯や消費者被害のための情報提供

に努めます。

○防犯教室・消費者教室等の実施

⑤

感染症対策の体制整備

障がいがある方にも配慮した感染症対

策の周知を行います。また、社会福祉施設

等における感染症拡大防止策について情

報提供に努めます。

○ガウン・グローブ、マスク等の防護具

の配布

〇感染防止対策啓発資料の配布

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】

（３）福祉人材の確保・育成・定着

■課 題

・障がいのある方の多様なニーズと実態の把握に努め、より質の高いサービスを提供する

ために、保健・医療・福祉等の関係機関や地域の障がい福祉サービス事業所等との連携

を密にし、人材の確保・育成・定着を図っていく必要があります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①
障がい者福祉関係者の資質の向上

障がい者福祉関係者の資質の向上 ○障害児者支援連絡会等との連携

②

福祉の担い手と支援団体の育成

地域での生活を支えるため、専門性の高

い人材の確保に努めます。また、地域での

サポート体制を築くために、支援団体の育

成に努めます。

○自立支援協議会等の活用



№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

②

防災対策の推進

障がいのある方を含めた地域ぐるみで
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○要配慮者の安否確認と災害時における

救出・救護体制、避難誘導及び搬送体

制の確立

○一人暮らしの重度身体障がい者への緊

急通報装置の貸与

③
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配慮に努めます。
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トラブルに巻き込まれることがないよう、

また、被害の未然防止や早期発見につなが

るよう、地域社会での見守り・支援を行う

ため、防犯や消費者被害のための情報提供

に努めます。

○防犯教室・消費者教室等の実施

⑤

感染症対策の体制整備

障がいがある方にも配慮した感染症対

策の周知を行います。また、社会福祉施設

等における感染症拡大防止策について情

報提供に努めます。

○ガウン・グローブ、マスク等の防護具

の配布

〇感染防止対策啓発資料の配布

第３章 計画の基本理念と施策体系【障がい者基本計画】
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・障がいのある方の多様なニーズと実態の把握に努め、より質の高いサービスを提供する

ために、保健・医療・福祉等の関係機関や地域の障がい福祉サービス事業所等との連携

を密にし、人材の確保・育成・定着を図っていく必要があります。

№
施策・事業

主な事業 主な関連施策

①
障がい者福祉関係者の資質の向上

障がい者福祉関係者の資質の向上 ○障害児者支援連絡会等との連携

②

福祉の担い手と支援団体の育成

地域での生活を支えるため、専門性の高

い人材の確保に努めます。また、地域での

サポート体制を築くために、支援団体の育

成に努めます。

○自立支援協議会等の活用
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第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

第１節 令和８年度の目標値

１．施設入所者の地域生活への移行

国の基本指針によると、地域生活への移行を進める観点から、福祉施設に入所している障

がい者（以下「施設入所者」という。）のうち、今後、自立訓練事業等を利用し、令和８年度

末までに地域生活（グループホーム、一般住宅等）に移行する者の数値目標を設定すること

とされています。

①施設入所者の地域生活への移行

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

地域生活移行者数
３人

入所者の状況等から

３人（６％）が地域

生活へ移行するもの

とします。

令和 年度末の施設

入所者の ％以上を

地域生活へ移行

② 入所施設の入所者数

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

施設入所者数
人

施設入所を希望する

方が多いので令和

年度末の見込みと同

数とします。

施設入所者数を令和

年度末時点から

％以上削減

【国の基本指針】
令令和和４４年年度度末末時時点点のの施施設設入入所所者者のの６６％％以以上上がが地地域域生生活活へへ移移行行すするるここととをを目目指指すす。。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末時時点点のの施施設設入入所所者者数数はは、、令令和和４４年年度度末末時時点点のの施施設設入入所所者者数数かからら ％％以以上上削削減減

目目指指すす。。
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国の基本指針によると、地域生活への移行を進める観点から、福祉施設に入所している障

がい者（以下「施設入所者」という。）のうち、今後、自立訓練事業等を利用し、令和８年度

末までに地域生活（グループホーム、一般住宅等）に移行する者の数値目標を設定すること
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項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

地域生活移行者数
３人

入所者の状況等から

３人（６％）が地域

生活へ移行するもの

とします。

令和 年度末の施設

入所者の ％以上を

地域生活へ移行

② 入所施設の入所者数

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

施設入所者数
人

施設入所を希望する

方が多いので令和

年度末の見込みと同

数とします。

施設入所者数を令和

年度末時点から

％以上削減

【国の基本指針】
令令和和４４年年度度末末時時点点のの施施設設入入所所者者のの６６％％以以上上がが地地域域生生活活へへ移移行行すするるここととをを目目指指すす。。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末時時点点のの施施設設入入所所者者数数はは、、令令和和４４年年度度末末時時点点のの施施設設入入所所者者数数かからら ％％以以上上削削減減

目目指指すす。。



２．精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

精神病床における長期入院患者の地域生活への移行を進めるにあたっては、精神科病院や

地域援助事業者による努力だけでは限界があり、自治体を中心とした地域精神保健医療福祉

の一体的な取組の推進に加え、差別や偏見のない、ともに暮らせる社会の実現に向けた取組

の推進が必要となります。

項目
令和６年度

目標数値

令和７年度

目標数値

令和８年度

目標数値

保健、医療及び福祉関係者による協議の場の開

催回数

保健、医療及び福祉関係者による協議の場への

関係者の参加者数

保健、医療及び福祉関係者による協議の場にお

ける目標設定及び評価の実施回数

精神障がい者の地域移行支援の利用者数

精神障がい者の地域定着支援の利用者数

精神障がい者の共同生活援助の利用者数

精神障がい者の自立生活援助の利用者数

精神障がい者の自立訓練（生活訓練）の利用者

数

⇒壬生町の取組
・精神科医療機関、その他の医療機関、地域援助事業者、当事者・ピアサポーター、家族、

居住支援関係者などとの重層的な連携による支援体制の構築に努めます。

【国の基本指針】
精精神神障障害害ににもも対対応応ししたた地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムのの構構築築をを推推進進すするるたためめ、、地地域域ににおおけけるる精精神神保保

健健医医療療福福祉祉体体制制のの基基盤盤をを整整備備すするる。。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

３．地域生活支援の充実

サービス提供体制整備の一環として、地域生活への移行、相談、グループホーム等の体験

機会の提供、緊急時の受入対応体制、人材の確保・養成、その他地域の体制づくり等の機能

を集約した地域生活支援拠点等を、各市町村または各都道府県が定める障害福祉圏域（以下

「圏域」という。）において、少なくとも一つは整備を進めることが国の指針により求められ

ています。この体制整備に関しては、地域の実情に応じ、複数の機関が分担して機能を担う

体制も可能とされています。

⇒壬生町の取組
・目標は障がい者の重度化・高齢化や親亡き後を見据えて、障がい者の地域生活を支援する

機能の集約を行うために、整備済の地域生活支援拠点において、せせらぎ会のグループホ

ームしらゆりを拠点の中心として、面的に他の町内の事業所と連携を取りながら機能の強

化を図ります。

・年 回以上、壬生町自立支援協議会の場で地域生活支援拠点の運用状況を検証、検討を

行います。また、地域生活支援拠点等におけるコーディネーターの配置を目標とします。

・強度行動障害を有する方の状況やニーズを把握し、関係機関が連携した支援体制の整備を

進めます。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末ままででにに各各市市町町村村ままたたはは各各圏圏域域にに１１つつ以以上上のの地地域域生生活活支支援援拠拠点点等等をを確確保保

しし、、機機能能のの充充実実ののたためめ、、ココーーデディィネネーータターーのの配配置置、、地地域域生生活活支支援援拠拠点点等等のの機機能能をを担担うう

障障害害福福祉祉ササーービビスス事事業業所所等等のの担担当当者者のの配配置置、、支支援援ネネッットトワワーークク等等にによよるる効効果果的的なな支支援援

体体制制及及びび緊緊急急時時のの連連絡絡体体制制のの構構築築をを進進めめるるととととももにに、、年年１１回回以以上上、、支支援援のの実実績績等等をを踏踏

ままええ運運用用状状況況をを検検証証及及びび検検討討すするるここととをを目目指指すす。。

令令和和 年年度度末末ままででにに強強度度行行動動障障害害をを有有すするる方方にに関関ししてて、、各各市市町町村村又又はは圏圏域域ににおおいいてて、、

支支援援ニニーーズズをを把把握握しし、、支支援援体体制制のの整整備備をを進進めめるるここととをを基基本本ととすするる。。



２．精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

精神病床における長期入院患者の地域生活への移行を進めるにあたっては、精神科病院や

地域援助事業者による努力だけでは限界があり、自治体を中心とした地域精神保健医療福祉

の一体的な取組の推進に加え、差別や偏見のない、ともに暮らせる社会の実現に向けた取組

の推進が必要となります。

項目
令和６年度

目標数値

令和７年度

目標数値

令和８年度

目標数値

保健、医療及び福祉関係者による協議の場の開

催回数

保健、医療及び福祉関係者による協議の場への

関係者の参加者数

保健、医療及び福祉関係者による協議の場にお

ける目標設定及び評価の実施回数

精神障がい者の地域移行支援の利用者数

精神障がい者の地域定着支援の利用者数

精神障がい者の共同生活援助の利用者数

精神障がい者の自立生活援助の利用者数

精神障がい者の自立訓練（生活訓練）の利用者

数

⇒壬生町の取組
・精神科医療機関、その他の医療機関、地域援助事業者、当事者・ピアサポーター、家族、

居住支援関係者などとの重層的な連携による支援体制の構築に努めます。

【国の基本指針】
精精神神障障害害ににもも対対応応ししたた地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムのの構構築築をを推推進進すするるたためめ、、地地域域ににおおけけるる精精神神保保

健健医医療療福福祉祉体体制制のの基基盤盤をを整整備備すするる。。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

３．地域生活支援の充実

サービス提供体制整備の一環として、地域生活への移行、相談、グループホーム等の体験

機会の提供、緊急時の受入対応体制、人材の確保・養成、その他地域の体制づくり等の機能

を集約した地域生活支援拠点等を、各市町村または各都道府県が定める障害福祉圏域（以下

「圏域」という。）において、少なくとも一つは整備を進めることが国の指針により求められ

ています。この体制整備に関しては、地域の実情に応じ、複数の機関が分担して機能を担う

体制も可能とされています。

⇒壬生町の取組
・目標は障がい者の重度化・高齢化や親亡き後を見据えて、障がい者の地域生活を支援する

機能の集約を行うために、整備済の地域生活支援拠点において、せせらぎ会のグループホ

ームしらゆりを拠点の中心として、面的に他の町内の事業所と連携を取りながら機能の強

化を図ります。

・年 回以上、壬生町自立支援協議会の場で地域生活支援拠点の運用状況を検証、検討を

行います。また、地域生活支援拠点等におけるコーディネーターの配置を目標とします。

・強度行動障害を有する方の状況やニーズを把握し、関係機関が連携した支援体制の整備を

進めます。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末ままででにに各各市市町町村村ままたたはは各各圏圏域域にに１１つつ以以上上のの地地域域生生活活支支援援拠拠点点等等をを確確保保

しし、、機機能能のの充充実実ののたためめ、、ココーーデディィネネーータターーのの配配置置、、地地域域生生活活支支援援拠拠点点等等のの機機能能をを担担うう

障障害害福福祉祉ササーービビスス事事業業所所等等のの担担当当者者のの配配置置、、支支援援ネネッットトワワーークク等等にによよるる効効果果的的なな支支援援

体体制制及及びび緊緊急急時時のの連連絡絡体体制制のの構構築築をを進進めめるるととととももにに、、年年１１回回以以上上、、支支援援のの実実績績等等をを踏踏

ままええ運運用用状状況況をを検検証証及及びび検検討討すするるここととをを目目指指すす。。

令令和和 年年度度末末ままででにに強強度度行行動動障障害害をを有有すするる方方にに関関ししてて、、各各市市町町村村又又はは圏圏域域ににおおいいてて、、

支支援援ニニーーズズをを把把握握しし、、支支援援体体制制のの整整備備をを進進めめるるここととをを基基本本ととすするる。。



４．福祉施設から一般就労への移行

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

令和８年度の一般就労移行者数

人

（ 倍）

国の指針を踏まえて

設定します。

令和３年度実績の

倍以上

５．就労移行支援事業の利用者数

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

令和 年度末の就労移行支

援事業所の就労移行率

就労移行支援事

業利用終了者に

占める一般就労

へ移行した者の

割合が５割以上

の事業所を全体

の５割以上とし

ます。

国の指針を踏まえて

設定します。

就労移行支援事業利

用終了者に占める一

般就労へ移行した者

の割合が５割以上の

事業所を全体の５割

以上とする。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度中中にに福福祉祉施施設設かからら一一般般就就労労へへ移移行行ししたた者者がが、、令令和和３３年年度度実実績績のの 倍倍以以上上にに

ななるるここととをを目目指指すす。。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度ににおおいいてて就就労労移移行行支支援援事事業業所所ののううちち、、就就労労移移行行支支援援事事業業利利用用終終了了者者にに占占めめるる一一

般般就就労労へへ移移行行ししたた者者のの割割合合がが 割割以以上上のの事事業業所所をを全全体体のの５５割割以以上上ととすするる。。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

６．就労移行支援事業所の就労移行率

就労移行支援事業所の目標数値・実績（見込み）は、次のとおりです。

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

令和８年度末の就労移行支援事

業の就労移行率

倍

（ 人）

国の指針を踏まえて

設定します。

令和３年度実績の

倍以上

７．就労継続支援Ａ型の一般就労への移行率

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

令和８年度末の就労継続支援

Ａ型の就労移行率

倍

（ 人）

国の指針を踏まえて

設定します。

令和３年度実績の概

ね ２９倍以上

８．就労継続支援 型の一般就労への移行率

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

令和８年度末の就労継続支援

Ｂ型の就労移行率

人
人の一般就労を

目標とします。

令和３年度実績の概

ね 倍以上

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度中中にに一一般般就就労労にに移移行行すするる者者がが、、令令和和３３年年度度実実績績のの 倍倍以以上上ににななるるここととをを目目

指指すす。。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度中中にに一一般般就就労労にに移移行行すするる者者がが、、令令和和３３年年度度実実績績のの概概ねね 倍倍以以上上ににななるるこことと

をを目目指指すす。。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度中中にに一一般般就就労労にに移移行行すするる者者がが、、令令和和３３年年度度実実績績のの概概ねね 倍倍以以上上ににななるるこことと

をを目目指指すす。。



４．福祉施設から一般就労への移行

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

令和８年度の一般就労移行者数

人

（ 倍）

国の指針を踏まえて

設定します。

令和３年度実績の

倍以上

５．就労移行支援事業の利用者数

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

令和 年度末の就労移行支

援事業所の就労移行率

就労移行支援事

業利用終了者に

占める一般就労

へ移行した者の

割合が５割以上

の事業所を全体

の５割以上とし

ます。

国の指針を踏まえて

設定します。

就労移行支援事業利

用終了者に占める一

般就労へ移行した者

の割合が５割以上の

事業所を全体の５割

以上とする。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度中中にに福福祉祉施施設設かからら一一般般就就労労へへ移移行行ししたた者者がが、、令令和和３３年年度度実実績績のの 倍倍以以上上にに

ななるるここととをを目目指指すす。。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度ににおおいいてて就就労労移移行行支支援援事事業業所所ののううちち、、就就労労移移行行支支援援事事業業利利用用終終了了者者にに占占めめるる一一

般般就就労労へへ移移行行ししたた者者のの割割合合がが 割割以以上上のの事事業業所所をを全全体体のの５５割割以以上上ととすするる。。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

６．就労移行支援事業所の就労移行率

就労移行支援事業所の目標数値・実績（見込み）は、次のとおりです。

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

令和８年度末の就労移行支援事

業の就労移行率

倍

（ 人）

国の指針を踏まえて

設定します。

令和３年度実績の

倍以上

７．就労継続支援Ａ型の一般就労への移行率

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

令和８年度末の就労継続支援

Ａ型の就労移行率

倍

（ 人）

国の指針を踏まえて

設定します。

令和３年度実績の概

ね ２９倍以上

８．就労継続支援 型の一般就労への移行率

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

令和８年度末の就労継続支援

Ｂ型の就労移行率

人
人の一般就労を

目標とします。

令和３年度実績の概

ね 倍以上

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度中中にに一一般般就就労労にに移移行行すするる者者がが、、令令和和３３年年度度実実績績のの 倍倍以以上上ににななるるここととをを目目

指指すす。。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度中中にに一一般般就就労労にに移移行行すするる者者がが、、令令和和３３年年度度実実績績のの概概ねね 倍倍以以上上ににななるるこことと

をを目目指指すす。。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度中中にに一一般般就就労労にに移移行行すするる者者がが、、令令和和３３年年度度実実績績のの概概ねね 倍倍以以上上ににななるるこことと

をを目目指指すす。。



９．就労定着支援事業の利用者数

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

令和８年度末の就労定着支援

事業の利用者数

３人

（ 倍）

国の指針を踏まえて

設定します。

令和 年度実績の

倍以上

．就労定着支援事業の就労定着率の一般就労への移行率

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

就労定着支援事業所の

就労定着率

就労定着率が 割

以上の事業所を全

体の 割 分

以上とします。

国の指針を踏まえて

設定します。

就労定着率が 割以

上の事業所を全体の

割 分以上

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度中中にに就就労労定定着着支支援援事事業業をを利利用用すするる者者がが、、令令和和３３年年度度実実績績のの 倍倍以以上上ににななるる

ここととをを目目指指すす。。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度ににおおいいてて就就労労定定着着支支援援事事業業所所ののううちち、、就就労労定定着着率率がが７７割割以以上上のの事事業業所所をを全全体体のの

２２割割５５分分以以上上ににななるるここととをを目目指指すす。。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

．障がい児支援の提供体制の整備等

障がい児のライフステージに沿って地域の保健、医療、障がい福祉、保育、教育、就労

支援等の関係機関が連携を図り、切れ目のない一貫した支援を提供する体制整備が重要と

なります。

①児童発達支援センターの設置及び障害児の地域社会への参加・包容（インクルージ
ョン）の推進

⇒壬生町の取組
・児童発達支援センターを町内又は県南障害保健福祉圏域内に少なくとも１カ所以上設置を

目標とします。

・保育所等訪問支援事業の利用による障がい児の地域社会への参加・包容（インクルージョ

ン）を推進するための体制構築を目標とします。

②重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業
所の確保

⇒壬生町の取組
・主に重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業所

を、町内又は県南障害保健福祉圏域内に確保することを目標とします。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末ままででにに児児童童発発達達支支援援セセンンタターーをを各各市市町町村村ままたたはは各各圏圏域域にに少少ななくくとともも１１かか所所

以以上上設設置置すするるここととをを目目指指すす。。 令令和和８８年年度度末末ままででにに、、全全ててのの市市町町村村ににおおいいてて、、保保育育所所等等訪訪

問問支支援援等等をを活活用用ししななががらら、、障障害害児児のの地地域域社社会会へへのの参参加加・・包包容容（（イインンククルルーージジョョンン））をを推推進進

すするるたためめのの体体制制のの構構築築をを目目指指すす。。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末ままででにに、、重重症症心心身身障障害害児児をを支支援援すするる児児童童発発達達支支援援事事業業所所及及びび放放課課後後等等デデイイ

ササーービビスス事事業業所所をを、、各各市市町町村村ままたたはは各各圏圏域域にに少少ななくくとともも１１かか所所以以上上確確保保すするるここととをを目目指指

すす。。



９．就労定着支援事業の利用者数

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

令和８年度末の就労定着支援

事業の利用者数

３人

（ 倍）

国の指針を踏まえて

設定します。

令和 年度実績の

倍以上

．就労定着支援事業の就労定着率の一般就労への移行率

項目 目標数値 町の考え方 国の考え方

【目標値】

就労定着支援事業所の

就労定着率

就労定着率が 割

以上の事業所を全

体の 割 分

以上とします。

国の指針を踏まえて

設定します。

就労定着率が 割以

上の事業所を全体の

割 分以上

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度中中にに就就労労定定着着支支援援事事業業をを利利用用すするる者者がが、、令令和和３３年年度度実実績績のの 倍倍以以上上ににななるる

ここととをを目目指指すす。。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度ににおおいいてて就就労労定定着着支支援援事事業業所所ののううちち、、就就労労定定着着率率がが７７割割以以上上のの事事業業所所をを全全体体のの

２２割割５５分分以以上上ににななるるここととをを目目指指すす。。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

．障がい児支援の提供体制の整備等

障がい児のライフステージに沿って地域の保健、医療、障がい福祉、保育、教育、就労

支援等の関係機関が連携を図り、切れ目のない一貫した支援を提供する体制整備が重要と

なります。

①児童発達支援センターの設置及び障害児の地域社会への参加・包容（インクルージ
ョン）の推進

⇒壬生町の取組
・児童発達支援センターを町内又は県南障害保健福祉圏域内に少なくとも１カ所以上設置を

目標とします。

・保育所等訪問支援事業の利用による障がい児の地域社会への参加・包容（インクルージョ

ン）を推進するための体制構築を目標とします。

②重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業
所の確保

⇒壬生町の取組
・主に重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業所

を、町内又は県南障害保健福祉圏域内に確保することを目標とします。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末ままででにに児児童童発発達達支支援援セセンンタターーをを各各市市町町村村ままたたはは各各圏圏域域にに少少ななくくとともも１１かか所所

以以上上設設置置すするるここととをを目目指指すす。。 令令和和８８年年度度末末ままででにに、、全全ててのの市市町町村村ににおおいいてて、、保保育育所所等等訪訪

問問支支援援等等をを活活用用ししななががらら、、障障害害児児のの地地域域社社会会へへのの参参加加・・包包容容（（イインンククルルーージジョョンン））をを推推進進

すするるたためめのの体体制制のの構構築築をを目目指指すす。。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末ままででにに、、重重症症心心身身障障害害児児をを支支援援すするる児児童童発発達達支支援援事事業業所所及及びび放放課課後後等等デデイイ

ササーービビスス事事業業所所をを、、各各市市町町村村ままたたはは各各圏圏域域にに少少ななくくとともも１１かか所所以以上上確確保保すするるここととをを目目指指

すす。。



③医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置及びコーディネーターの配置

⇒壬生町の取組
・壬生町自立支援協議会を活用した医療的ケア児支援として医療的ケア児等に関する協議を

年１回以上実施及びコーディネーターの２名以上の配置を目標とします。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末ままででにに、、医医療療的的ケケアア児児がが適適切切なな支支援援がが受受けけらられれるるよようう、、各各都都道道府府県県、、各各圏圏

域域、、各各市市町町村村ににおおいいてて、、保保健健、、医医療療、、障障害害福福祉祉、、保保育育、、教教育育等等のの関関係係機機関関等等がが連連携携をを図図るる

たためめのの協協議議のの場場をを設設けけるるととととももにに、、医医療療的的ケケアア児児等等にに関関すするるココーーデディィネネーータターーをを配配置置すす

るるここととをを目目指指すす。。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

．発達障がい者等に対する支援

発達障がい者等の早期発見・早期支援には、発達障がい者等及びその家族等への支援が

重要であることから、保護者等が子どもの発達障がいの特性を理解し、必要な知識や方法

を身につけ、適切な対応ができるよう、相談・サポート体制を確保することが重要となり

ます。

①ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等の支援プログラム等の受講者数
（保護者）及び実施者数（支援者）

項目
令和６年度

目標数値

令和７年度

目標数値

令和８年度

目標数値

ペアレントトレーニングやペアレントプログ

ラム等の支援プログラムの受講者数（延数）

【保護者】

ペアレントトレーニングやペアレントプログ

ラム等の支援プログラムの実施者数

【支援者】

ペアレントメンターの人数

⇒壬生町の取組
・町では、発達障がい者等の早期発見・早期支援のため、ペアレントトレーニ

ングやペアレントプログラム等の支援プログラムに代わるものとして、発達

支援サポート事業のなないろ相談を活用します。発達障がい者等及びその家

族等への支援や必要な知識や方法を身につけ、また各支援機関とも連携を図

っていきます。

・地域における包括的な支援として発達障がい者等及びその家族等への支援や

必要な知識や方法を身につけ、また各支援機関とも連携を図っていきます。

【国の基本指針】
ペペアアレレンントトトトレレーーニニンンググややペペアアレレンントトププロロググララムム等等のの支支援援ププロロググララムム等等のの受受講講者者数数（（保保護護

者者））及及びび実実施施者者数数（（支支援援者者））をを見見込込むむこことと。。



③医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置及びコーディネーターの配置

⇒壬生町の取組
・壬生町自立支援協議会を活用した医療的ケア児支援として医療的ケア児等に関する協議を

年１回以上実施及びコーディネーターの２名以上の配置を目標とします。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末ままででにに、、医医療療的的ケケアア児児がが適適切切なな支支援援がが受受けけらられれるるよようう、、各各都都道道府府県県、、各各圏圏

域域、、各各市市町町村村ににおおいいてて、、保保健健、、医医療療、、障障害害福福祉祉、、保保育育、、教教育育等等のの関関係係機機関関等等がが連連携携をを図図るる

たためめのの協協議議のの場場をを設設けけるるととととももにに、、医医療療的的ケケアア児児等等にに関関すするるココーーデディィネネーータターーをを配配置置すす

るるここととをを目目指指すす。。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

．発達障がい者等に対する支援

発達障がい者等の早期発見・早期支援には、発達障がい者等及びその家族等への支援が

重要であることから、保護者等が子どもの発達障がいの特性を理解し、必要な知識や方法

を身につけ、適切な対応ができるよう、相談・サポート体制を確保することが重要となり

ます。

①ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等の支援プログラム等の受講者数
（保護者）及び実施者数（支援者）

項目
令和６年度

目標数値

令和７年度

目標数値

令和８年度

目標数値

ペアレントトレーニングやペアレントプログ

ラム等の支援プログラムの受講者数（延数）

【保護者】

ペアレントトレーニングやペアレントプログ

ラム等の支援プログラムの実施者数

【支援者】

ペアレントメンターの人数

⇒壬生町の取組
・町では、発達障がい者等の早期発見・早期支援のため、ペアレントトレーニ

ングやペアレントプログラム等の支援プログラムに代わるものとして、発達

支援サポート事業のなないろ相談を活用します。発達障がい者等及びその家

族等への支援や必要な知識や方法を身につけ、また各支援機関とも連携を図

っていきます。

・地域における包括的な支援として発達障がい者等及びその家族等への支援や

必要な知識や方法を身につけ、また各支援機関とも連携を図っていきます。

【国の基本指針】
ペペアアレレンントトトトレレーーニニンンググややペペアアレレンントトププロロググララムム等等のの支支援援ププロロググララムム等等のの受受講講者者数数（（保保護護

者者））及及びび実実施施者者数数（（支支援援者者））をを見見込込むむこことと。。



．相談支援体制の充実・強化等

相談支援体制の充実・強化の取組の中核となる基幹相談支援センターの設置が進む中、

計画相談支援の対象者を、原則障害福祉サービスを対象とするすべての利用者へ拡大した

ことに伴い、事業所数及び従事者数は増加しているものの、事業所あたりの相談支援専門

員の数が少ないなど、運営体制が脆弱な事業所もあることから、これらの事業所を援助し

相談支援体制のさらなる充実に向けた取組が求められています。

項目
令和６年度

目標数値

令和７年度

目標数値

令和８年度

目標数値

基幹相談支援センターの設置 検討 検討 実施

相談支援事業者に対する訪問等による専門的

な指導・助言
検討 検討 実施

相談支援事業者の人材育成の支援 検討 検討 実施

相談機関との連携強化の取組の実施回数

事例検討の実施回数（頻度）

事例検討の参加事業者（機関）数

協議会の専門部会の設置数

専門部会の実施回数（頻度）

⇒壬生町の取組
・町内に基幹相談支援センターの設置と、地域の相談支援事業所に対する訪問

等による専門的な指導・助言、地域の相談支援事業所の人材育成支援を実施

することを目標とします。

・壬生町自立支援協議会を活用した個別事例の検討を通じて地域のサービス基

盤の開発・改善に取組むことを目標とします。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末ままででにに、、各各市市町町村村ににおおいいてて、、基基幹幹相相談談支支援援セセンンタターーをを設設置置すするるととととももにに、、相相

談談支支援援体体制制のの強強化化をを図図るる体体制制をを確確保保すするるここととをを目目指指すす。。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

．障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築

障害福祉サービス等が多様化するとともに、多くの事業者が参入している中、改めて障

害者総合支援法の基本理念を念頭に、その目的を果たすためには、利用者が真に必要とす

る障害福祉サービス等の提供を行うことが重要となります。

項目
令和６年度

目標数値

令和７年度

目標数値

令和８年度

目標数値

都道府県が実施する障害福祉サービス等に係

る研修その他の研修への町職員の参加
実施 実施 実施

障害者自立支援審査支払等システム等を活用し、

事業所や関係自治体等と共有する体制の構築
検討 検討 実施

⇒壬生町の取組
・総合的・専門的な相談支援体制の強化を図るため、町職員の研修への積極的

な参加や障害者自立支援審査支払等システム等による審査結果を分析してそ

の結果を活用し、事業所や関係自治体等と共有を図ることを目標とします。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末ままででにに、、障障害害福福祉祉ササーービビスス等等のの質質をを向向上上ささせせるるたためめのの取取組組をを実実施施すするる体体制制をを

構構築築すするるここととをを目目指指すす。。



．相談支援体制の充実・強化等

相談支援体制の充実・強化の取組の中核となる基幹相談支援センターの設置が進む中、

計画相談支援の対象者を、原則障害福祉サービスを対象とするすべての利用者へ拡大した

ことに伴い、事業所数及び従事者数は増加しているものの、事業所あたりの相談支援専門

員の数が少ないなど、運営体制が脆弱な事業所もあることから、これらの事業所を援助し

相談支援体制のさらなる充実に向けた取組が求められています。

項目
令和６年度

目標数値

令和７年度

目標数値

令和８年度

目標数値

基幹相談支援センターの設置 検討 検討 実施

相談支援事業者に対する訪問等による専門的

な指導・助言
検討 検討 実施

相談支援事業者の人材育成の支援 検討 検討 実施

相談機関との連携強化の取組の実施回数

事例検討の実施回数（頻度）

事例検討の参加事業者（機関）数

協議会の専門部会の設置数

専門部会の実施回数（頻度）

⇒壬生町の取組
・町内に基幹相談支援センターの設置と、地域の相談支援事業所に対する訪問

等による専門的な指導・助言、地域の相談支援事業所の人材育成支援を実施

することを目標とします。

・壬生町自立支援協議会を活用した個別事例の検討を通じて地域のサービス基

盤の開発・改善に取組むことを目標とします。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末ままででにに、、各各市市町町村村ににおおいいてて、、基基幹幹相相談談支支援援セセンンタターーをを設設置置すするるととととももにに、、相相

談談支支援援体体制制のの強強化化をを図図るる体体制制をを確確保保すするるここととをを目目指指すす。。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

．障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築

障害福祉サービス等が多様化するとともに、多くの事業者が参入している中、改めて障

害者総合支援法の基本理念を念頭に、その目的を果たすためには、利用者が真に必要とす

る障害福祉サービス等の提供を行うことが重要となります。

項目
令和６年度

目標数値

令和７年度

目標数値

令和８年度

目標数値

都道府県が実施する障害福祉サービス等に係

る研修その他の研修への町職員の参加
実施 実施 実施

障害者自立支援審査支払等システム等を活用し、

事業所や関係自治体等と共有する体制の構築
検討 検討 実施

⇒壬生町の取組
・総合的・専門的な相談支援体制の強化を図るため、町職員の研修への積極的

な参加や障害者自立支援審査支払等システム等による審査結果を分析してそ

の結果を活用し、事業所や関係自治体等と共有を図ることを目標とします。

【国の基本指針】
令令和和８８年年度度末末ままででにに、、障障害害福福祉祉ササーービビスス等等のの質質をを向向上上ささせせるるたためめのの取取組組をを実実施施すするる体体制制をを

構構築築すするるここととをを目目指指すす。。



第２節 障害福祉サービスの体系

自立支援給付

訪問系
■居宅介護
（ホームヘルプ）

■重度訪問介護

■行動援護

■重度障害者等包括支援

■同行援護

日中活動系
■生活介護
■自立訓練（機能訓練）
■自立訓練（生活訓練）
■自立訓練（宿泊型自立訓練）
■就就労労選選択択支支援援【【新新規規】】
■就労移行支援
■就労継続支援（Ａ型）
■就労継続支援（Ｂ型）
■就労定着支援
■療養介護
■短期入所（ショートステイ）
【福祉型・医療型】

居住系
■自立生活援助
■共同生活援助
（グループホーム）

■施設入所支援

相談支援
■計画相談支援
■地域移行支援
■地域定着支援

地域生活支援事業
（独自事業）

任意事業
■福祉ホーム事業
■訪問入浴サービス事業
■日中一時支援事業
■自動車運転免許取得費
及び自動車改造費助成
事業

自立支援医療
■更生医療

■育成医療

■精神通院医療

補装具費

必須事業
■相談支援事業
■理解促進研修・啓発事業
■自発的活動支援事業
■成年後見制度利用支援事業
■成年後見制度
法人後見支援事業
■意思疎通支援事業
■日常生活用具給付等事業
■移動支援事業
■地域活動支援センター事業
■手話奉仕員養成研修事業
■その他の事業

障がいのある方・障がいのある児童

通所系
■児童発達支援
■医療型児童発達支援
■放課後等デイサービス
■保育所等訪問支援
■居宅訪問型児童発達支援

相談支援
■障害児相談支援

入所支援
■福祉型障害児入所施設
■医療型障害児入所施設

障害児支援

支援

■専門性の高い相談事業
■広域的な対応が必要な事業
■人材育成 等

都道府県

市 町 村

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

第３節 障害福祉サービスの見込みと確保策

（１）訪問系サービス

① 居宅介護
自宅での入浴や排せつ、食事の介護など、自宅における生活全般にわたる介護サービ

スを行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

居宅介護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用時間（時間 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

② 重度訪問介護
重度の肢体不自由者又は重度の知的障がい若しくは精神障がいにより行動上著しい困

難を有する障がい者であって常に介護が必要な方に、自宅での入浴や排せつ、食事等の

介護や生活全般にわたる援助、外出時の移動中の介護を総合的に行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

重度訪問介護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用時間（時間 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み



第２節 障害福祉サービスの体系

自立支援給付

訪問系
■居宅介護
（ホームヘルプ）

■重度訪問介護

■行動援護

■重度障害者等包括支援

■同行援護

日中活動系
■生活介護
■自立訓練（機能訓練）
■自立訓練（生活訓練）
■自立訓練（宿泊型自立訓練）
■就就労労選選択択支支援援【【新新規規】】
■就労移行支援
■就労継続支援（Ａ型）
■就労継続支援（Ｂ型）
■就労定着支援
■療養介護
■短期入所（ショートステイ）
【福祉型・医療型】

居住系
■自立生活援助
■共同生活援助
（グループホーム）

■施設入所支援

相談支援
■計画相談支援
■地域移行支援
■地域定着支援

地域生活支援事業
（独自事業）

任意事業
■福祉ホーム事業
■訪問入浴サービス事業
■日中一時支援事業
■自動車運転免許取得費
及び自動車改造費助成
事業

自立支援医療
■更生医療

■育成医療

■精神通院医療

補装具費

必須事業
■相談支援事業
■理解促進研修・啓発事業
■自発的活動支援事業
■成年後見制度利用支援事業
■成年後見制度
法人後見支援事業
■意思疎通支援事業
■日常生活用具給付等事業
■移動支援事業
■地域活動支援センター事業
■手話奉仕員養成研修事業
■その他の事業

障がいのある方・障がいのある児童

通所系
■児童発達支援
■医療型児童発達支援
■放課後等デイサービス
■保育所等訪問支援
■居宅訪問型児童発達支援

相談支援
■障害児相談支援

入所支援
■福祉型障害児入所施設
■医療型障害児入所施設

障害児支援

支援

■専門性の高い相談事業
■広域的な対応が必要な事業
■人材育成 等

都道府県

市 町 村

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

第３節 障害福祉サービスの見込みと確保策

（１）訪問系サービス

① 居宅介護
自宅での入浴や排せつ、食事の介護など、自宅における生活全般にわたる介護サービ

スを行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

居宅介護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用時間（時間 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

② 重度訪問介護
重度の肢体不自由者又は重度の知的障がい若しくは精神障がいにより行動上著しい困

難を有する障がい者であって常に介護が必要な方に、自宅での入浴や排せつ、食事等の

介護や生活全般にわたる援助、外出時の移動中の介護を総合的に行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

重度訪問介護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用時間（時間 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み



③ 行動援護
知的障がい又は精神障がいにより、自己判断能力が制限されている方が行動するときに、危

険を回避するために必要な援護、外出時の移動中の介護等を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

行動援護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用時間（時間 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

④ 重度障害者等包括支援
常に介護を要する障がい者（障害支援区分６）等であって、意思疎通を図ることに著

しい支障があるもののうち、四肢の麻痺及び寝たきりの状態にあるもの並びに知的障が

い又は精神障がいにより行動上著しい困難を有する人に、居宅介護、重度訪問介護、同

行援護、行動援護、生活介護、短期入所、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援及び

共同生活援助のサービスを包括的に行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

重度障害者等包括支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用時間（時間 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑤ 同行援護
視覚障がいにより、移動が著しく困難な人に、外出時の移動に必要な情報の提供や移

動の援護などを行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

同行援護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用時間（時間 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み



③ 行動援護
知的障がい又は精神障がいにより、自己判断能力が制限されている方が行動するときに、危

険を回避するために必要な援護、外出時の移動中の介護等を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

行動援護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用時間（時間 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

④ 重度障害者等包括支援
常に介護を要する障がい者（障害支援区分６）等であって、意思疎通を図ることに著

しい支障があるもののうち、四肢の麻痺及び寝たきりの状態にあるもの並びに知的障が

い又は精神障がいにより行動上著しい困難を有する人に、居宅介護、重度訪問介護、同

行援護、行動援護、生活介護、短期入所、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援及び

共同生活援助のサービスを包括的に行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

重度障害者等包括支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用時間（時間 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑤ 同行援護
視覚障がいにより、移動が著しく困難な人に、外出時の移動に必要な情報の提供や移

動の援護などを行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

同行援護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用時間（時間 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み



（２）日中活動系サービス

① 生活介護
常に介護を必要とする人に、施設で入浴、排せつ、食事の介護等を行うとともに、創

作的活動又は生産活動の機会の提供を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○事業所への情報提供やサービスの質の向上に向けた支援を行い見込量の確保に努めます。

生活介護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

【重度障害者について 利用人数（人 月）】

生活介護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  強度行動障害者

  高次脳機能障害者

  
医療的ケアを必要と
する障害者

② 自立訓練（機能訓練・生活訓練）

②－１ 機能訓練
障がい者支援施設等又は自宅を訪問して行う理学療法、作業療法その他必要なリハビ

リテーションを通して、身体機能又は生活能力の維持、向上等の訓練を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○利用期間が限定されていることから、実績を踏まえて必要最小限の見込みとします。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

自立訓練
（機能訓練）

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

②－２ 生活訓練
障がい者支援施設等又は自宅を訪問して行う入浴、排せつ、食事等に関する自立した

日常生活を営むために必要な訓練、生活に関する相談及び助言を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

自立訓練
（生活訓練）

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

③ 宿泊型自立訓練
障がい者支援施設等の居室などの設備を使いながら、自立した日常生活を営むことが

できるよう、夜間や休日に家事等の日常生活能力を向上させる支援や生活相談などの支

援を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

宿泊型自立訓練
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

④ 就労選択支援
就労アセスメントの手法を活用して、本人の就労能力や適性、配慮事項などを整理し、

本人の希望に応じて、能力などに合致した一般就労と福祉サービスの事業所の選択を可

能にするものです。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○就労系サービスの実績などを勘案して、第７期計画の利用人数を見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整をします。

就労選択支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和 年度より施行予定



（２）日中活動系サービス

① 生活介護
常に介護を必要とする人に、施設で入浴、排せつ、食事の介護等を行うとともに、創

作的活動又は生産活動の機会の提供を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○事業所への情報提供やサービスの質の向上に向けた支援を行い見込量の確保に努めます。

生活介護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

【重度障害者について 利用人数（人 月）】

生活介護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  強度行動障害者

  高次脳機能障害者

  
医療的ケアを必要と
する障害者

② 自立訓練（機能訓練・生活訓練）

②－１ 機能訓練
障がい者支援施設等又は自宅を訪問して行う理学療法、作業療法その他必要なリハビ

リテーションを通して、身体機能又は生活能力の維持、向上等の訓練を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○利用期間が限定されていることから、実績を踏まえて必要最小限の見込みとします。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

自立訓練
（機能訓練）

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

②－２ 生活訓練
障がい者支援施設等又は自宅を訪問して行う入浴、排せつ、食事等に関する自立した

日常生活を営むために必要な訓練、生活に関する相談及び助言を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

自立訓練
（生活訓練）

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

③ 宿泊型自立訓練
障がい者支援施設等の居室などの設備を使いながら、自立した日常生活を営むことが

できるよう、夜間や休日に家事等の日常生活能力を向上させる支援や生活相談などの支

援を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

宿泊型自立訓練
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

④ 就労選択支援
就労アセスメントの手法を活用して、本人の就労能力や適性、配慮事項などを整理し、

本人の希望に応じて、能力などに合致した一般就労と福祉サービスの事業所の選択を可

能にするものです。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○就労系サービスの実績などを勘案して、第７期計画の利用人数を見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整をします。

就労選択支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和 年度より施行予定



⑤ 就労移行支援
就労を希望する方に、概ね２年間の期間を設定し、一般企業等への就労に向け、生産

活動やその他の活動の機会を提供し、必要な知識及び能力の訓練を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○町外の事業所を希望する場合でも、交通費助成などの支援を行うことでサービス利用に繋

げます。

就労移行支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

⑥ 就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）

⑥－１ 就労継続支援Ａ型 雇用型
就労移行支援事業により一般企業への雇用が結びつかなかった方、特別支援学校を卒

業して雇用に結びつかなかった方などを対象に、事業者と雇用関係を結び、就労の機会

の提供を受け、生産活動その他の活動の機会を通じ、知識や能力の向上のために必要な

訓練等を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○町外の事業所を希望する場合でも、交通費助成などの支援を行うことでサービス利用に繋

げます。

就労継続支援
（ 型）

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑥－２ 就労継続支援Ｂ型 非雇用型
一般企業等での就労経験はあるが、年齢や体力の面から就労が困難な障がいのある方

の中で、再び雇用の場に戻ることを希望する障がいのある方に対して、継続した就労の

機会を提供し、生産活動その他の活動の機会を通じて、知識や能力の向上のために必要

な訓練等を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○町外の事業所を希望する場合でも、交通費助成などの支援を行うことでサービス利用に繋

げます。

就労継続支援
（Ｂ型）

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

⑦ 就労定着支援
一般就労へ移行した方について、就労に伴う生活面の課題に対し、就労の継続を図る

ために企業・自宅等への訪問や来所により必要な連絡調整や指導・助言等を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○令和８年度における一般就労への移行等の目標値に基づき、次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

就労定着支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み



⑤ 就労移行支援
就労を希望する方に、概ね２年間の期間を設定し、一般企業等への就労に向け、生産

活動やその他の活動の機会を提供し、必要な知識及び能力の訓練を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○町外の事業所を希望する場合でも、交通費助成などの支援を行うことでサービス利用に繋

げます。

就労移行支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

⑥ 就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）

⑥－１ 就労継続支援Ａ型 雇用型
就労移行支援事業により一般企業への雇用が結びつかなかった方、特別支援学校を卒

業して雇用に結びつかなかった方などを対象に、事業者と雇用関係を結び、就労の機会

の提供を受け、生産活動その他の活動の機会を通じ、知識や能力の向上のために必要な

訓練等を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○町外の事業所を希望する場合でも、交通費助成などの支援を行うことでサービス利用に繋

げます。

就労継続支援
（ 型）

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑥－２ 就労継続支援Ｂ型 非雇用型
一般企業等での就労経験はあるが、年齢や体力の面から就労が困難な障がいのある方

の中で、再び雇用の場に戻ることを希望する障がいのある方に対して、継続した就労の

機会を提供し、生産活動その他の活動の機会を通じて、知識や能力の向上のために必要

な訓練等を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○町外の事業所を希望する場合でも、交通費助成などの支援を行うことでサービス利用に繋

げます。

就労継続支援
（Ｂ型）

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

⑦ 就労定着支援
一般就労へ移行した方について、就労に伴う生活面の課題に対し、就労の継続を図る

ために企業・自宅等への訪問や来所により必要な連絡調整や指導・助言等を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○令和８年度における一般就労への移行等の目標値に基づき、次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

就労定着支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み



⑧ 療養介護
医療を必要とし、常時介護を必要とする障がいのある方で一定以上の障害支援区分の

方を対象に、病院等において機能訓練、療養上の管理、看護、医学的管理のもとでの介

護や日常生活上のサービスを行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績や支援ケースを踏まえて次のように見込みます。

○町外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保しています。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

療養介護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

⑨ 短期入所
障がいのある方を対象に、介助者の疾病等の理由により障がいのある方の介助ができ

なくなった場合、施設に短期間入所し、入浴、排せつ、食事等の介護を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

短期入所
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

【重度障害者について 利用人数（人 月）】

短期入所
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  強度行動障害者

  高次脳機能障害者

  
医療的ケアを必要と
する障害者

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

（３）居住系サービス

① 自立生活援助
障がい者支援施設やグループホーム等から一人暮らしへの移行を希望する方に、本人

の意思を尊重した地域生活を支援するため、定期的な巡回訪問（助言や医療機関等との

連絡調整）や、利用者からの相談・要請に応じた随時の対応（訪問、電話、メール等）に

より必要なサービスを行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○地域移行支援サービス、地域定着支援サービスの利用見込みを踏まえて、次のように見込み

ます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

自立生活援助
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

② 共同生活援助（グループホーム）
グループホームは、主に夜間において、共同生活を営む住居で相談、入浴、排せつま

たは食事の介護、その他の日常生活上の援助を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

共同生活援助
（グループホーム）

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

【重度障害者について 利用人数（人 月）】

共同生活援助
（グループホーム）

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  強度行動障害者

  高次脳機能障害者

  
医療的ケアを必要と
する障害者



⑧ 療養介護
医療を必要とし、常時介護を必要とする障がいのある方で一定以上の障害支援区分の

方を対象に、病院等において機能訓練、療養上の管理、看護、医学的管理のもとでの介

護や日常生活上のサービスを行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績や支援ケースを踏まえて次のように見込みます。

○町外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保しています。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

療養介護
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

⑨ 短期入所
障がいのある方を対象に、介助者の疾病等の理由により障がいのある方の介助ができ

なくなった場合、施設に短期間入所し、入浴、排せつ、食事等の介護を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

短期入所
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

【重度障害者について 利用人数（人 月）】

短期入所
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  強度行動障害者

  高次脳機能障害者

  
医療的ケアを必要と
する障害者

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

（３）居住系サービス

① 自立生活援助
障がい者支援施設やグループホーム等から一人暮らしへの移行を希望する方に、本人

の意思を尊重した地域生活を支援するため、定期的な巡回訪問（助言や医療機関等との

連絡調整）や、利用者からの相談・要請に応じた随時の対応（訪問、電話、メール等）に

より必要なサービスを行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○地域移行支援サービス、地域定着支援サービスの利用見込みを踏まえて、次のように見込み

ます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

自立生活援助
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

② 共同生活援助（グループホーム）
グループホームは、主に夜間において、共同生活を営む住居で相談、入浴、排せつま

たは食事の介護、その他の日常生活上の援助を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

共同生活援助
（グループホーム）

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

【重度障害者について 利用人数（人 月）】

共同生活援助
（グループホーム）

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  強度行動障害者

  高次脳機能障害者

  
医療的ケアを必要と
する障害者



③ 施設入所支援
夜間等に介護を必要とする障がいのある方や、「自立訓練」、「就労移行支援」を利用し

ている障がいのある方の中で単身の生活が困難である方、地域の都合により通所が困難

な方を対象に、夜間における居住の場を提供し、入浴や食事等の日常生活上の支援を行

います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○令和８年度における地域生活への移行の目標値に基づき、次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

施設入所支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

（４）計画相談支援等

① 計画相談支援
障害福祉サービス等の利用開始や継続に際して、障がい者の心身の状況、その置かれ

ている環境等を勘案して、必要となるサービス等利用計画を作成するとともに、定期的

にサービス等の利用状況の検証及び計画の見直し等を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、今後も相談業務

の増加が見込まれるため、新規事業所の開設などの把握に努めます。

計画相談支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

② 地域移行支援
障がい者支援施設等の施設に入所している障がい者又は精神科病院に入院している精

神障がい者につき、住居の確保やその他の地域における生活に移行するための活動に関

する相談等のサービスを行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○アンケート結果や施設入所者等の状況を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

地域移行支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み



③ 施設入所支援
夜間等に介護を必要とする障がいのある方や、「自立訓練」、「就労移行支援」を利用し

ている障がいのある方の中で単身の生活が困難である方、地域の都合により通所が困難

な方を対象に、夜間における居住の場を提供し、入浴や食事等の日常生活上の支援を行

います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○令和８年度における地域生活への移行の目標値に基づき、次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

施設入所支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

（４）計画相談支援等

① 計画相談支援
障害福祉サービス等の利用開始や継続に際して、障がい者の心身の状況、その置かれ

ている環境等を勘案して、必要となるサービス等利用計画を作成するとともに、定期的

にサービス等の利用状況の検証及び計画の見直し等を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、今後も相談業務

の増加が見込まれるため、新規事業所の開設などの把握に努めます。

計画相談支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

② 地域移行支援
障がい者支援施設等の施設に入所している障がい者又は精神科病院に入院している精

神障がい者につき、住居の確保やその他の地域における生活に移行するための活動に関

する相談等のサービスを行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○アンケート結果や施設入所者等の状況を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

地域移行支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み



③ 地域定着支援
居宅において、単身のために地域生活が不安定な方等に対し、常時の連絡体制を確保

し、障がいの特性により生じる地域生活における課題について、相談や訪問等を行いま

す。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○アンケート結果等を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

地域定着支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

（５）障害児通所支援

① 児童発達支援
集団療育及び個別療育を行う必要があると認められる未就学の障がいのある子どもに

ついて、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与及び集団生活への適応

訓練等の支援を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

児童発達支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

② 医療型児童発達支援
肢体不自由があり、理学療法等の機能訓練又は医療的管理下での支援が必要と認めら

れた障がいのある子どもについて、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の

付与及び集団生活への適応訓練等を行うとともに治療も行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○今後の利用ニーズ等を踏まえて次のように見込みます。また、事業所への情報提供やサービ

スの質の向上に向けた支援を行い見込量の確保に努めます。

医療型児童発達支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み



③ 地域定着支援
居宅において、単身のために地域生活が不安定な方等に対し、常時の連絡体制を確保

し、障がいの特性により生じる地域生活における課題について、相談や訪問等を行いま

す。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○アンケート結果等を踏まえて次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

地域定着支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

（５）障害児通所支援

① 児童発達支援
集団療育及び個別療育を行う必要があると認められる未就学の障がいのある子どもに

ついて、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与及び集団生活への適応

訓練等の支援を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

児童発達支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

② 医療型児童発達支援
肢体不自由があり、理学療法等の機能訓練又は医療的管理下での支援が必要と認めら

れた障がいのある子どもについて、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の

付与及び集団生活への適応訓練等を行うとともに治療も行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○今後の利用ニーズ等を踏まえて次のように見込みます。また、事業所への情報提供やサービ

スの質の向上に向けた支援を行い見込量の確保に努めます。

医療型児童発達支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み



③ 放課後等デイサービス
就学している障がいのある児童・生徒について、授業の終了後又は学校の休業日に、児童

発達支援センター等に通い、生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流の促進等の

支援を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

放課後等
デイサービス

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

④ 保育所等訪問支援
保育所等を訪問し、障がいのある子どもに対して、障がいのある子ども以外の子どもとの

集団生活への適応のために専門的な支援その他必要な支援を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○関係機関が連携し、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

保育所等訪問支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑤ 居宅訪問型児童発達支援
重度の障がい等により外出が困難な障がいのある子どもに対して、居宅を訪問して、発達

支援（日常生活における基本的な動作の指導、知識技術の付与及び生活能力の向上のために

必要な訓練）を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○医療的ケア児の人数などを勘案して次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

居宅訪問型
児童発達支援

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み



③ 放課後等デイサービス
就学している障がいのある児童・生徒について、授業の終了後又は学校の休業日に、児童

発達支援センター等に通い、生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流の促進等の

支援を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、引き続き町内に

事業者の参入の促進をすることで、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

放課後等
デイサービス

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

④ 保育所等訪問支援
保育所等を訪問し、障がいのある子どもに対して、障がいのある子ども以外の子どもとの

集団生活への適応のために専門的な支援その他必要な支援を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○関係機関が連携し、サービスを利用しやすい環境作りに努めます。

保育所等訪問支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑤ 居宅訪問型児童発達支援
重度の障がい等により外出が困難な障がいのある子どもに対して、居宅を訪問して、発達

支援（日常生活における基本的な動作の指導、知識技術の付与及び生活能力の向上のために

必要な訓練）を行います。

【サービス見込量及び確保のための方策】

○医療的ケア児の人数などを勘案して次のように見込みます。

○利用を希望する方がいる場合は、サービスを受けられるように関係事業所と調整します。

○新規のサービス事業所開設などの把握に努めます。

居宅訪問型
児童発達支援

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用日数（人日 月）

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み



（６）障害児相談支援

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、今後も相談業務

の増加が見込まれるため、新規事業所の開設などの把握に努めます。

障害児相談支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

障がいのある児童について、障害児通所支援を利用するため、児童の心身の状況や

環境、児童又はその保護者のサービス利用についての意向等に基づいた障害児支援

利用計画の作成とサービスの利用状況の検証及び計画の見直し等を行います。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

第４節 地域生活支援事業の見込みと確保策

① 相談支援事業
障がいのある方が自立した日常生活または社会生活を送れることを目的に、障がいの

ある方自身や家族の方、介護を行う方などからの相談を総合的に受け付け、障害福祉サ

ービスに関する情報の提供や利用の援助、権利擁護のための必要な援助を行います。

【サービス見込】

○基幹相談支援センターの設置の検討も含め、相談支援体制の強化を進めます。

相談支援事業
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  実施の有無 実施 実施 実施 実実施施 実実施施 実実施施

※令和５年度は見込

基幹相談支援
センターの設置

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  実施の有無 検討 検討 未実施 検検討討 検検討討 実実施施

※令和５年度は見込

② 理解促進研修・啓発事業
障がいのある方が日常生活及び社会生活をする上で生じる「社会的障壁」をなくすた

め、地域住民の方に障がいのある方への理解を深めるための研修等を実施します。

【サービス見込】

○広報やホームページ等を活用して普及啓発を行います。

理解促進研修・
啓発事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  実施の有無 実施 実施 実施 実実施施 実実施施 実実施施

※令和５年度は見込



（６）障害児相談支援

【サービス見込量及び確保のための方策】

○実績やアンケート結果を踏まえて次のように見込みます。

○町内外の事業所を利用することで現在のサービス量を確保していますが、今後も相談業務

の増加が見込まれるため、新規事業所の開設などの把握に努めます。

障害児相談支援
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 月）

※令和５年度は見込み

障がいのある児童について、障害児通所支援を利用するため、児童の心身の状況や

環境、児童又はその保護者のサービス利用についての意向等に基づいた障害児支援

利用計画の作成とサービスの利用状況の検証及び計画の見直し等を行います。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

第４節 地域生活支援事業の見込みと確保策

① 相談支援事業
障がいのある方が自立した日常生活または社会生活を送れることを目的に、障がいの

ある方自身や家族の方、介護を行う方などからの相談を総合的に受け付け、障害福祉サ

ービスに関する情報の提供や利用の援助、権利擁護のための必要な援助を行います。

【サービス見込】

○基幹相談支援センターの設置の検討も含め、相談支援体制の強化を進めます。

相談支援事業
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  実施の有無 実施 実施 実施 実実施施 実実施施 実実施施

※令和５年度は見込

基幹相談支援
センターの設置

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  実施の有無 検討 検討 未実施 検検討討 検検討討 実実施施

※令和５年度は見込

② 理解促進研修・啓発事業
障がいのある方が日常生活及び社会生活をする上で生じる「社会的障壁」をなくすた

め、地域住民の方に障がいのある方への理解を深めるための研修等を実施します。

【サービス見込】

○広報やホームページ等を活用して普及啓発を行います。

理解促進研修・
啓発事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  実施の有無 実施 実施 実施 実実施施 実実施施 実実施施

※令和５年度は見込



③ 自発的活動支援事業
障がいのある方やその家族、地域住民等が地域で自発的に行う活動を支援します。

【サービス見込】

○障がいのある方やその家族、地域住民等による地域で自発的な取組を行う団体の活動につ

いて助成を行います。

自発的活動支援
事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  実施の有無 実施 実施 実施 実実施施 実実施施 実実施施

※令和５年度は見込

④ 成年後見制度利用支援事業
成年後見制度の利用が有効と認められる知的障がいや精神障がいのある方に対して、

成年後見制度の利用を支援して権利の擁護を図ります。

【サービス見込】

○実績を踏まえて次のように見込みます。

成年後見制度
利用支援事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 年）

※令和５年度は見込

⑤ 成年後見制度法人後見支援事業
成年後見制度における法人後見活動を支援するため、実施団体に対する研修、安定的

な実施のための組織体制の構築、専門職による支援体制の構築等を図ります。

【サービス見込】

○近隣市町との合同開催を含めてどのような支援体制が適切か検討します。

成年後見制度
法人後見支援事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  実施の有無 検討 検討 未実施 検検討討 検検討討 実実施施

※令和５年度は見込

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑥ 意思疎通支援事業

⑥－１ 手話通訳者・要約筆記者派遣事業
聴覚、言語機能、音声機能などの障がいのため、意思の疎通が困難な障がいのある方

に対して手話通訳者、要約筆記者の派遣を行い、障がいのある方とその周りの人との意

思疎通を円滑なものにするよう努めます。

⑥－２ 手話奉仕員養成研修事業
聴覚障がいのある方との交流活動の促進、町の広報活動などの支援者として期待され

る手話奉仕員（日常会話程度の手話表現技術を取得した者）の養成研修を行います。

⑥－３ 手話通訳者設置事業
手話を必要とする聴覚障がい者に対応できるよう、町役場等への手話通訳者の設置を

検討します。

【サービス見込量】

○手話通訳者・要約筆記者派遣事業、手話奉仕員養成研修事業については、実績を踏まえて次

のように見込みます。手話通訳者設置事業については、実施に向けた検討を行います。

意思疎通支援事業
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  
手話通訳者・要約筆記
者派遣事業実利用人数

（人／月）

  
手話奉仕員養成研修事業

人

  手話通訳者設置事業 検討 検討 未実施 検討 検討 実施

※令和５年度は見込み



③ 自発的活動支援事業
障がいのある方やその家族、地域住民等が地域で自発的に行う活動を支援します。

【サービス見込】

○障がいのある方やその家族、地域住民等による地域で自発的な取組を行う団体の活動につ

いて助成を行います。

自発的活動支援
事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  実施の有無 実施 実施 実施 実実施施 実実施施 実実施施

※令和５年度は見込

④ 成年後見制度利用支援事業
成年後見制度の利用が有効と認められる知的障がいや精神障がいのある方に対して、

成年後見制度の利用を支援して権利の擁護を図ります。

【サービス見込】

○実績を踏まえて次のように見込みます。

成年後見制度
利用支援事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用人数（人 年）

※令和５年度は見込

⑤ 成年後見制度法人後見支援事業
成年後見制度における法人後見活動を支援するため、実施団体に対する研修、安定的

な実施のための組織体制の構築、専門職による支援体制の構築等を図ります。

【サービス見込】

○近隣市町との合同開催を含めてどのような支援体制が適切か検討します。

成年後見制度
法人後見支援事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  実施の有無 検討 検討 未実施 検検討討 検検討討 実実施施

※令和５年度は見込

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑥ 意思疎通支援事業

⑥－１ 手話通訳者・要約筆記者派遣事業
聴覚、言語機能、音声機能などの障がいのため、意思の疎通が困難な障がいのある方

に対して手話通訳者、要約筆記者の派遣を行い、障がいのある方とその周りの人との意

思疎通を円滑なものにするよう努めます。

⑥－２ 手話奉仕員養成研修事業
聴覚障がいのある方との交流活動の促進、町の広報活動などの支援者として期待され

る手話奉仕員（日常会話程度の手話表現技術を取得した者）の養成研修を行います。

⑥－３ 手話通訳者設置事業
手話を必要とする聴覚障がい者に対応できるよう、町役場等への手話通訳者の設置を

検討します。

【サービス見込量】

○手話通訳者・要約筆記者派遣事業、手話奉仕員養成研修事業については、実績を踏まえて次

のように見込みます。手話通訳者設置事業については、実施に向けた検討を行います。

意思疎通支援事業
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  
手話通訳者・要約筆記
者派遣事業実利用人数

（人／月）

  
手話奉仕員養成研修事業

人

  手話通訳者設置事業 検討 検討 未実施 検討 検討 実施

※令和５年度は見込み



⑦ 日常生活用具給付等事業
重度の身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者・障がいのある児童を対象に、日

常生活に必要な用具を給付または貸与します。

【サービス見込量】

○実績を踏まえて次のように見込みます。

日常生活用具
給付等事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  
介護・訓練支援用具
（件／年）

  
自立生活支援用具
（件／年）

  
在宅療養等支援用具
（件／年）

  
情報・意思疎通
支援用具
（件／年）

  
排泄管理支援用具
（件／年）

  
住宅改修費
（件／年）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑧ 移動支援事業
屋外での移動が困難な障がいのある方に対して、社会生活上に必要な外出及び研修へ

の出席等の社会参加のための外出の際の支援を行います。提供に際しては、個別支援型・

グループ支援型での対応を図ります。

【サービス見込量】

○実績を踏まえて次のように見込みます。

移動支援事業
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  事業所数

  
利用人数

（人／月）

  
利用時間

（時間／月）

※令和５年度は見込み

⑨ 地域活動支援センター事業
地域活動支援センターにおいて創作活動の場や生産活動の機会の提供を行い、身体障

がい者・知的障がい者・精神障がい者が通うことによって、地域生活の支援を行います。

【サービス見込量】

○実績を踏まえて次のように見込みます。

地域活動支援
センター事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  

施設
か所

  人

※令和５年度は見込み



⑦ 日常生活用具給付等事業
重度の身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者・障がいのある児童を対象に、日

常生活に必要な用具を給付または貸与します。

【サービス見込量】

○実績を踏まえて次のように見込みます。

日常生活用具
給付等事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  
介護・訓練支援用具
（件／年）

  
自立生活支援用具
（件／年）

  
在宅療養等支援用具
（件／年）

  
情報・意思疎通
支援用具
（件／年）

  
排泄管理支援用具
（件／年）

  
住宅改修費
（件／年）

※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑧ 移動支援事業
屋外での移動が困難な障がいのある方に対して、社会生活上に必要な外出及び研修へ

の出席等の社会参加のための外出の際の支援を行います。提供に際しては、個別支援型・

グループ支援型での対応を図ります。

【サービス見込量】

○実績を踏まえて次のように見込みます。

移動支援事業
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  事業所数

  
利用人数

（人／月）

  
利用時間

（時間／月）

※令和５年度は見込み

⑨ 地域活動支援センター事業
地域活動支援センターにおいて創作活動の場や生産活動の機会の提供を行い、身体障

がい者・知的障がい者・精神障がい者が通うことによって、地域生活の支援を行います。

【サービス見込量】

○実績を踏まえて次のように見込みます。

地域活動支援
センター事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  

施設
か所

  人

※令和５年度は見込み



⑩ 福祉ホーム事業
家庭環境や住宅事情等の理由により、居宅での生活が困難と思われる障がいのある方

に対して、居室等設備の利用を低額な料金で提供し、地域生活の支援を行います。

【サービス見込量】

○実績を踏まえて次のように見込みます。

福祉ホーム事業
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用者数（人／年）

※令和５年度は見込み

⑪ 訪問入浴サービス事業
入浴困難な在宅の障がいのある方に対し、身体の清潔の保持、心身機能の維持を図り、

入浴の介護を行います。

【サービス見込量】

○実績を踏まえて次のように見込みます。

訪問入浴サービス事業
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用者数（人／月）
※令和５年度は見込み

⑫ 日中一時支援事業
在宅で介護をしている家族の就労及び一時的な休息のため、見守り等の支援が必要と

認められる障がいのある方の日中における活動の場の提供や介護等を行います。

【サービス見込量】

○利用の希望が多いことから、次のように見込みます。

日中一時支援事業
第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用者数（人／月）
※令和５年度は見込み

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑬ 自動車運転免許取得費及び自動車改造費助成事業
障がいのある方が自動車運転免許の取得及び自動車を改造する際に要する費用の一部

を助成することで、障がいのある方の社会参加を促進します。

【サービス見込量】

○実績を踏まえて、次のように見込みます。

自動車運転免許
取得費及び自動車
改造費助成事業

第６期計画［実績］ 第７期計画［見込み］

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

  利用者数（人／年）

※令和５年度は見込み



⑩ 福祉ホーム事業
家庭環境や住宅事情等の理由により、居宅での生活が困難と思われる障がいのある方

に対して、居室等設備の利用を低額な料金で提供し、地域生活の支援を行います。
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第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑬ 自動車運転免許取得費及び自動車改造費助成事業
障がいのある方が自動車運転免許の取得及び自動車を改造する際に要する費用の一部
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第５節 その他障害福祉サービス

① 自立支援医療費の支給
自立支援医療は、自立した日常生活・社会生活を営むために必要な心身の障がいの除

去、軽減を図る医療であり、次の３つにより構成されています。医療費の一部を支給し、

自己負担分を軽減する制度で、引き続き実施に努めます。

自立支援医療の構成 内容

育成医療

身体障がいのある児童（１８歳未満）で、その障がいを除去・軽

減する手術等の治療によって確実に効果が期待できる者に対し

て提供される、生活の能力を得るために必要な自立支援医療費の

支給を行うものです。

更生医療

身体障がいのある方（１８歳以上）で、その障がいを除去・軽減

する手術等の治療によって確実に効果が期待できる者に対して

提供される、更生のために必要な自立支援医療費の支給を行うも

のです。

精神通院医療
精神障がいのある方で、通院による精神医療を継続的に要する病

状にある者に対し、その通院医療に係る自立支援医療費の支給を

行うものです。

② 療養介護医療費の支給
医療が必要で、なおかつ常時介護を必要とする身体障がい者が療養介護のサービスを

受けた際に、それに要した医療費の一部支給を行います。

③ 補装具費の支給
補装具は、障がいのある方の身体上の障がいを補い、日常生活や職業生活をしやすく

するために、長期間にわたり継続して使用されるものです。障がいのある方が、補装具

の購入や修理が必要な場合、購入や修理にかかる費用を支給します。

④ 重度心身障害児扶養手当の支給
重度心身障がいのある児童を扶養している人に、手当の支給を行います。

⑤ 難病患者等福祉手当の支給
難病患者の方、又はその介護者の方に対し、手当の支給を行います。

⑥ 紙おむつ給付事業
重度心身障がいのある方で、紙おむつを使用されている方に対して、紙おむつ給付券

の交付を行います。

第４章 障害福祉サービスの充実【障がい福祉計画・障がい児福祉計画】

⑦ 重度心身障害者医療費助成事業
重度心身障がいのある方で、病院で受診時の医療費の自己負担分の助成を行います。

⑧ 軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業
身体障害者手帳の対象とならない１８歳未満の軽度・中等度難聴児に係る補聴器につ

いて、購入費用等の一部の助成を行います。

⑨ 小児慢性特定疾病児童日常生活用具給付事業
日常生活を営むのに著しく支障のある在宅の小児慢性特定疾病児童等に対し、日常生

活の便宜を図ることを目的として、用具を給付します。

⑩ 障がい児者タクシー料金助成事業
電車、バス等の通常の交通機関を利用することが困難な障がい児者に対し、タクシー

を利用する場合に、料金の一部の助成を行います。

⑪ 障がい者交通費助成事業
通所、通院のため電車、バス等の公共交通機関を利用する障がい者に対し、交通費の

一部の助成を行います。
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第５章 計画の推進体制

第５章 計画の推進体制

第１節 推進体制の整備

（１）関係機関・団体との連携強化

保健・福祉施策を推進するにあたっては、行政のみならず、社会福祉協議会や民生・児

童委員、ボランティア団体等関係機関との協働体制が大変重要となります。このため、こ

れら関係機関・団体等との連携を強化し、地域福祉活動の基盤となる体制の整備を進めま

す。

（２）地域社会の理解の促進

計画の推進にあたっては、障がいや障がいのある方に対する住民相互及び地域社会の理

解が不可欠であることから、「共に生き、共に支え合う地域共生社会の実現」に向けた啓

発・広報活動を進めます。

（３）自立支援協議会の活用

障がい者等の福祉、医療、教育又は雇用の関係者及び関係団体、関係機関により構成さ

れる自立支援協議会については、障がい者等への支援体制の整備を図るため、関係機関相

互の連絡を図る必要があります。このため、自立支援協議会においては、地域における障

がい者等への支援体制に関する課題について情報を共有し、関係機関等との連携を図ると

ともに、適切な相談支援体制の在り方や関係機関のネットワーク構築等に関する検討・協

議を行うなど、その活用に向けた取り組みを進めます。

また、「障がい福祉計画」を策定するにあたっては、自立支援協議会の意見を聴くよう

に努めます。

（４）国・県・近隣市町との連携強化

障がいのある方を取り巻く問題の複雑化や多様化の進む中、町単独で実施することが難

しい事業が出てきているのが現状です。このため、今後は近隣の市町をはじめ、障害保健

福祉圏域での広域対応や県との連携を図ることにより、充実した事業の実施体制の整備・

確保に努めます。
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第２節 計画の推進主体

本計画を推進していくにあたっては、住民一人ひとりが地域社会の一員としての自覚を

持ち、地域で担う役割に対して積極的に取り組んでいく協働体制を整備する必要がありま

す。

このため、町が中心となり、関係機関・団体、障がい当事者などと連携をとりながら、

計画の実施を図ります。

第３節 計画の進行管理

（１）計画におけるＰＤＣＡサイクル

ＰＤＣＡサイクルに沿って事業を実施し、各事業の進捗状況及び数値目標の達成状況な

どについて、少なくとも年１回、点検・評価を行います。

ＰＤＣＡサイクルとは、「計画（Ｐｌａｎ）」「実行（Ｄｏ）」「評価（Ｃｈｅｃｋ）」「改

善（Ａｃｔｉｏｎ）」のプロセスを順に実施するマネジメント手法です。

＜ＰＤＣＡサイクルの流れ＞

（２）点検・評価結果の反映

計画の点検・評価を行い、必要な見直しを施策に反映させ、目標の達成に向けた取り組

みを進めます。

計計画画（（ ））
住住民民・・当当事事者者参参加加にによよるる計計画画策策定定

実実行行（（ ））
庁庁内内関関係係各各部部署署やや関関係係機機関関ととのの

連連携携にによよるる事事業業展展開開

評評価価（（ ））
壬壬生生町町障障ががいい者者基基本本計計画画及及びび障障がが
いい福福祉祉計計画画策策定定委委員員会会へへのの報報告告

改改善善（（ＡＡｃｃｔｔｉｉｏｏｎｎ））
施施策策実実施施ににおおけけるる問問題題・・課課題題

へへのの対対応応

資料編
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資 料 編

資料編

第１節 策定経過

年月日 項目 主な内容

令和５年

３月３日

～

３月２４日

計画策定のための

実態調査（アンケート）

【アンケート調査実施】

・対 象：障がい者手帳等所持者等

・配布件数： 件 （無作為抽出）

・方 法：郵送による配布・回収

・回収件数： 件（回収率 ％）

令和５年

７月２４日
第１回策定委員会

・委嘱状交付

・委員長及び委員長職務代理者の選出

・壬生町障がい福祉計画・障がい児福祉計画の策定について

・アンケート調査結果について

・次期計画骨子案について

・今後のスケジュール等について

令和５年

１０月２日
自立支援協議会 ・壬生町障がい福祉計画・障がい児福祉計画（案）について

令和５年

１０月１３

日

第２回策定委員会
・壬生町障がい福祉計画・障がい児福祉計画（案）について

・パブリックコメントの実施について

令和５年

１２月１日

～

令和６年

１月５日

パブリックコメント ・計画案に対する町民意見の募集

令和６年

１月１８日
自立支援協議会

・パブリックコメント結果について

・壬生町障がい福祉計画・障がい児福祉計画（案）について

令和６年

２月８日
第３回策定委員会

・パブリックコメント結果について

・壬生町障がい福祉計画・障がい児福祉計画（案）について
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第１節 策定経過

年月日 項目 主な内容

令和５年

３月３日

～

３月２４日

計画策定のための

実態調査（アンケート）

【アンケート調査実施】

・対 象：障がい者手帳等所持者等

・配布件数： 件 （無作為抽出）

・方 法：郵送による配布・回収

・回収件数： 件（回収率 ％）

令和５年

７月２４日
第１回策定委員会

・委嘱状交付

・委員長及び委員長職務代理者の選出

・壬生町障がい福祉計画・障がい児福祉計画の策定について

・アンケート調査結果について

・次期計画骨子案について

・今後のスケジュール等について

令和５年

１０月２日
自立支援協議会 ・壬生町障がい福祉計画・障がい児福祉計画（案）について

令和５年

１０月１３

日

第２回策定委員会
・壬生町障がい福祉計画・障がい児福祉計画（案）について

・パブリックコメントの実施について

令和５年

１２月１日

～

令和６年

１月５日

パブリックコメント ・計画案に対する町民意見の募集

令和６年

１月１８日
自立支援協議会

・パブリックコメント結果について

・壬生町障がい福祉計画・障がい児福祉計画（案）について

令和６年

２月８日
第３回策定委員会

・パブリックコメント結果について

・壬生町障がい福祉計画・障がい児福祉計画（案）について



第２節 壬生町障がい者基本計画及び障がい福祉計画並びに障がい児
福祉計画策定委員名簿

所 属 名 氏 名 備 考

１ 壬生町医師会 荒川 博 委員長

２ 壬生町民生委員児童委員協議会 甫坂 光男

３ 壬生町自立支援協議会 松野 直之

４ 社会福祉法人せせらぎ会 土田 真希

５ 壬生町身体障害者福祉会 神永 榮

６ 壬生町心身障害児者親の会 臼井 希世子

７ とちぎ訪問看護ステーション みぶ 草部 志保

８ 訪問看護ステーション こころ 粕尾 薫

９ 栃木県県南健康福祉センター 小林 勲

１０ 栃木県栃木健康福祉センター 佐藤 典子

１１ 栃木県立栃木特別支援学校 田中 悦可

１２ 獨協医科大学病院 橋本 富美子

１３ 社会福祉法人壬生町社会福祉協議会 田村 健一

１４ 壬生こども発達支援センター ジニアス 中村 由佳

１５ 壬生町こども発達支援センター ドリームキッズ 神永 久子

事

務

局

住民福祉部長 大垣 勲

住民福祉部健康福祉課長 伊澤 隆

住民福祉部健康福祉課障がい福祉係長 松田 愛子

住民福祉部健康福祉課主査 篠原 智行
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第３節 アンケート調査結果

（１）調査の概要

壬生町障がい者計画及び障がい福祉計画・障がい児福祉計画策定のための実態調査（ア

ンケート）の概要は以下のとおりです。

○ 調査の目的

本調査は、令和６年度から始まる「壬生町障がい者基本計画」、「第７期壬生町障がい福

祉計画」、「第３期障がい児福祉計画」の策定にあたり、障がい者の皆様の実情やニーズを

把握し、その基礎資料とすることを目的とする。

○ 調査の区分

調査対象 配布件数 回収件数 回収率

町内に在住の障害者手帳または自

立支援医療受給者証をお持ちの方、

障害福祉サービス受給者の方から

無作為抽出

件 件 ％

○ 調査の方法

調査票を郵送により配布し、同封の返信用封筒により返送・回収した。

※本人記入方式（本人が記入できない場合は家族及び支援者）

○ 調査の期間

令和５年３月３日（金）～令和５年３月２４日（金）

○ 調査結果をみる際の注意点

●調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点第２位を四捨五入して小数

点第１位までを示しているため、比率が 未満の場合には と表記しています。

また、合計値が ％にならない場合があります。

●複数回答の設問の場合、原則として、その項目に対しての有効回答者の数を基数とし、比

率算出を行っているため、回答比率の合計は ％を超える場合があります。

●図表中の「ｎ」とは、その設問の回答者数を表しています。

●グラフは、見やすさを確保するため、数値の掲載を割愛している場合があります。



第２節 壬生町障がい者基本計画及び障がい福祉計画並びに障がい児
福祉計画策定委員名簿

所 属 名 氏 名 備 考
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３ 壬生町自立支援協議会 松野 直之

４ 社会福祉法人せせらぎ会 土田 真希

５ 壬生町身体障害者福祉会 神永 榮

６ 壬生町心身障害児者親の会 臼井 希世子

７ とちぎ訪問看護ステーション みぶ 草部 志保

８ 訪問看護ステーション こころ 粕尾 薫

９ 栃木県県南健康福祉センター 小林 勲

１０ 栃木県栃木健康福祉センター 佐藤 典子

１１ 栃木県立栃木特別支援学校 田中 悦可

１２ 獨協医科大学病院 橋本 富美子

１３ 社会福祉法人壬生町社会福祉協議会 田村 健一

１４ 壬生こども発達支援センター ジニアス 中村 由佳

１５ 壬生町こども発達支援センター ドリームキッズ 神永 久子

事

務

局

住民福祉部長 大垣 勲

住民福祉部健康福祉課長 伊澤 隆

住民福祉部健康福祉課障がい福祉係長 松田 愛子

住民福祉部健康福祉課主査 篠原 智行
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第３節 アンケート調査結果

（１）調査の概要

壬生町障がい者計画及び障がい福祉計画・障がい児福祉計画策定のための実態調査（ア

ンケート）の概要は以下のとおりです。

○ 調査の目的

本調査は、令和６年度から始まる「壬生町障がい者基本計画」、「第７期壬生町障がい福

祉計画」、「第３期障がい児福祉計画」の策定にあたり、障がい者の皆様の実情やニーズを

把握し、その基礎資料とすることを目的とする。

○ 調査の区分

調査対象 配布件数 回収件数 回収率

町内に在住の障害者手帳または自

立支援医療受給者証をお持ちの方、

障害福祉サービス受給者の方から

無作為抽出

件 件 ％

○ 調査の方法

調査票を郵送により配布し、同封の返信用封筒により返送・回収した。

※本人記入方式（本人が記入できない場合は家族及び支援者）

○ 調査の期間

令和５年３月３日（金）～令和５年３月２４日（金）

○ 調査結果をみる際の注意点

●調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点第２位を四捨五入して小数

点第１位までを示しているため、比率が 未満の場合には と表記しています。

また、合計値が ％にならない場合があります。

●複数回答の設問の場合、原則として、その項目に対しての有効回答者の数を基数とし、比

率算出を行っているため、回答比率の合計は ％を超える場合があります。

●図表中の「ｎ」とは、その設問の回答者数を表しています。

●グラフは、見やすさを確保するため、数値の掲載を割愛している場合があります。



（２）アンケート集計結果（抜粋）

① 現在、一緒に暮らしている人は誰ですか。（いくつでも）

一緒に暮らしている人については、「配偶者（夫又は妻）」が ％、次いで「父母・祖父母・

きょうだい」が ％、「子ども」が ％となっています。

30.5 

49.3 

26.2 

5.0 

3.5 

9.7 

1.7 

0% 20% 40% 60%

父母・祖父母・きょうだい

配偶者（夫又は妻）

子ども

その他

施設などで暮らしている

いない（一人で暮らしている）

無回答 全体 n=538

資 料 編

②② 日日常常生生活活ににおおいいてて、、次次ののここととををどどののよよううににししてていいまますすかか。。①①かからら⑩⑩ののそそれれぞぞれれににおお

答答ええくくだだささいい。。

日常生活において、次のことをどのようにしていますかについては、「一人でできる」は、「ト

イレ」が ％で最も高く、次いで「食事」が ％、「家の中の移動」が ％となってい

ます。

「部分的に介助が必要」は、「外出（買い物・通院など）」が ％で最も高く、次いで「洗

濯・炊事などの家事」が ％、「家族以外の人との意思疎通」が ％となっています。

86.6

87.0

78.6

78.8

58.6

86.2

54.6

72.5

63.2

70.8

8.6

7.6

11.5

13.6

16.5

6.1

25.1

16.0

15.6

11.7

2.8

3.7

6.9

4.6

20.1

3.7

16.9

5.8

16.5

15.4

2.0

1.7

3.0

3.0

4.8

3.9

3.3

5.8

4.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 食事

② トイレ

③ 入浴

④ 着がえ・身だしなみ

⑤ 洗濯・炊事などの家事

⑥ 家の中の移動

⑦ 外出（買い物、

通院など）

⑧ 家族以外の

人との意思疎通

⑨ お金の管理

⑩ 薬の管理

一人でできる 部分的に介助が必要 全面的に介助が必要 無回答



（２）アンケート集計結果（抜粋）

① 現在、一緒に暮らしている人は誰ですか。（いくつでも）

一緒に暮らしている人については、「配偶者（夫又は妻）」が ％、次いで「父母・祖父母・

きょうだい」が ％、「子ども」が ％となっています。

30.5 

49.3 

26.2 

5.0 

3.5 

9.7 

1.7 

0% 20% 40% 60%

父母・祖父母・きょうだい

配偶者（夫又は妻）

子ども

その他

施設などで暮らしている

いない（一人で暮らしている）

無回答 全体 n=538
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②② 日日常常生生活活ににおおいいてて、、次次ののここととををどどののよよううににししてていいまますすかか。。①①かからら⑩⑩ののそそれれぞぞれれににおお

答答ええくくだだささいい。。

日常生活において、次のことをどのようにしていますかについては、「一人でできる」は、「ト

イレ」が ％で最も高く、次いで「食事」が ％、「家の中の移動」が ％となってい

ます。

「部分的に介助が必要」は、「外出（買い物・通院など）」が ％で最も高く、次いで「洗

濯・炊事などの家事」が ％、「家族以外の人との意思疎通」が ％となっています。

86.6

87.0

78.6

78.8

58.6

86.2

54.6

72.5

63.2

70.8

8.6

7.6

11.5

13.6

16.5

6.1

25.1

16.0

15.6

11.7

2.8

3.7

6.9

4.6

20.1

3.7

16.9

5.8

16.5

15.4

2.0

1.7

3.0

3.0

4.8

3.9

3.3

5.8

4.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 食事

② トイレ

③ 入浴

④ 着がえ・身だしなみ

⑤ 洗濯・炊事などの家事

⑥ 家の中の移動

⑦ 外出（買い物、

通院など）

⑧ 家族以外の

人との意思疎通

⑨ お金の管理

⑩ 薬の管理

一人でできる 部分的に介助が必要 全面的に介助が必要 無回答



10.2 

81.4 

3.9 

0.6 

1.3 

1.5 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人で暮らしている

家族と暮らしている

グループホームで暮らしている

福祉施設で暮らしている

病院に入院している

その他

無回答 全体 n=538

③③ ああななたたをを介介助助ししててくくれれるる家家族族でで、、特特にに中中心心ととななっってていいるる方方のの年年齢齢ををおお答答ええくくだだささいい。。

あなたを介助してくれる家族で、特に中心となっている方の年齢については、「 歳以上」が

％で最も高く、次いで「 歳～ 歳」が ％、「 歳～ 歳」が ％となって

います。

④④ ああななたたはは現現在在どどののよよううにに暮暮ららししてていいまますすかか。。（（１１つつののみみ））

現在どのように暮らしていますかについては、「家族と暮らしている」が ％で最も高く、

次いで「一人で暮らしている」が ％、「グループホームで暮らしている」が ％となって

います。

0.0 

0.0 

1.4 

5.9 

18.6 

18.1 

9.5 

9.5 

14.0 

22.2 

0.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

18歳未満

18歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～64歳

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳以上

無回答 全体 n=221
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⑤⑤ ああななたたはは今今後後３３年年以以内内ににどどののよよううなな暮暮ららししををししたたいいとと思思いいまますすかか。。（（１１つつののみみ））

今後３年以内にどのような暮らしをしたいと思いますかについては、「今のまま生活したい」が

％で最も高く、次いで「家族と一緒に生活したい」が ％、「グループホームなどを利用

したい」が ％となっています。

⑥⑥ 希希望望すするる暮暮ららししをを送送るるたためめににはは、、どどののよよううなな支支援援ががああれればばよよいいとと思思いいまますすかか。。

（（いいくくつつででもも））

希望する暮らしを送るためには、どのような支援があればよいと思いますかについては、「経済

的な負担の軽減」が ％で最も高く、次いで「必要な在宅サービスが適切に利用できること」

が ％、「相談対応などの充実」が ％となっています。

66.9 

20.4 

3.2 

1.9 

1.9 

2.0 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80%

今のまま生活したい

家族と一緒に生活したい

グループホームなどを利用したい

福祉施設で暮らしたい

一般の住宅で一人暮らしをしたい

その他

無回答 全体 n=538

25.1 

16.2 

33.1 

13.8 

56.5 

32.5 

14.3 

12.6 

4.8 

12.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

在宅で医療ケアなどが

適切に得られること

障がい者に適した住居の確保

必要な在宅サービスが

適切に利用できること

生活訓練等の充実

経済的な負担の軽減

相談対応等の充実

地域住民等の理解

コミュニケーションに

ついての支援

その他

無回答 全体 n=538
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0.6 

1.3 

1.5 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人で暮らしている

家族と暮らしている

グループホームで暮らしている

福祉施設で暮らしている
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その他

無回答 全体 n=538

③③ ああななたたをを介介助助ししててくくれれるる家家族族でで、、特特にに中中心心ととななっってていいるる方方のの年年齢齢ををおお答答ええくくだだささいい。。

あなたを介助してくれる家族で、特に中心となっている方の年齢については、「 歳以上」が

％で最も高く、次いで「 歳～ 歳」が ％、「 歳～ 歳」が ％となって

います。

④④ ああななたたはは現現在在どどののよよううにに暮暮ららししてていいまますすかか。。（（１１つつののみみ））

現在どのように暮らしていますかについては、「家族と暮らしている」が ％で最も高く、

次いで「一人で暮らしている」が ％、「グループホームで暮らしている」が ％となって

います。

0.0 

0.0 

1.4 

5.9 

18.6 

18.1 

9.5 

9.5 

14.0 

22.2 

0.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

18歳未満

18歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～64歳

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳以上

無回答 全体 n=221

資 料 編

⑤⑤ ああななたたはは今今後後３３年年以以内内ににどどののよよううなな暮暮ららししををししたたいいとと思思いいまますすかか。。（（１１つつののみみ））

今後３年以内にどのような暮らしをしたいと思いますかについては、「今のまま生活したい」が

％で最も高く、次いで「家族と一緒に生活したい」が ％、「グループホームなどを利用

したい」が ％となっています。

⑥⑥ 希希望望すするる暮暮ららししをを送送るるたためめににはは、、どどののよよううなな支支援援ががああれればばよよいいとと思思いいまますすかか。。

（（いいくくつつででもも））

希望する暮らしを送るためには、どのような支援があればよいと思いますかについては、「経済

的な負担の軽減」が ％で最も高く、次いで「必要な在宅サービスが適切に利用できること」

が ％、「相談対応などの充実」が ％となっています。

66.9 

20.4 

3.2 

1.9 

1.9 

2.0 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80%

今のまま生活したい

家族と一緒に生活したい

グループホームなどを利用したい

福祉施設で暮らしたい

一般の住宅で一人暮らしをしたい

その他

無回答 全体 n=538

25.1 

16.2 

33.1 

13.8 

56.5 

32.5 

14.3 

12.6 

4.8 

12.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

在宅で医療ケアなどが

適切に得られること

障がい者に適した住居の確保

必要な在宅サービスが

適切に利用できること

生活訓練等の充実

経済的な負担の軽減

相談対応等の充実

地域住民等の理解

コミュニケーションに

ついての支援

その他

無回答 全体 n=538



⑦⑦ ああななたたはは一一週週間間ににどどのの程程度度外外出出ししまますすかか。。（（１１つつののみみ））

一週間にどの程度外出しますかについては、「一週間に数回外出する」が ％で最も高く、

次いで「毎日外出する」が ％、「めったに外出しない」が ％となっています。

⑧⑧ ああななたたがが外外出出すするる際際のの主主なな同同伴伴者者はは誰誰でですすかか。。（（１１つつののみみ））

外出する際の主な同伴者は誰ですかについては、「一人で外出する」が ％で最も高く、次

いで「配偶者（夫または妻）」が ％、「父母・祖父母・きょうだい」が ％となっていま

す。

38.5 42.4 12.6 3.7 2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=538

毎日外出する 一週間に数回外出する めったに外出しない

まったく外出しない 無回答

14.3 

22.1 

6.8 

4.6 

1.0 

34.4 

16.9 

0% 10% 20% 30% 40%

父母・祖父母・きょうだい

配偶者（夫または妻）

子ども

ホームヘルパーや施設の職員

その他の人（ボランティアなど）

一人で外出する

無回答 全体 n=503

資 料 編

⑨⑨ ああななたたははどどののよよううなな目目的的でで外外出出すするるここととがが多多いいでですすかか。。（（いいくくつつででもも））

あなたはどのような目的で外出することが多いですかについては、「買い物に行く」が ％

で最も高く、次いで「医療機関への受診」が ％、「通勤・通学・通所・通園」が ％と

なっています。

36.8 

9.9 

64.0 

67.6 

20.5 

13.1 

5.0 

30.6 

4.4 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

通勤・通学・通所・通園

訓練やリハビリに行く

医療機関への受診

買い物に行く

友人・知人に会う

趣味やスポーツをする

グループ活動に参加する

散歩に行く

その他

無回答 全体 n=503



⑦⑦ ああななたたはは一一週週間間ににどどのの程程度度外外出出ししまますすかか。。（（１１つつののみみ））

一週間にどの程度外出しますかについては、「一週間に数回外出する」が ％で最も高く、

次いで「毎日外出する」が ％、「めったに外出しない」が ％となっています。

⑧⑧ ああななたたがが外外出出すするる際際のの主主なな同同伴伴者者はは誰誰でですすかか。。（（１１つつののみみ））

外出する際の主な同伴者は誰ですかについては、「一人で外出する」が ％で最も高く、次

いで「配偶者（夫または妻）」が ％、「父母・祖父母・きょうだい」が ％となっていま

す。

38.5 42.4 12.6 3.7 2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=538

毎日外出する 一週間に数回外出する めったに外出しない

まったく外出しない 無回答

14.3 

22.1 

6.8 

4.6 

1.0 

34.4 

16.9 

0% 10% 20% 30% 40%

父母・祖父母・きょうだい

配偶者（夫または妻）

子ども

ホームヘルパーや施設の職員

その他の人（ボランティアなど）

一人で外出する

無回答 全体 n=503

資 料 編

⑨⑨ ああななたたははどどののよよううなな目目的的でで外外出出すするるここととがが多多いいでですすかか。。（（いいくくつつででもも））

あなたはどのような目的で外出することが多いですかについては、「買い物に行く」が ％

で最も高く、次いで「医療機関への受診」が ％、「通勤・通学・通所・通園」が ％と

なっています。

36.8 

9.9 

64.0 

67.6 

20.5 

13.1 

5.0 

30.6 

4.4 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

通勤・通学・通所・通園

訓練やリハビリに行く

医療機関への受診

買い物に行く

友人・知人に会う

趣味やスポーツをする

グループ活動に参加する

散歩に行く

その他

無回答 全体 n=503



⑩⑩ 外外出出すするるととききにに困困るるここととはは何何でですすかか。。（（いいくくつつででもも））

外出するときに困ることについては、「公共交通機関が少ない（ない）」が ％で最も高く、

次いで「道路や駅に階段や段差が多い」が ％、「困ったときにどうすればいいのか心配」が

％となっています。

26.8 

13.6 

24.0 

9.3 

12.6 

4.6 

19.5 

9.9 

13.6 

21.2 

9.3 

24.5 

0% 10% 20% 30% 40%

公共交通機関が少ない（ない）

列車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい

外出先の建物の設備が不便

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

困ったときにどうすればいいのか心配

その他

無回答 全体 n=538

資 料 編

⑪⑪ ああななたたはは、、障障ががいい者者のの就就労労支支援援ととししてて、、どどののよよううななここととがが必必要要だだとと思思いいまますすかか。。

（（いいくくつつででもも））

障がい者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますかについては、「職場の障がい

者理解」が ％で最も高く、次いで「職場の上司や同僚に障がいの理解があること」が ％、

「短時間勤務や勤務日数などの配慮」が ％となっています。

32.2 

16.5 

33.8 

16.2 

40.9 

40.3 

20.4 

23.2 

14.1 

23.0 

19.5 

23.0 

3.5 

32.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤手段の確保

勤務場所におけるバリアフリーなどの配慮

短時間勤務や勤務日数などの配慮

在宅勤務の拡充

職場の障がい者理解

職場の上司や同僚に障がいの理解があること

職場で介助や援助などが受けられること

就労後のフォローなど職場と支援機関の連携

企業ニーズに合った就労訓練

仕事についての職場外での相談対応、支援

職場と家族との連絡調整

生活リズムや家計、体調の管理などの相談

その他

無回答

全体 n=538



⑩⑩ 外外出出すするるととききにに困困るるここととはは何何でですすかか。。（（いいくくつつででもも））

外出するときに困ることについては、「公共交通機関が少ない（ない）」が ％で最も高く、

次いで「道路や駅に階段や段差が多い」が ％、「困ったときにどうすればいいのか心配」が

％となっています。

26.8 

13.6 

24.0 

9.3 

12.6 

4.6 

19.5 

9.9 

13.6 

21.2 

9.3 

24.5 

0% 10% 20% 30% 40%

公共交通機関が少ない（ない）

列車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい

外出先の建物の設備が不便

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

困ったときにどうすればいいのか心配

その他

無回答 全体 n=538

資 料 編

⑪⑪ ああななたたはは、、障障ががいい者者のの就就労労支支援援ととししてて、、どどののよよううななここととがが必必要要だだとと思思いいまますすかか。。

（（いいくくつつででもも））

障がい者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますかについては、「職場の障がい

者理解」が ％で最も高く、次いで「職場の上司や同僚に障がいの理解があること」が ％、

「短時間勤務や勤務日数などの配慮」が ％となっています。

32.2 

16.5 

33.8 

16.2 

40.9 

40.3 

20.4 

23.2 

14.1 

23.0 

19.5 

23.0 

3.5 

32.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤手段の確保

勤務場所におけるバリアフリーなどの配慮

短時間勤務や勤務日数などの配慮

在宅勤務の拡充

職場の障がい者理解

職場の上司や同僚に障がいの理解があること

職場で介助や援助などが受けられること

就労後のフォローなど職場と支援機関の連携

企業ニーズに合った就労訓練

仕事についての職場外での相談対応、支援

職場と家族との連絡調整

生活リズムや家計、体調の管理などの相談

その他

無回答

全体 n=538



⑫⑫ ああななたたはは、、障障ががいいののここととやや福福祉祉ササーービビススななどどにに関関すするる情情報報をを、、どどここかからら知知るるここととがが

多多いいでですすかか。。（（いいくくつつででもも））

障がいのことや福祉サービスなどに関する情報を、どこから知ることが多いですかについては、

「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」が ％で最も高く、次いで「家族や親

せき、友人・知人」が ％、「行政機関の広報誌」が ％となっています。

36.8 

28.4 

20.6 

31.2 

15.6 

2.2 

22.5 

11.5 

2.0 

3.9 

7.4 

8.7 

2.0 

10.2 

0% 20% 40% 60% 80%

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース

行政機関の広報誌

インターネット

家族や親せき、友人・知人

サービス事業所の人や施設職員

障がい者団体や家族会（団体の機関紙など）

かかりつけの医師や看護師

病院のケースワーカーや介護保険のケアマネージャー

民生委員・児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生

相談支援事業所などの民間の相談窓口

行政機関の相談窓口

その他

無回答

全体 n=538

資 料 編

⑬⑬ ああななたたはは、、次次ののササーービビススをを利利用用ししてていいまますすかか。。ままたた、、今今後後利利用用ししたたいいとと考考ええまますすかか。。

（（１１～～２２６６ののそそれれぞぞれれににつついいてて、、「「現現在在のの利利用用状状況況」」とと「「今今後後３３年年以以内内のの利利用用予予定定」」

のの両両方方ををおお答答ええくくだだささいい。。））

現在のサービスの利用状況については、「利用している」では「放課後等デイサービス」が ％

で最も高く、次いで「障がい児相談支援」が ％、「児童発達支援」が ％となっています。

■現在の利用状況

利用して
いる	

利用して
いない

無回答

①　居宅介護（ホームヘルプ） 3.7％ 71.7％ 24.5％

②　重度訪問介護 0.7％ 71.7％ 27.5％

③　同行援護 1.1％ 70.3％ 28.6％

④　行動援護 1.1％ 70.4％ 28.4％

⑤　重度障害者等包括支援 0.7％ 72.9％ 26.4％

⑥　施設入所支援 0.6％ 73.2％ 26.2％

⑦　短期入所（ショートステイ） 2.8％ 70.8％ 26.4％

⑧　療養介護 1.3％ 72.3％ 26.4％

⑨　生活介護 3.7％ 70.3％ 26.0％

⑩　自立生活援助 1.7％ 71.7％ 26.6％

⑪　共同生活援助（グループホーム） 3.5％ 68.8％ 27.7％

⑫　自立訓練（機能訓練、生活訓練） 2.8％ 69.3％ 27.9％

⑬　就労移行支援 2.0％ 69.9％ 28.1％

⑭　就労継続支援（Ａ型、Ｂ型） 6.5％ 66.5％ 27.0％

⑮　就労定着支援 2.0％ 69.9％ 28.1％

⑯　計画相談支援 13.8％ 57.6％ 28.6％

⑰　地域移行支援 0.9％ 69.5％ 29.6％

⑱　地域定着支援 1.5％ 68.4％ 30.1％

⑲　児童発達支援 19.5％ 65.9％ 14.6％

⑳　医療型児童発達支援 2.4％ 82.9％ 14.6％

㉑　放課後等デイサービス 68.3％ 26.8％ 4.9％

㉒　障がい児相談支援 48.8％ 31.7％ 19.5％

㉓　居宅訪問型児童発達支援 0.0％ 82.9％ 17.1％

㉔　保育所等訪問支援 2.4％ 80.5％ 17.1％

㉕　福祉型障害児入所施設 0.0％ 82.9％ 17.1％

㉖　医療型障害児入所施設 0.0％ 82.9％ 17.1％



⑫⑫ ああななたたはは、、障障ががいいののここととやや福福祉祉ササーービビススななどどにに関関すするる情情報報をを、、どどここかからら知知るるここととがが

多多いいでですすかか。。（（いいくくつつででもも））

障がいのことや福祉サービスなどに関する情報を、どこから知ることが多いですかについては、

「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」が ％で最も高く、次いで「家族や親

せき、友人・知人」が ％、「行政機関の広報誌」が ％となっています。

36.8 

28.4 

20.6 

31.2 

15.6 

2.2 

22.5 

11.5 

2.0 

3.9 

7.4 

8.7 

2.0 

10.2 

0% 20% 40% 60% 80%

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース

行政機関の広報誌

インターネット

家族や親せき、友人・知人

サービス事業所の人や施設職員

障がい者団体や家族会（団体の機関紙など）

かかりつけの医師や看護師

病院のケースワーカーや介護保険のケアマネージャー

民生委員・児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生

相談支援事業所などの民間の相談窓口

行政機関の相談窓口

その他

無回答

全体 n=538

資 料 編

⑬⑬ ああななたたはは、、次次ののササーービビススをを利利用用ししてていいまますすかか。。ままたた、、今今後後利利用用ししたたいいとと考考ええまますすかか。。

（（１１～～２２６６ののそそれれぞぞれれににつついいてて、、「「現現在在のの利利用用状状況況」」とと「「今今後後３３年年以以内内のの利利用用予予定定」」

のの両両方方ををおお答答ええくくだだささいい。。））

現在のサービスの利用状況については、「利用している」では「放課後等デイサービス」が ％

で最も高く、次いで「障がい児相談支援」が ％、「児童発達支援」が ％となっています。

■現在の利用状況

利用して
いる	

利用して
いない

無回答

①　居宅介護（ホームヘルプ） 3.7％ 71.7％ 24.5％

②　重度訪問介護 0.7％ 71.7％ 27.5％

③　同行援護 1.1％ 70.3％ 28.6％

④　行動援護 1.1％ 70.4％ 28.4％

⑤　重度障害者等包括支援 0.7％ 72.9％ 26.4％

⑥　施設入所支援 0.6％ 73.2％ 26.2％

⑦　短期入所（ショートステイ） 2.8％ 70.8％ 26.4％

⑧　療養介護 1.3％ 72.3％ 26.4％

⑨　生活介護 3.7％ 70.3％ 26.0％

⑩　自立生活援助 1.7％ 71.7％ 26.6％

⑪　共同生活援助（グループホーム） 3.5％ 68.8％ 27.7％

⑫　自立訓練（機能訓練、生活訓練） 2.8％ 69.3％ 27.9％

⑬　就労移行支援 2.0％ 69.9％ 28.1％

⑭　就労継続支援（Ａ型、Ｂ型） 6.5％ 66.5％ 27.0％

⑮　就労定着支援 2.0％ 69.9％ 28.1％

⑯　計画相談支援 13.8％ 57.6％ 28.6％

⑰　地域移行支援 0.9％ 69.5％ 29.6％

⑱　地域定着支援 1.5％ 68.4％ 30.1％

⑲　児童発達支援 19.5％ 65.9％ 14.6％

⑳　医療型児童発達支援 2.4％ 82.9％ 14.6％

㉑　放課後等デイサービス 68.3％ 26.8％ 4.9％

㉒　障がい児相談支援 48.8％ 31.7％ 19.5％

㉓　居宅訪問型児童発達支援 0.0％ 82.9％ 17.1％

㉔　保育所等訪問支援 2.4％ 80.5％ 17.1％

㉕　福祉型障害児入所施設 0.0％ 82.9％ 17.1％

㉖　医療型障害児入所施設 0.0％ 82.9％ 17.1％



今後３年以内のサービスの利用予定については、「今と同じくらい利用する予定」では「放課後等

デイサービス」が ％で最も高く、次いで「児童発達支援」が ％、「就労継続支援（Ａ型、

Ｂ型）」が ％となっています。

また、「利用予定あり」では「障がい児相談支援」が ％で最も高く、次いで「計画相談支援」

が ％、「共同生活援助（グループホーム）」が ％となっています。

■今後の利用意向

今よりも利
用を増や
す予定

今と同じく
らい利用
する予定

今よりも利
用を減ら
す予定

利用予定
がない

無回答

①　居宅介護（ホームヘルプ） 2.2％ 2.4％ 0.2％ 63.2％ 32.0％

②　重度訪問介護 1.7％ 0.4％ 0.0％ 63.9％ 34.0％

③　同行援護 0.6％ 0.4％ 0.0％ 63.9％ 35.1％

④　行動援護 0.9％ 0.6％ 0.0％ 63.6％ 34.9％

⑤　重度障害者等包括支援 0.9％ 0.6％ 0.0％ 63.2％ 35.3％

⑦　短期入所（ショートステイ） 3.0％ 1.3％ 0.2％ 61.5％ 34.0％

⑧　療養介護 0.9％ 0.4％ 0.0％ 63.2％ 35.5％

⑨　生活介護 2.2％ 2.4％ 0.0％ 61.0％ 34.4％

⑩　自立生活援助 1.3％ 0.9％ 0.4％ 62.1％ 35.3％

⑫　自立訓練（機能訓練、生活訓練） 2.2％ 1.5％ 0.7％ 58.7％ 36.8％

⑬　就労移行支援 1.1％ 0.7％ 0.6％ 61.3％ 36.2％

⑭　就労継続支援（Ａ型、Ｂ型） 2.8％ 3.2％ 0.4％ 57.2％ 36.4％

⑮　就労定着支援 2.0％ 1.3％ 0.4％ 60.2％ 36.1％

⑲　児童発達支援 2.4％ 14.6％ 0.0％ 48.8％ 34.1％

⑳　医療型児童発達支援 0.0％ 2.4％ 0.0％ 58.5％ 39.0％

㉑　放課後等デイサービス 7.3％ 51.2％ 4.9％ 7.3％ 29.3％

㉓　居宅訪問型児童発達支援 0.0％ 0.0％ 0.0％ 63.4％ 36.6％

㉔　保育所等訪問支援 4.9％ 0.0％ 0.0％ 56.1％ 39.0％

利用予定
あり

利用予定
がない

無回答

⑥　施設入所支援 1.9％ 63.6％ 34.6％

⑪　共同生活援助（グループホーム） 4.8％ 59.5％ 35.7％

⑯　計画相談支援 11.5％ 51.4％ 37.1％

⑰　地域移行支援 3.4％ 60.6％ 36.1％

⑱　地域定着支援 4.5％ 59.2％ 36.3％

㉒　障がい児相談支援 46.3％ 19.5％ 34.1％

㉕　福祉型障害児入所施設 0.0％ 63.4％ 36.6％

㉖　医療型障害児入所施設 0.0％ 63.4％ 36.6％

資 料 編

⑭⑭ ああななたたはは障障ががいいががああるるここととでで差差別別やや嫌嫌なな思思いいををすするる（（ししたた））ここととががあありりまますすかか。。

（（１１つつののみみ））

障がいがあることで差別や嫌な思いをする（した）ことがありますかについては、「ある」が ％、

「少しある」が ％、「ない」が ％となっています。

⑮⑮ どどののよよううなな場場所所でで差差別別やや嫌嫌なな思思いいををししままししたたかか。。（（いいくくつつででもも））

どのような場所で差別や嫌な思いをしましたかについては、「学校・仕事場」が ％、「外出先」

が ％、「仕事を探すとき」が ％となっています。

16.4 19.5 49.6 14.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=538

ある 少しある ない 無回答

42.5 

22.8 

34.2 

16.1 

19.2 

19.2 

10.4 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校・仕事場

仕事を探すとき

外出先

余暇を楽しむとき

病院などの医療機関

住んでいる地域

その他

無回答 全体 n=193



今後３年以内のサービスの利用予定については、「今と同じくらい利用する予定」では「放課後等

デイサービス」が ％で最も高く、次いで「児童発達支援」が ％、「就労継続支援（Ａ型、

Ｂ型）」が ％となっています。

また、「利用予定あり」では「障がい児相談支援」が ％で最も高く、次いで「計画相談支援」

が ％、「共同生活援助（グループホーム）」が ％となっています。

■今後の利用意向

今よりも利
用を増や
す予定

今と同じく
らい利用
する予定

今よりも利
用を減ら
す予定

利用予定
がない

無回答

①　居宅介護（ホームヘルプ） 2.2％ 2.4％ 0.2％ 63.2％ 32.0％

②　重度訪問介護 1.7％ 0.4％ 0.0％ 63.9％ 34.0％

③　同行援護 0.6％ 0.4％ 0.0％ 63.9％ 35.1％

④　行動援護 0.9％ 0.6％ 0.0％ 63.6％ 34.9％

⑤　重度障害者等包括支援 0.9％ 0.6％ 0.0％ 63.2％ 35.3％

⑦　短期入所（ショートステイ） 3.0％ 1.3％ 0.2％ 61.5％ 34.0％

⑧　療養介護 0.9％ 0.4％ 0.0％ 63.2％ 35.5％

⑨　生活介護 2.2％ 2.4％ 0.0％ 61.0％ 34.4％

⑩　自立生活援助 1.3％ 0.9％ 0.4％ 62.1％ 35.3％

⑫　自立訓練（機能訓練、生活訓練） 2.2％ 1.5％ 0.7％ 58.7％ 36.8％

⑬　就労移行支援 1.1％ 0.7％ 0.6％ 61.3％ 36.2％

⑭　就労継続支援（Ａ型、Ｂ型） 2.8％ 3.2％ 0.4％ 57.2％ 36.4％

⑮　就労定着支援 2.0％ 1.3％ 0.4％ 60.2％ 36.1％

⑲　児童発達支援 2.4％ 14.6％ 0.0％ 48.8％ 34.1％

⑳　医療型児童発達支援 0.0％ 2.4％ 0.0％ 58.5％ 39.0％

㉑　放課後等デイサービス 7.3％ 51.2％ 4.9％ 7.3％ 29.3％

㉓　居宅訪問型児童発達支援 0.0％ 0.0％ 0.0％ 63.4％ 36.6％

㉔　保育所等訪問支援 4.9％ 0.0％ 0.0％ 56.1％ 39.0％

利用予定
あり

利用予定
がない

無回答

⑥　施設入所支援 1.9％ 63.6％ 34.6％

⑪　共同生活援助（グループホーム） 4.8％ 59.5％ 35.7％

⑯　計画相談支援 11.5％ 51.4％ 37.1％

⑰　地域移行支援 3.4％ 60.6％ 36.1％

⑱　地域定着支援 4.5％ 59.2％ 36.3％

㉒　障がい児相談支援 46.3％ 19.5％ 34.1％

㉕　福祉型障害児入所施設 0.0％ 63.4％ 36.6％

㉖　医療型障害児入所施設 0.0％ 63.4％ 36.6％

資 料 編

⑭⑭ ああななたたはは障障ががいいががああるるここととでで差差別別やや嫌嫌なな思思いいををすするる（（ししたた））ここととががあありりまますすかか。。

（（１１つつののみみ））

障がいがあることで差別や嫌な思いをする（した）ことがありますかについては、「ある」が ％、

「少しある」が ％、「ない」が ％となっています。

⑮⑮ どどののよよううなな場場所所でで差差別別やや嫌嫌なな思思いいををししままししたたかか。。（（いいくくつつででもも））

どのような場所で差別や嫌な思いをしましたかについては、「学校・仕事場」が ％、「外出先」

が ％、「仕事を探すとき」が ％となっています。

16.4 19.5 49.6 14.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=538

ある 少しある ない 無回答

42.5 

22.8 

34.2 

16.1 

19.2 

19.2 

10.4 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校・仕事場

仕事を探すとき

外出先

余暇を楽しむとき

病院などの医療機関

住んでいる地域

その他

無回答 全体 n=193



⑯⑯ 成成年年後後見見制制度度ににつついいててごご存存知知でですすかか。。（（１１つつののみみ））

成年後見制度の認知度については、「名前も内容も知らない」が ％で最も高く、次いで「名前を

聞いたことがあるが、内容は知らない」が ％、「名前も内容も知っている」が ％となってい

ます。

⑰⑰ ああななたたはは、、火火事事やや地地震震ななどどのの災災害害時時にに一一人人でで避避難難ででききまますすかか。。（（１１つつののみみ））

火事や地震などの災害時に一人で避難できますかについては、「できる」が ％、「できない」が

％、「わからない」が ％となっています。

⑱⑱ 家家族族がが不不在在のの場場合合やや一一人人暮暮ららししのの場場合合、、近近所所ににああななたたをを助助けけててくくれれるる人人ははいいまますす

かか。。（（１１つつののみみ））

家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所にあなたを助けてくれる人はいますかについては、「い

る」が ％、「いない」が ％、「わからない」が ％となっています。

24.3 27.7 28.6 19.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=538

名前も内容も知っている 名前を聞いたことがあるが、内容は知らない

名前も内容も知らない 無回答

42.6 29.2 22.7 5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=538

できる できない わからない 無回答

32.2 29.4 30.1 8.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=538

いる いない わからない 無回答

資 料 編

⑲⑲ 火火事事やや地地震震ななどどのの災災害害時時にに困困るるここととはは何何でですすかか。。（（いいくくつつででもも））

火事や地震などの災害時に困ることは何ですかについては、「投薬や治療が受けられない」が ％

で最も高く、次いで「避難場所の設備（トイレなど）や生活環境が不安」が ％、「安全なところま

で、迅速に避難することができない」が ％となっています。

⑳⑳ ああななたたはは、、ココミミュュニニケケーーシショョンンにに不不安安をを感感じじるるここととははあありりまますすかか。。（（１１つつののみみ））

コミュニケーションに不安を感じることはありますかについては、「あまりない」が ％で最も

高く、次いで「ときどきある」が ％、「まったくない」が ％となっています。

49.8 

9.7 

10.2 

17.1 

38.7 

23.0 

19.9 

48.9 

3.7 

9.7 

10.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

投薬や治療が受けられない

補装具の使用が困難になる

補装具や日常生活用具の

入手ができなくなる

救助を求めることができない

安全なところまで、迅速に

避難することができない

被害状況、避難場所などの

情報が入手できない

周囲とコミュニケーションがとれない

避難場所の設備（トイレなど）や

生活環境が不安

その他

特にない

無回答 全体 n=538

12.1 25.7 31.0 20.6 10.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=538

かなりある ときどきある あまりない まったくない 無回答



⑯⑯ 成成年年後後見見制制度度ににつついいててごご存存知知でですすかか。。（（１１つつののみみ））

成年後見制度の認知度については、「名前も内容も知らない」が ％で最も高く、次いで「名前を

聞いたことがあるが、内容は知らない」が ％、「名前も内容も知っている」が ％となってい

ます。

⑰⑰ ああななたたはは、、火火事事やや地地震震ななどどのの災災害害時時にに一一人人でで避避難難ででききまますすかか。。（（１１つつののみみ））

火事や地震などの災害時に一人で避難できますかについては、「できる」が ％、「できない」が

％、「わからない」が ％となっています。

⑱⑱ 家家族族がが不不在在のの場場合合やや一一人人暮暮ららししのの場場合合、、近近所所ににああななたたをを助助けけててくくれれるる人人ははいいまますす

かか。。（（１１つつののみみ））

家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所にあなたを助けてくれる人はいますかについては、「い

る」が ％、「いない」が ％、「わからない」が ％となっています。

24.3 27.7 28.6 19.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=538

名前も内容も知っている 名前を聞いたことがあるが、内容は知らない

名前も内容も知らない 無回答

42.6 29.2 22.7 5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=538

できる できない わからない 無回答

32.2 29.4 30.1 8.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=538

いる いない わからない 無回答

資 料 編

⑲⑲ 火火事事やや地地震震ななどどのの災災害害時時にに困困るるここととはは何何でですすかか。。（（いいくくつつででもも））

火事や地震などの災害時に困ることは何ですかについては、「投薬や治療が受けられない」が ％

で最も高く、次いで「避難場所の設備（トイレなど）や生活環境が不安」が ％、「安全なところま

で、迅速に避難することができない」が ％となっています。

⑳⑳ ああななたたはは、、ココミミュュニニケケーーシショョンンにに不不安安をを感感じじるるここととははあありりまますすかか。。（（１１つつののみみ））

コミュニケーションに不安を感じることはありますかについては、「あまりない」が ％で最も

高く、次いで「ときどきある」が ％、「まったくない」が ％となっています。

49.8 

9.7 

10.2 

17.1 

38.7 

23.0 

19.9 

48.9 

3.7 

9.7 

10.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

投薬や治療が受けられない

補装具の使用が困難になる

補装具や日常生活用具の

入手ができなくなる

救助を求めることができない

安全なところまで、迅速に

避難することができない

被害状況、避難場所などの

情報が入手できない

周囲とコミュニケーションがとれない

避難場所の設備（トイレなど）や

生活環境が不安

その他

特にない

無回答 全体 n=538

12.1 25.7 31.0 20.6 10.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=538

かなりある ときどきある あまりない まったくない 無回答



㉑㉑ そそのの相相手手方方ははどどななたたでですすかか。。（（いいくくつつででもも））

コミュニケーションに不安を感じる相手方については、「家族」、「それ以外」が ％でともに最も

高く、次いで「職場（事業所）関係者」が ％、「友人」が ％となっています。

40.9 

28.1 

37.4 

40.9 

6.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族

友人

職場（事業所）関係者

それ以外

無回答 全体 n=203

資 料 編

第４節 用語解説

【あ行】

○意思疎通支援事業（いしそつうしえんじぎょう）

聴覚、言語機能、音声機能、視覚その他の障がいのため、意思疎通を図ることに支障がある障

がい者等に、手話通訳等の方法により、障がい者等とその他の者の意思疎通を仲介する手話通訳

者等の派遣等を行う。

○移動支援事業（いどうしえんじぎょう）

屋外での移動が困難な障がい者又は障がい児について、社会生活上必要不可欠な外出及び研修

への出席等の社会参加のための外出の際の移動支援を行う。

【か行】

○居宅介護（きょたくかいご）

ホームヘルパーが、自宅を訪問して、入浴、排せつ、食事等の介護、調理、洗濯、掃除等の家

事、生活等に関する相談や助言など、生活全般にわたる援助を行う。

○居宅訪問型児童発達支援（きょたくほうもんがたじどうはったつしえん）

重度の障がい等により外出が困難な障がい児に対して、居宅を訪問して、発達支援（日常生活

における基本的な動作の指導、知識技術の付与及び生活能力の向上のために必要な訓練）を行

う。

○グループホーム（ぐるーぷほーむ）

地域社会の中の住宅で、共同で生活を営む知的障がい者や精神障がい者に対し、食事の提供や

金銭管理の援助などの日常生活上の援助や、相談などを行うサービス。

○計画相談支援（けいかくそうだんしえん）

障害福祉サービス又は地域相談支援を利用するすべての障がい者につき、障がい者の心身状況

等を勘案し、利用する障害福祉サービス等に係るサービス等利用計画を作成するとともに、障害

福祉サービス等の利用状況を検証し、サービス等利用計画の見直しを行う。

○高次脳機能障害（こうじのうきのうしょうがい）

交通事故による頭部外傷や脳血管疾患などにより、脳に損傷を受けると、運動機能や感覚機能

だけでなく、言語、思考、記憶、行為、学習、注意など高次の精神機能の低下や喪失が生じる障

がい。

○行動援護（こうどうえんご）

行動に著しい困難を有する知的障がいや精神障がいのある人が、行動する際に生じ得る危険を

回避するために必要な援護、外出時における移動中の介護、排せつ、食事等の介護のほか、行動

する際に必要な援助を行う。



㉑㉑ そそのの相相手手方方ははどどななたたでですすかか。。（（いいくくつつででもも））

コミュニケーションに不安を感じる相手方については、「家族」、「それ以外」が ％でともに最も

高く、次いで「職場（事業所）関係者」が ％、「友人」が ％となっています。
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6.9 
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職場（事業所）関係者

それ以外

無回答 全体 n=203
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第４節 用語解説

【あ行】

○意思疎通支援事業（いしそつうしえんじぎょう）

聴覚、言語機能、音声機能、視覚その他の障がいのため、意思疎通を図ることに支障がある障

がい者等に、手話通訳等の方法により、障がい者等とその他の者の意思疎通を仲介する手話通訳

者等の派遣等を行う。

○移動支援事業（いどうしえんじぎょう）

屋外での移動が困難な障がい者又は障がい児について、社会生活上必要不可欠な外出及び研修

への出席等の社会参加のための外出の際の移動支援を行う。

【か行】

○居宅介護（きょたくかいご）

ホームヘルパーが、自宅を訪問して、入浴、排せつ、食事等の介護、調理、洗濯、掃除等の家

事、生活等に関する相談や助言など、生活全般にわたる援助を行う。

○居宅訪問型児童発達支援（きょたくほうもんがたじどうはったつしえん）

重度の障がい等により外出が困難な障がい児に対して、居宅を訪問して、発達支援（日常生活

における基本的な動作の指導、知識技術の付与及び生活能力の向上のために必要な訓練）を行

う。

○グループホーム（ぐるーぷほーむ）

地域社会の中の住宅で、共同で生活を営む知的障がい者や精神障がい者に対し、食事の提供や

金銭管理の援助などの日常生活上の援助や、相談などを行うサービス。

○計画相談支援（けいかくそうだんしえん）

障害福祉サービス又は地域相談支援を利用するすべての障がい者につき、障がい者の心身状況

等を勘案し、利用する障害福祉サービス等に係るサービス等利用計画を作成するとともに、障害

福祉サービス等の利用状況を検証し、サービス等利用計画の見直しを行う。

○高次脳機能障害（こうじのうきのうしょうがい）

交通事故による頭部外傷や脳血管疾患などにより、脳に損傷を受けると、運動機能や感覚機能

だけでなく、言語、思考、記憶、行為、学習、注意など高次の精神機能の低下や喪失が生じる障

がい。

○行動援護（こうどうえんご）

行動に著しい困難を有する知的障がいや精神障がいのある人が、行動する際に生じ得る危険を

回避するために必要な援護、外出時における移動中の介護、排せつ、食事等の介護のほか、行動

する際に必要な援助を行う。



【さ行】

○施設入所支援（しせつにゅうしょしえん）

施設に入所する障がいのある人に対して、主に夜間において、入浴、排せつ、食事等の介護、

生活等に関する相談・助言のほか、必要な日常生活上の支援を行う。

○社会資源（しゃかいしげん）

社会的ニーズを充足する様々な物資や人材の総称。社会福祉施設、サービス、資金、制度、情

報、知的・技能、人材など。

○重度障害者等包括支援（じゅうどしょうがいしゃとうほうかつしえん）

常に介護を要する障がい者（障害支援区分６）等であって、意思疎通を図ることに著しい支障

があるもののうち、四肢の麻痺及び寝たきりの状態にあるもの並びに知的障がい又は精神障がい

により行動上著しい困難を有する人に、居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護、生活介

護、短期入所、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援及び共同生活援助のサービスを包括的に

行う。

○重度訪問介護（じゅうどほうもんかいご）

重度（障害支援区分４以上）の肢体不自由者又は重度の知的障がい若しくは精神障がいにより

行動上著しい困難を有する障がい者であって常に介護が必要な人に対して、ホームヘルパーが自

宅を訪問し、入浴、排せつ、食事等の介護、洗濯及び掃除等の家事、生活等に関する相談や助言

など、生活全般にわたる援助並びに外出時における移動中の介護を総合的に行う。

○就労移行支援（しゅうろういこうしえん）

就労を希望する６５歳未満の障がいのある人に対して、生産活動や職場体験などの機会の提供

を通じた就労に必要な知識や能力の向上のために必要な訓練、就労に関する相談や支援を行う。

○就労継続支援Ａ型（しゅうろうけいぞくしえんえーがた）

企業等に就労することが困難な障がいのある人に対して、雇用契約に基づく生産活動の機会の

提供、知識及び能力の向上のために必要な訓練などを行う。

○就労継続支援Ｂ型（しゅうろうけいぞくしえんびーがた）

通常の事業所に雇用されることが困難な就労経験のある障がいのある人に対し、生産活動など

の機会の提供、知識及び能力の向上のために必要な訓練などを行う。

○就労定着支援（しゅうろうていちゃくしえん）

一般就労へ移行した方について、就労に伴う生活面の課題に対し、就労の継続を図るために企

業・自宅等への訪問や来所により必要な連絡調整や指導・助言などを行う。

○宿泊型自立訓練（しゅくはくがたじりつくんれん）

知的障がいまたは精神障がいのある人、難病を患っている方などに対して、障がい者支援施設

等の居室などの設備を使いながら、自立した日常生活を営むことができるよう、夜間や休日に家

事等の日常生活能力を向上させる支援や生活相談などの支援を行う。
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○障害支援区分（しょうがいしえんくぶん）

障害者総合支援法で定める障害福祉サービスを利用する際の必要な区分。町もしくは町が委託

した相談支援事業所が区分判定の調査を行い、その結果を基に町の審査会にて障害支援区分を認

定する。区分は介護の必要度により、１から６までの６段階に分けられる。

○障害者自立支援法（しょうがいしゃじりつしえんほう

身体障がい・知的障がい・精神障がいがある人に対する福祉サービスの一元化や利用者負担な

どを定めた法律。平成１８年４月に一部施行、同年１０月に全面施行。市町村を実施主体とし

て、障がいのある人の地域生活への移行や就労に向けた施策を展開し、障がい者の自立を目指し

た支援を行う。

○障害者総合支援法（しょうがいしゃそうごうしえんほう）

障害者自立支援法に代わって、平成２５年４月に施行された「障害者の日常生活及び社会生活

を総合的に支援するための法律」の略称。障害者基本法の基本理念を踏まえた基本理念を新たに

設けたほか、障がい者の範囲に難病等を追加するなどの見直しがされた。

○障害保健福祉圏域（しょうがいほけんふくしけんいき）

各市町村域でのサービス提供が難しいと判断される課題に対応するため、県が複数市町村での

広域的な対応を促進するために設定した圏域。

栃木県には、宇都宮、県西、県東、県南、県北、両毛の６つの障害保健福祉圏域があり、その

うち本町は県南障害保健福祉圏域に属する。

○情報アクセシビリティ（じょうほうあくせしびりてぃ）

高齢者や障がい者を含む多くの人々が、パソコンやスマートフォンなどによる情報関連のハー

ドウエア、ソフトウエア、サービスを、不自由なく情報を取得あるいは発信できるようにするこ

と。

○自立訓練（機能訓練）（じりつくんれん・きのうくんれん）

身体障がいのある人または難病を患っている方などに対して、障がい者支援施設、障害福祉サ

ービス事業所または障がいのある人の居宅において、理学療法、作業療法その他の必要なリハビ

リテーション、生活等に関する相談及び助言などの支援を行う。

○自立訓練（生活訓練）（じりつくんれん・せいかつくんれん）

知的障がいまたは精神障がいのある人に対して、障がい者支援施設、障害福祉サービス事業所

または障がいのある人の居宅において、入浴、排せつ、食事等に関する自立した日常生活を営む

ために必要な訓練、生活等に関する相談及び助言などの支援を行う。

○自立生活援助（じりつせいかつえんじょ）

障がい者支援施設やグループホーム等から一人暮らしへの移行を希望する方に、本人の意思を

尊重した地域生活を支援するため、定期的な巡回訪問（助言や医療機関等との連絡調整）や、利

用者からの相談・要請に応じた随時の対応（訪問、電話、メール等）により必要なサービスを行

う。



【さ行】

○施設入所支援（しせつにゅうしょしえん）

施設に入所する障がいのある人に対して、主に夜間において、入浴、排せつ、食事等の介護、

生活等に関する相談・助言のほか、必要な日常生活上の支援を行う。

○社会資源（しゃかいしげん）

社会的ニーズを充足する様々な物資や人材の総称。社会福祉施設、サービス、資金、制度、情

報、知的・技能、人材など。

○重度障害者等包括支援（じゅうどしょうがいしゃとうほうかつしえん）

常に介護を要する障がい者（障害支援区分６）等であって、意思疎通を図ることに著しい支障

があるもののうち、四肢の麻痺及び寝たきりの状態にあるもの並びに知的障がい又は精神障がい

により行動上著しい困難を有する人に、居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護、生活介

護、短期入所、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援及び共同生活援助のサービスを包括的に

行う。

○重度訪問介護（じゅうどほうもんかいご）

重度（障害支援区分４以上）の肢体不自由者又は重度の知的障がい若しくは精神障がいにより

行動上著しい困難を有する障がい者であって常に介護が必要な人に対して、ホームヘルパーが自

宅を訪問し、入浴、排せつ、食事等の介護、洗濯及び掃除等の家事、生活等に関する相談や助言

など、生活全般にわたる援助並びに外出時における移動中の介護を総合的に行う。

○就労移行支援（しゅうろういこうしえん）

就労を希望する６５歳未満の障がいのある人に対して、生産活動や職場体験などの機会の提供

を通じた就労に必要な知識や能力の向上のために必要な訓練、就労に関する相談や支援を行う。

○就労継続支援Ａ型（しゅうろうけいぞくしえんえーがた）

企業等に就労することが困難な障がいのある人に対して、雇用契約に基づく生産活動の機会の

提供、知識及び能力の向上のために必要な訓練などを行う。

○就労継続支援Ｂ型（しゅうろうけいぞくしえんびーがた）

通常の事業所に雇用されることが困難な就労経験のある障がいのある人に対し、生産活動など

の機会の提供、知識及び能力の向上のために必要な訓練などを行う。

○就労定着支援（しゅうろうていちゃくしえん）

一般就労へ移行した方について、就労に伴う生活面の課題に対し、就労の継続を図るために企

業・自宅等への訪問や来所により必要な連絡調整や指導・助言などを行う。

○宿泊型自立訓練（しゅくはくがたじりつくんれん）

知的障がいまたは精神障がいのある人、難病を患っている方などに対して、障がい者支援施設

等の居室などの設備を使いながら、自立した日常生活を営むことができるよう、夜間や休日に家

事等の日常生活能力を向上させる支援や生活相談などの支援を行う。
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○障害支援区分（しょうがいしえんくぶん）

障害者総合支援法で定める障害福祉サービスを利用する際の必要な区分。町もしくは町が委託

した相談支援事業所が区分判定の調査を行い、その結果を基に町の審査会にて障害支援区分を認

定する。区分は介護の必要度により、１から６までの６段階に分けられる。

○障害者自立支援法（しょうがいしゃじりつしえんほう

身体障がい・知的障がい・精神障がいがある人に対する福祉サービスの一元化や利用者負担な

どを定めた法律。平成１８年４月に一部施行、同年１０月に全面施行。市町村を実施主体とし

て、障がいのある人の地域生活への移行や就労に向けた施策を展開し、障がい者の自立を目指し

た支援を行う。

○障害者総合支援法（しょうがいしゃそうごうしえんほう）

障害者自立支援法に代わって、平成２５年４月に施行された「障害者の日常生活及び社会生活

を総合的に支援するための法律」の略称。障害者基本法の基本理念を踏まえた基本理念を新たに

設けたほか、障がい者の範囲に難病等を追加するなどの見直しがされた。

○障害保健福祉圏域（しょうがいほけんふくしけんいき）

各市町村域でのサービス提供が難しいと判断される課題に対応するため、県が複数市町村での

広域的な対応を促進するために設定した圏域。

栃木県には、宇都宮、県西、県東、県南、県北、両毛の６つの障害保健福祉圏域があり、その

うち本町は県南障害保健福祉圏域に属する。

○情報アクセシビリティ（じょうほうあくせしびりてぃ）

高齢者や障がい者を含む多くの人々が、パソコンやスマートフォンなどによる情報関連のハー

ドウエア、ソフトウエア、サービスを、不自由なく情報を取得あるいは発信できるようにするこ

と。

○自立訓練（機能訓練）（じりつくんれん・きのうくんれん）

身体障がいのある人または難病を患っている方などに対して、障がい者支援施設、障害福祉サ

ービス事業所または障がいのある人の居宅において、理学療法、作業療法その他の必要なリハビ

リテーション、生活等に関する相談及び助言などの支援を行う。

○自立訓練（生活訓練）（じりつくんれん・せいかつくんれん）

知的障がいまたは精神障がいのある人に対して、障がい者支援施設、障害福祉サービス事業所

または障がいのある人の居宅において、入浴、排せつ、食事等に関する自立した日常生活を営む

ために必要な訓練、生活等に関する相談及び助言などの支援を行う。

○自立生活援助（じりつせいかつえんじょ）

障がい者支援施設やグループホーム等から一人暮らしへの移行を希望する方に、本人の意思を

尊重した地域生活を支援するため、定期的な巡回訪問（助言や医療機関等との連絡調整）や、利

用者からの相談・要請に応じた随時の対応（訪問、電話、メール等）により必要なサービスを行

う。



○身体障害者手帳（しんたいしょうがいしゃてちょう）

身体障害者福祉法に基づき、障がいの種類や程度により交付される手帳。障がいの程度により

１級から６級に分けられる。

障がいの種類は、視覚障がい、聴覚・平衡機能障がい、音声・言語・そしゃく機能障がい、肢

体不自由、心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫・

肝臓機能障がいがある。障がいのある人を対象にしたサービスや制度を利用する際にはこの手帳

を必要とする場合がある。

○生活介護（せいかつかいご）

障がい者支援施設などで、常に介護を必要とする方に対して、主に昼間において、入浴・排せ

つ・食事等の介護、調理・洗濯・掃除等の家事、生活等に関する相談・助言その他の必要な日常

生活上の支援、創作的活動・生産活動の機会の提供のほか、身体機能や生活能力の向上のために

必要な援助を行う。

○精神障害者保健福祉手帳（せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう）

精神保健福祉法に基づき交付される手帳。障がいの等級は１級から３級まである。障がいのあ

る人を対象にしたサービスや制度を利用する際にはこの手帳を必要とする場合がある。

○成年後見制度（せいねんこうけんせいど）

知的障がいや精神障がいのある人など判断能力が不十分とされる人々を対象に、契約を結ぶ時

の支援や財産の管理等、権利を保護する援助者（成年後見人）を選ぶことで、法律的に支援する

制度。本人の判断能力に応じて、「後見」「保佐」「補助」の３つの種類がある。

○成年後見制度法人後見支援事業（せいねんこうけんせいどほうじんこうけんしえんじぎょう）

成年後見制度における後見等の業務を、適正に行うことができる法人を確保できる体制を整備

するとともに、市民後見人の活用も含めた法人後見の活動を支援する。

○成年後見制度利用支援事業（せいねんこうけんせいどりようしえんじぎょう）

障害福祉サービスの利用等の観点から、成年後見制度の利用が有効と認められる知的障がい者

又は精神障がい者に対し、成年後見制度の申立てに要する経費 登記手数料、鑑定費用等 及び後

見人等の報酬の全部又は一部を助成する。

○相談支援事業（そうだんしえんじぎょう）

障がいのある人、その保護者、介護者などからの相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護の

ための援助を行い、自立した生活ができるよう支援する。

【た行】

○短期入所（たんきにゅうしょ）

自宅で介護を行っている方が病気などの理由により介護を行うことができない場合に、障がい

のある人に障がい者支援施設や児童福祉施設等に短期間入所してもらい、入浴、排せつ、食事の

ほか、必要な介護を行う。
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○地域移行支援（ちいきいこうしえん）

障がい者支援施設等に入所している方または精神科病院に入院している方に対して、住居の確

保や地域生活に移行するための活動に関する相談、外出時の同行、障害福祉サービスの体験的な

利用支援など必要な支援を行う。

○地域活動支援センター事業（ちいきかつどうしえんせんたーじぎょう）

障がい者及び障がい児に、創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流の促進等の支

援を行う。

○地域生活支援事業（ちいきせいかつしえんじぎょう）

地域の実情に応じて、相談支援や日常生活用具の給付、移動支援などの生活をサポートする事

業。必須事業と任意事業に分けられる。

○地域定着支援（ちいきていちゃくしえん）

単身等で生活する障がいのある人に対し、常に連絡がとれる体制を確保し、緊急に支援が必要

な事態が生じた際に、緊急訪問や相談などの必要な支援を行う。

○地域包括ケアシステム（ちいきほうかつけあしすてむ）

住み慣れた地域でできる限り継続して生活を送れるよう、医療、介護、介護予防、住まい及び

自立した日常生活の支援を包括的にケアする体制。

○地域包括支援センター（ちいきほうかつしえんせんたー）

住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができるよう、必要な援助を行う総合相談窓口

で介護や福祉に関する様々な相談に応じ、関係機関と連携を図り、支援を行う。

○デマンドタクシー（でまんどたくしー）

町が運行事業者に委託して運行する乗合タクシー。利用者からの要望（予約）に応じて運行す

る。

○同行援護（どうこうえんご）

移動に著しい困難を有する視覚障がいのある人が外出する際、ご本人に同行し、移動に必要な

情報の提供や、移動の援護、排せつ、食事等の介護のほか、ご本人が外出する際に必要な援助を

行う。

【な行】

○難病（なんびょう）

平成２６年５月に成立した「難病の患者に対する医療等に関する法律」において、難病は「発

病の機構が明らかでなく、かつ、治療方法が確立していない希少な疾病であって、当該疾病にか

かることにより長期にわたり療養を必要とすることとなるもの」と規定されている。

また、難病の定義に該当する疾病のうち、医療費助成の対象となる「指定難病」は令和元年７

月１日現在、３３８疾病となっている。

○日常生活用具給付等事業（にちじょうせいかつようぐきゅうふとうじぎょう）

日常生活上の便宜を図るため、重度障がい者等に対し、自立生活支援用具等の日常生活用具を

給付又は貸与する。



○身体障害者手帳（しんたいしょうがいしゃてちょう）

身体障害者福祉法に基づき、障がいの種類や程度により交付される手帳。障がいの程度により
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○精神障害者保健福祉手帳（せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう）

精神保健福祉法に基づき交付される手帳。障がいの等級は１級から３級まである。障がいのあ

る人を対象にしたサービスや制度を利用する際にはこの手帳を必要とする場合がある。

○成年後見制度（せいねんこうけんせいど）

知的障がいや精神障がいのある人など判断能力が不十分とされる人々を対象に、契約を結ぶ時

の支援や財産の管理等、権利を保護する援助者（成年後見人）を選ぶことで、法律的に支援する

制度。本人の判断能力に応じて、「後見」「保佐」「補助」の３つの種類がある。

○成年後見制度法人後見支援事業（せいねんこうけんせいどほうじんこうけんしえんじぎょう）

成年後見制度における後見等の業務を、適正に行うことができる法人を確保できる体制を整備

するとともに、市民後見人の活用も含めた法人後見の活動を支援する。

○成年後見制度利用支援事業（せいねんこうけんせいどりようしえんじぎょう）

障害福祉サービスの利用等の観点から、成年後見制度の利用が有効と認められる知的障がい者

又は精神障がい者に対し、成年後見制度の申立てに要する経費 登記手数料、鑑定費用等 及び後

見人等の報酬の全部又は一部を助成する。

○相談支援事業（そうだんしえんじぎょう）

障がいのある人、その保護者、介護者などからの相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護の

ための援助を行い、自立した生活ができるよう支援する。

【た行】

○短期入所（たんきにゅうしょ）

自宅で介護を行っている方が病気などの理由により介護を行うことができない場合に、障がい

のある人に障がい者支援施設や児童福祉施設等に短期間入所してもらい、入浴、排せつ、食事の

ほか、必要な介護を行う。
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○地域移行支援（ちいきいこうしえん）

障がい者支援施設等に入所している方または精神科病院に入院している方に対して、住居の確

保や地域生活に移行するための活動に関する相談、外出時の同行、障害福祉サービスの体験的な

利用支援など必要な支援を行う。

○地域活動支援センター事業（ちいきかつどうしえんせんたーじぎょう）

障がい者及び障がい児に、創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流の促進等の支

援を行う。

○地域生活支援事業（ちいきせいかつしえんじぎょう）

地域の実情に応じて、相談支援や日常生活用具の給付、移動支援などの生活をサポートする事

業。必須事業と任意事業に分けられる。

○地域定着支援（ちいきていちゃくしえん）

単身等で生活する障がいのある人に対し、常に連絡がとれる体制を確保し、緊急に支援が必要

な事態が生じた際に、緊急訪問や相談などの必要な支援を行う。

○地域包括ケアシステム（ちいきほうかつけあしすてむ）

住み慣れた地域でできる限り継続して生活を送れるよう、医療、介護、介護予防、住まい及び

自立した日常生活の支援を包括的にケアする体制。

○地域包括支援センター（ちいきほうかつしえんせんたー）

住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができるよう、必要な援助を行う総合相談窓口

で介護や福祉に関する様々な相談に応じ、関係機関と連携を図り、支援を行う。

○デマンドタクシー（でまんどたくしー）

町が運行事業者に委託して運行する乗合タクシー。利用者からの要望（予約）に応じて運行す

る。

○同行援護（どうこうえんご）

移動に著しい困難を有する視覚障がいのある人が外出する際、ご本人に同行し、移動に必要な

情報の提供や、移動の援護、排せつ、食事等の介護のほか、ご本人が外出する際に必要な援助を

行う。

【な行】

○難病（なんびょう）

平成２６年５月に成立した「難病の患者に対する医療等に関する法律」において、難病は「発

病の機構が明らかでなく、かつ、治療方法が確立していない希少な疾病であって、当該疾病にか

かることにより長期にわたり療養を必要とすることとなるもの」と規定されている。

また、難病の定義に該当する疾病のうち、医療費助成の対象となる「指定難病」は令和元年７

月１日現在、３３８疾病となっている。

○日常生活用具給付等事業（にちじょうせいかつようぐきゅうふとうじぎょう）

日常生活上の便宜を図るため、重度障がい者等に対し、自立生活支援用具等の日常生活用具を

給付又は貸与する。



【は行】

○発達支援（はったつしえん）

発達支援とは、発達障がい者（発達障がいを有するために日常生活又は社会生活に制限を受け

る者をいい、発達障がい者のうち１８歳未満のものを発達障がい児という）に対し、その心理機

能の適正な発達を支援し、及び円滑な社会生活を促進するため行う発達障がいの特性に対応した

医療的、福祉的及び教育的援助をいう。

○発達障がい（はったつしょうがい）

発達障害者支援法における発達障がいとは「自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達

障害、学習障害、注意欠陥多動性障害、その他これに類する脳機能の障害であってその症状が通

常低年齢において発現するものとして政令で定めるもの」と定義している。

発達障がいは、法で定義される個々の障がいが重複して表れるケースのほか、知的障がいを含

むケースもあり、それぞれに応じた対応が必要となる。

○バリアフリー（ばりあふりー）

障がいのある人や高齢者等が社会参加する際、障壁となる物理的なバリアや社会的・制度的な

バリアを解消するための取り組みをいう。また、バリアが解消された状態のことをいう。

○福祉ホーム事業（ふくしほーむじぎょう）

家庭環境、住宅事情等の理由により、居宅において生活することが困難な障がい者（ただし、

常時の介護、医療を必要とする状態にある者を除く。）に対し、低額な料金で、居室その他の設

備を利用させるとともに、日常生活に必要な便宜を供与する。

○訪問入浴サービス事業（ほうもんにゅうよくさーびすじぎょう）

単身では入浴が困難な重度身体障がい者及び重度心身障がい児に対し、定期的に訪問入浴サー

ビスの提供を行う。

【や行】

○ユニバーサルデザイン（ゆにばーさるでざいん）

文化・言語・国籍の違い、老若男女といった差異、障がい・能力の如何を問わずに利用するこ

とができる施設・製品・情報の設計（デザイン）をいう。

○要配慮者（ようはいりょしゃ）

一般的に高齢者、障がい者、外国人、乳幼児、妊婦等が挙げられる。

【ら行】

○リハビリテーション（りはびりてーしょん）

病人、あるいは障がいを受けた者に対し、その機能を最大限に回復させると同時に、機能の低

下や損失、怪我や病気の場合に、精神的・身体的な快適さを得られるよう援助するための、医療

的、心理的、社会的、職業的な処置の総称的概念。
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○療育手帳（りょういくてちょう）

知的障がいがあると判断された人に対し交付される手帳。この手帳を持つことで福祉サービス

の利用や交通費などの助成制度を利用することができる。障がいの等級は各都道府県により異な

り、栃木県では「Ａ１」、「Ａ２」、「Ｂ１」、「Ｂ２」の４段階に分けられる。

○療養介護（りょうようかいご）

医療的ケアを必要とする障がいのある人のうち常に介護を必要とする方に対して、主に昼間に

おいて病院で行われる機能訓練、療養上の管理、看護、医学的管理の下における介護及び日常生

活上の世話を行う。



【は行】

○発達支援（はったつしえん）

発達支援とは、発達障がい者（発達障がいを有するために日常生活又は社会生活に制限を受け

る者をいい、発達障がい者のうち１８歳未満のものを発達障がい児という）に対し、その心理機

能の適正な発達を支援し、及び円滑な社会生活を促進するため行う発達障がいの特性に対応した

医療的、福祉的及び教育的援助をいう。

○発達障がい（はったつしょうがい）

発達障害者支援法における発達障がいとは「自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達

障害、学習障害、注意欠陥多動性障害、その他これに類する脳機能の障害であってその症状が通

常低年齢において発現するものとして政令で定めるもの」と定義している。

発達障がいは、法で定義される個々の障がいが重複して表れるケースのほか、知的障がいを含

むケースもあり、それぞれに応じた対応が必要となる。

○バリアフリー（ばりあふりー）

障がいのある人や高齢者等が社会参加する際、障壁となる物理的なバリアや社会的・制度的な

バリアを解消するための取り組みをいう。また、バリアが解消された状態のことをいう。

○福祉ホーム事業（ふくしほーむじぎょう）

家庭環境、住宅事情等の理由により、居宅において生活することが困難な障がい者（ただし、

常時の介護、医療を必要とする状態にある者を除く。）に対し、低額な料金で、居室その他の設

備を利用させるとともに、日常生活に必要な便宜を供与する。

○訪問入浴サービス事業（ほうもんにゅうよくさーびすじぎょう）

単身では入浴が困難な重度身体障がい者及び重度心身障がい児に対し、定期的に訪問入浴サー

ビスの提供を行う。

【や行】

○ユニバーサルデザイン（ゆにばーさるでざいん）

文化・言語・国籍の違い、老若男女といった差異、障がい・能力の如何を問わずに利用するこ

とができる施設・製品・情報の設計（デザイン）をいう。

○要配慮者（ようはいりょしゃ）

一般的に高齢者、障がい者、外国人、乳幼児、妊婦等が挙げられる。

【ら行】

○リハビリテーション（りはびりてーしょん）

病人、あるいは障がいを受けた者に対し、その機能を最大限に回復させると同時に、機能の低

下や損失、怪我や病気の場合に、精神的・身体的な快適さを得られるよう援助するための、医療

的、心理的、社会的、職業的な処置の総称的概念。
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○療育手帳（りょういくてちょう）

知的障がいがあると判断された人に対し交付される手帳。この手帳を持つことで福祉サービス

の利用や交通費などの助成制度を利用することができる。障がいの等級は各都道府県により異な

り、栃木県では「Ａ１」、「Ａ２」、「Ｂ１」、「Ｂ２」の４段階に分けられる。

○療養介護（りょうようかいご）

医療的ケアを必要とする障がいのある人のうち常に介護を必要とする方に対して、主に昼間に

おいて病院で行われる機能訓練、療養上の管理、看護、医学的管理の下における介護及び日常生

活上の世話を行う。



壬壬生生町町障障ががいい者者基基本本計計画画及及びび

第第７７期期壬壬生生町町障障ががいい福福祉祉計計画画・・

第第３３期期壬壬生生町町障障ががいい児児福福祉祉計計画画
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壬生町障がい者基本計画及び第７期壬生町障がい福祉計画・第３期壬生町障がい児福祉計画
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